
    
      
        
      
    

  



[image: ]










[image: ]











Contents





319　クマさん、デゼルトの街に向けて出発する

320　クマさん、砂漠で知り合いに会う

321　クマさん、ジェイドさんと再会する

322　クマさん、デゼルトの街に到着する

323　クマさん、冒険者ギルドに寄り道をする

324　クマさん、女の子のあとをついていく

325　クマさん、バーリマさんに会う

326　クマさん、ピラミッドの迷宮の話を聞く　その１

327　クマさん、ピラミッドの迷宮の話を聞く　その２

328　クマさん、カリーナと話をする

329　クマさん、カレーに出会う

330　クマさん、スパイスを買いにいく

331　クマさん、メルさんたちとお茶をする

332　クマさん、ピラミッドに向けて出発する

333　クマさん、サンドワームを討伐する

334　クマさん、ピラミッドに入る

335　クマさん、ピラミッドの地下に行く

336　クマさん、スコルピオンと戦う

337　クマさん、水晶板の在処ありかを見つける

338　クマさん、大きなスコルピオンと戦う

339　クマさん、大きなスコルピオンを討伐する

340　カリーナ、クマさんを心配する

341　クマさん、水晶板を手に入れる

342　クマさん、バーリマさんに報告する

343　クマさん、取引をする

344　クマさん、ちいさくな～れと呪じゅ文もんを唱える

345　クマさん、迷宮を進む

346　クマさん、魔石を交換する

347　クマさん、デゼルトの街に戻ってくる

348　クマさん、バーリマさんにお礼をもらう

349　クマさん、家を購入する

350　クマさん、お別れをする

書き下ろし１　カリーナの失敗

書き下ろし２　クマさんが救った少女　カリーナ編

あとがき

電子版特別付録　ジェイド、ウラガンと酒を飲む














[image: ]










[image: ]










[image: ]










[image: ]










[image: ]










[image: ]319　クマさん、デゼルトの街に向けて出発する






　国王の頼みで砂漠の街、デゼルトへ向かうことになったわたしは、その手前の町カルスで、ミリーラでお世話になったローザさんたちに久しぶりに会う。

　ローザさんから、デゼルトの街への行き方を教わったわたしはカルスを出発した。

　カルスの町を出たわたしは中継地点として、クマの転移門を設置することにした。

　今のところ、来る予定はないけど、クマの転移門の設置の数には制限はないし、作っても無駄にはならない。

　わたしはくまゆるに乗りながらキョロキョロと周辺を見渡す。

　まだこのあたりは岩が多く、クマの転移門を設置するなら、岩山の中に作るのがよさそうだ。

　木を隠すなら、森の中。岩山を隠すなら、岩山の中。

　わたしは土魔法で、中が空洞で外観が周囲と似たような岩山を作る。そして、その岩山の空洞の中にクマの転移門を設置する。最後に入り口を塞ふさげば、どこから見ても周囲の岩山と変わらない。




　クマの転移門を設置したわたしは、デゼルトの街に向けてくまゆるを走らせる。しばらくすると、遠くに細い棒のようなものが見えてくる。

　あれがローザさんたちが言っていた、目印と休憩所を兼ねた柱なのかな？

　ここからだと、まだ細い棒にしか見えない。でも、こんな遠くからでも見えるってことはかなり大きいのかもしれない。

　わたしは柱に向かってくまゆるを走らせる。棒のように細く見えた柱も、徐々に太く見えてきて、まさに柱と認識できるほどの大きさになる。柱に近づくにつれて、岩山も徐々に減り、足元は次第に砂へと変わっていく。

　くまゆるは順調に走り、柱に到着する。

　ここからが本格的な砂漠になっているみたいだ。

　柱は大木のように大きく、人が４～５人ほど手を繫つないだくらいの太さがある。高さもけっこうあり、見上げると首が痛くなる。

　柱に触ってみる。周りにある砂を使って土魔法で作ったのか、石のように硬くしっかりしている。

　同じものを作ることに挑戦したくなるが、驚かれても困るので自重する。

　そして、進む先を見ると、遠くに２本目の柱が見える。うん、わかりやすいね。いくら、クマの地図のスキルがあっても、目的地がわからなければ迷子になる。今度は迷子にならずに目的地に着くことができそうだ。わたしはくまゆるに飛び乗る。

「それじゃ、くまゆる。あの柱を目指してね」

　くまゆるは「くぅ～ん」と返事をすると走りだす。

「くまゆる、足は大丈夫？　走りにくくない？　熱くない？」

「くぅ～ん」

　くまゆるは「大丈夫だよ」と返事をするかのように鳴くと速度を上げる。

　くまゆるの足元を見ると砂に埋もれることもなく、普通の地面を走るように駆けていく。

　流石さすがくまゆるだ。速く走れるし、スタミナもある。さらに水の上も走れるし、同じように砂の上も問題はない。その上、モフモフ度も高い。最高の相棒だ。

　もちろん、くまきゅうもだよ。

　わたしは白クマさんパペットに目を向ける。




　そして、順調に２本目の柱を通り過ぎる。

　初めて見る砂漠だけど、意外と綺麗な風景かもしれない。

　たぶん、そう思えるのも、耐熱のクマ装備があり、くまゆるとくまきゅうがいるからこそだ。クマ装備がなければ、死の大地としか感じられず、逃げ出したいと思ったかもしれない。

　それほどまでに砂漠には何もない。見えるものは砂しかない。どこを見ても砂、砂、砂だけだ。砂で作られた丘ぐらいしか存在しない。

　それが綺麗であり、怖くもある。

　上を見れば日差しも眩まぶしく、強い。たぶん、クマの着ぐるみを脱いだら、耐えられないほど暑いと思う。本当にクマの着ぐるみのありがたみを感じる。

「くまゆる。もし暑かったら言ってね」

「くぅ～ん」

　くまゆるは返事をすると速度を上げる。どうやら、問題ないとアピールしているみたいだ。

　広大な砂漠の上を黒いクマが駆け抜けていく図。

　想像してみるが、違和感がありまくりだね。

　元の世界でも、ファンタジーな世界でも、砂漠をクマが走るって初かもしれない。カメラがあったら、記念に写真を撮りたいものだ。風景もいいし、砂漠とクマ。面白い組み合わせだ。

　そんな砂漠をくまゆるは軽快に走る。

　しばらくすると３本目の柱に到着し、休憩を取る。そして、進む先には４本目の柱が見える。確かに柱を目指して移動すれば迷子にならずにすみそうだ。

　ただ、ブリッツの言葉じゃないけど、砂漠の移動は単調になりそうだ。他の場所なら、近くの林を眺めたり、遠くの山を眺めたりしながら移動できるが、ここには砂しかない。砂丘の変化が少しあるぐらいだ。それ以外は同じような風景が淡々と続く。くまゆるとくまきゅうに任せて寝ていようかな？

　次の柱を目指す前にわたしはくまゆるとくまきゅうを交代させる。

「くまゆる、ありがとうね」

　くまゆるに感謝の気持ちを込めて頭を撫なでてから、送還する。そして、代わりにくまきゅうを召喚する。

　砂漠に黒クマも違和感があったけど、砂漠と白クマはさらに違和感ありまくりだね。黒クマは山の中、白クマは氷の上って、イメージがどうしてもある。

「くまきゅう、大丈夫？」

　もしかすると、くまゆるとくまきゅうで耐性が違う可能性もあるので尋ねてみる。

　くまきゅうは「くぅ～ん」と元気に鳴き、擦すり寄ってくる。大丈夫そうだ。

　一瞬、くまゆるは暑さに強く、くまきゅうは寒さに強いかもと頭に浮かんだけど、そうでもないらしい。

　まあ、くまゆるは雪山を普通に走っていたから、くまゆるとくまきゅうにそんな差はないみたいだ。

　でも、そんなに暑いのかな？

　ちょっと、試しにクマさんフードを取ってみる。その瞬間、熱風が顔を襲う。

「あ、暑い」

　すぐにクマさんフードを被る。

「なに？　この暑さ？　人がいられる場所じゃないよ。くまきゅう、本当に大丈夫なの？」

　心配になってくまきゅうを見る。

　でも、くまきゅうは苦しむ表情も、暑そうな表情もしない。いつもどおりの可愛かわいらしい顔をしている。「なに？」って感じでわたしを見ている。本当に大丈夫そうだ。

　こんな場所を移動する人を尊敬するよ。

　神様、クマ装備ありがとうございます。と心から言いたくなる。

　そんな考えを持ってしまうと神様の思いどおりになった気がするので、クマ装備については感謝半分にとどめておいて、くまゆるとくまきゅうを与えてくれたことには心から感謝しておくことにする。

「それじゃ、くまきゅう、暑いけどお願いね」

　わたしはくまきゅうの顎あご下したを撫でて背中に乗る。

　くまきゅうは広大な砂漠を、次の柱に向けて走りだす。

　順調に進んでいるが、風景に飽きてくる。冷たい飲み物をクマボックスから取り出して飲む。もちろん、くまきゅうにも飲ませてあげる。そして、飲み物を手に持ったままにしていると、すぐに飲み物が温ぬるくなってしまう。

　だから、飲んだらすぐにクマボックスにしまうことにする。クマボックスのありがたみを感じる。クマハウスみたいな大きなものも入るし、量も無限だし、冷たいものも保存もできる。本当にクマボックスは便利だ。




　砂漠を走っているとくまきゅうが「くぅ～ん」と鳴いて速度を落とす。

　魔物かなにかと思って前方を見ると、遠くにトカゲに乗って移動している人たちがいる。このトカゲは、確かラガルートだっけ？

　くまきゅうやわたしのことを見られて騒がれると面倒だから、気づかれないように追い越したいところだ。

　わたしは砂丘を利用して、見つからないように追い越す。

　かなり大回りしたせいか、砂丘の先にウルフらしき影が見えた。

　あれがローザさんたちに聞いたサンドウルフかな？

　探知スキルを使う。どうやらサンドウルフで間違いないみたいだ。サンドウルフが周辺に10匹ほど散らばっている。探知スキルを見ていると、サンドウルフが徐々にゆっくりとわたしたちのほうへと動いてきた。

　どうやら、わたしたちを餌えさと認識したらしい。

　くまきゅうなら、逃げることも可能だけど、襲ってくるなら、フィナのお土産にすることにする。

　サンドウルフは赤茶色の毛皮をしている。

　通常のウルフがグレーで、スノーウルフが白くて、サンドウルフは赤茶色だ。

　わたしはいつでも戦えるようにくまきゅうから降りる。

　無防備に砂漠に立っていると、サンドウルフはわたしとくまきゅうをゆっくりと囲み始める。10匹ぐらいで、わたしとくまきゅうを倒せると思ったみたいだ。




　サンドウルフの１匹が遠とお吠ぼえをすると、一斉にわたしたちに襲いかかってくる。

　わたしは襲いかかってくるサンドウルフを躱かわし、クマパンチを胴体に打ち込む。くまきゅうはカウンター気味にクマパンチする。ダブルクマパンチが炸さく裂れつする。

　さらに襲いかかってくるサンドウルフの頭に氷の矢を撃ち込む。くまきゅうの鋭い爪がサンドウルフを襲う。そして、戦闘が始まって数秒ですべてのサンドウルフが砂の上に倒れる。

　弱肉強食だ。襲ってこなければ、わたしも倒そうとは思わなかった。今回は襲ってきたサンドウルフが悪い。

　とりあえず、フィナへのお土産を手に入れることができた。
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　サンドウルフを倒したわたしは次の柱に向かう。

　何もない砂地のため、視界を遮るものはなく、多少、離れても柱を見失うことはなかった。

　それから、サンドウルフを見かけることはあっても、襲われることもなく順調に進んでいく。

　そして、陽が落ちていき、砂漠は赤くなっていく。その光景はとても綺麗だった。心が落ち着いているから、綺麗に見えるんだろう。

　冒険映画とかのシーンなら、画面越しで見る砂漠は綺麗でも、登場人物からしたら、絶望でしかないかもしれない。

　でも、わたしにはそんな絶望はないので、目の前に広がる風景を心から楽しむことができる。

「くまきゅう、綺麗だね」

「くぅ～ん」

　立ち止まってくまきゅうと沈みゆく太陽を見る。

　そして、陽が完全に沈み、あたりは暗くなる。

　今日はここに１泊することにする。

　商人や冒険者たちが気温の下がった夜に移動する可能性も考慮して、柱から離れた場所にクマハウスを設置する。でも、ここはなにも遮るものがないため、クマハウスから漏れる光で気づかれるかもしれないので、四方に土の壁を作って囲う。

　あと、壁には魔物除よけや砂でクマハウスが埋もれないようにする役目もある。朝、起きたら、クマハウスが埋もれていたら笑えないからね。

　土の壁で囲んだクマハウスの中に入ると、その後ろからくまきゅうがついてくる。

「ちょっ、くまきゅう、ストップ、ストップ」

　わたしの言葉にくまきゅうは「なに？」って感じで首を傾かしげる。

　くまきゅうの足を見ると砂が毛の間に入り込んでいる。このまま入ったら、家の中に砂が落ちてしまう。

　わたしはくまきゅうを一度送還して、再度召喚する。一度、送還してから召喚すると綺麗になるという裏ワザだ。

　そして、くまゆるも一緒に召喚する。

　うん、召喚されたくまゆるも砂一つない綺麗な状態だ。これで部屋の中に入っても大丈夫だ。

　ちなみに、くまゆるとくまきゅうは子熊化してある。

「今日は２人とも、ありがとうね」

　くまゆるとくまきゅうの頭を撫なでて感謝の気持ちを伝える。

　そして、夕食を食べ、くまゆるとくまきゅうを連れてお風呂に向かう。砂漠で熱いお風呂。ミスマッチな組み合わせだ。

　でも、一日の終わりにはお風呂に入らないとね。昨日は入っていないし。

　それと、今日は暑い中、平気そうにしていたけど、くまゆるとくまきゅうが頑張ってくれたので、感謝の気持ちで体を洗ってあげる。

「今日はくまきゅうからね」

　いつもくまゆるが先だと可哀想だから、今日はくまきゅうから洗ってあげることにする。

　くまきゅうがトコトコとわたしの前にやってきて、ちょこんと座る。そんなくまきゅうに石せっ鹼けんをつけて、ゴシゴシと綺麗に洗ってあげる。送還しているから綺麗だけど、気持ちの問題だ。

　くまきゅうも洗われると目を細めて気持ちよさそうにする。そして、頭から足、そして丸いシッポまで洗い終える。最後に頭からお湯をかけて終了。

「終わったよ」

　くまきゅうは「くぅ～ん」と鳴くと湯船に向かう。小さい体で浴槽を登り、湯船に入る。そして、湯船の枠に頭を乗せて、気持ちよさそうにする。

　くまゆるがくまきゅうと入れ替えにわたしの前にやってくる。そして、背中を向けていつでも洗える体勢になる。

　ちゃんと洗ってあげるから。

　まずはお湯をかけて、真っ黒いくまゆるをゴシゴシと洗う。黒いといっても当然、汚れているわけじゃない。綺麗な黒さだ。そして、くまゆるも洗い終わるとくまきゅうと同じように浴槽に登り、くまきゅうの隣に入る。

　くまゆるとくまきゅうが枠に顔を乗せて、気持ちよさそうにしている。顔が緩みきっている。それだけ、気持ちがいいってことだろう。

　そんなくまゆるとくまきゅうを見ながら、自分の体を洗い、湯船に浸かる。

　う～ん、気持ちいい。背筋を伸ばして、体をほぐす。

　とてもじゃないけど、ここが砂漠とは思えないね。

　外は砂だけの世界。植物はなく、魔物がいるぐらいだ。そんな場所でのんびりとお風呂に入るって、普通ならありえないよね。

　わたしは湯船に深く浸かり、今日一日の疲れを取る。




　お風呂からあがったわたしは自分の髪を乾かし、くまゆるとくまきゅうも送還せずにドライヤーで乾かしてあげ、ブラッシングをしてあげる。これで本日の仕事は終わりだ。

　わたしは部屋に戻ると布団に入る。

　そして、くまゆるとくまきゅうには、いつもどおり、なにかあった場合には起こしてもらうようにお願いする。

　布団に入ったわたしは、ここが砂漠であることを忘れるほど、気持ちよく夢の中に落ちていった。




　翌朝、いつもどおりにくまゆるとくまきゅうに起こされたわたしは日の出と同時に出発する。

　クマハウスは砂に埋まることもなく、無事に外へ出ることができた。

　この世界の日の出は何度か見たことはあったけど、砂漠で見る日の出はまた格別に綺麗だった。




　今日もくまゆるとくまきゅうを交代しながら砂漠を進む。

　結構、進んだけど、まだ着かないのかな？

　柱の数も何本目か忘れてしまった。そもそも、くまゆるとくまきゅうに任せて、背中で寝ているので数えていないって言ったほうが正しい。

　そして、わたしは今もくまゆるの背中で眠っている。魔物に襲われることもなく、進んでいく。

　わたしがくまゆるの背中で気持ちよく寝ていると、くまゆるが止まる。そして、背中に乗っているわたしを揺らして起こそうとする。

「くまゆる、どうしたの？　もしかして着いたの？」

　目を擦こすりながら、前を見る。

　かなり先だけど、剣を振り回している冒険者らしき者たちがいる。

　あれは小さいワーム？

　砂の中から、ウルフほどの大きさに見えるワームが何匹も飛び出している。それと冒険者らしき者が戦っている。

　その戦っている後ろには商人らしき者たちがいる。

　さっきから、「らしき者」っていうのは、全員がマントのようなフードを被かぶっているから、見た目だけじゃ区別がつかないためだ。

　う～ん、助けは必要かな？

　不要なら、目立つことはしたくない。くまゆるの説明も面倒だし、関わりは持ちたくないところだ。

　でも、ここの位置からだと、状況は分からないので、少し近づいてみて、探知スキルを使う。

　魔物の名前はサンドワーム。

　冒険者たちはフードを被り、サンドワームと戦っている。

　わたしが戦ったワームよりは小さいけど、数が多い。でも、すでに砂の上には冒険者によって倒されたサンドワームが転がっている。

　どうやら、冒険者たちのほうが優勢みたいだ。これなら助けは不要かな。その戦いぶりを見ていると、どこかで見た覚えがある動きをしている。

　あの両手にナイフを持って、素早い動きで戦う姿。

　的確に仲間に指示を出し、剣を振るう剣士。

　魔物に攻撃するたびに、騒ぐ剣士。

　３人の後方でフォローしながら魔法を放つ魔法使い。

「セニア、前に出すぎだ。メルは護衛対象から離れすぎだ。トウヤ、右を頼む。メルはチャンスがあれば攻撃を」

　戦っているのはミスリルのナイフを作るときに、鉱山のゴーレムでお世話になったジェイドさんたちのパーティーだ。

　ジェイドさんの的確な指示で、みんなでサンドワームを倒していく。

　流石さすがだね。

　手こずっているようなら、助けようと思ったけど、ジェイドさんたちは順調にサンドワームの数を減らしていく。

「数が多いぞ！」

　確かに、次から次へと砂からサンドワームが出てくる。確認のため探知スキルを使用してみる。えっと、軽く見ただけでも近くには20体ほどいる。しかも、砂の中を動き回っている。ジェイドさんたちは飛び出してくるサンドワームを次々に倒しているが、数が多い。

　このままでも全部倒せそうではあるけど、助太刀をしたほうがいいかな？

　わたしはくまゆるを歩かせる。

「ジェイドさん、後ろからクマです！」

　商人の一人がわたしに気づいて、叫び声をあげる。

　たちまち、商人たちがくまゆるとわたしから逃げだそうとする。

　商人の声で振り向いたジェイドさんとわたしの視線が合う。

「ユナ？」

　商人たちはジェイドさんの反応に戸惑う。

　わたしも商人たちに説明をするのも面倒なので無視する。

「ユナちゃん？」

「嬢ちゃん？」

「ユナ？」

　セニアさんたちも戦いながらも視線をわたしに向ける。

「手を貸そうか？」

　この場を無視して立ち去ることはできないので尋ねてみる。

「そうしてもらえると助かる。ちょっとばかし、数が多い」

　悩むことなく。ジェイドさんは即答する。

「了解」

　わたしのことを知っていると、話が早くて助かる。

　わたしは探知スキルで砂に潜っているサンドワームの居場所を確認する。

「ジェイドさん、砂からサンドワームを出すので、後始末お願いできますか？」

　そのほうが早そうだ。

「いいが、そんなことができるのか？」

　その言葉にわたしは頷うなずく、

「メルは後方で商人の護衛。トウヤ、セニアはユナがサンドワームを砂から出すから、俺と一緒に討伐する！」

　わたしはくまゆるから降りて、メルさんと一緒にいるように言う。

　くまゆるは「くぅ～ん」と鳴いて、メルさんのところに向かう。

「それじゃ、行きますね」

　わたしは走りだす。そして、探知スキルで砂の中に潜っているサンドワームに対して、空気弾を撃ち込む。

　すると、海から魚が丘にあがったようにサンドワームが跳ね上がる。

「トウヤ！」

「分かっている」

　わたしは砂の中に次から次へと空気弾を撃ち込む。

　サンドワームたちは空に舞い上がると、地面に落ちてクネクネとする。

　うん、気持ち悪い。

　そして、砂の中に潜り込もうとするがトウヤやジェイドさんが剣で刺して、逃がさない。

「セニア！」

「…………」

　セニアさんは空中に舞ったサンドワームを落ちてくる前に切り刻む。

「おい、嬢ちゃん、ペースが速いぞ」

「トウヤ、口を動かす前に剣を動かせ」

　わたしは次から次へとサンドワームを掘り出していく。

「ユナ！　砂が舞い上がりすぎだ」

　そんなことを言われても困る。そこまで考えていなかった。でも、そんなとき、空中に舞っている砂を、風が吹き飛ばす。

　どうやら、メルさんが魔法で砂を除去してくれたみたいだ。

　視界がクリアになったジェイドさんたちは、どんどんサンドワームを倒していく。

「それじゃ、ラスト！」

　わたしは最後の砂に空気弾を撃ち込む。サンドワームが砂から出てくる。そのサンドワームに向かってトウヤが走る。

「最後の締めは俺が……」

　トウヤが剣を振りかざそうとしたとき、後ろから、無数のナイフが飛んできてサンドワームの急所に当たる。

「最後はわたし」

　セニアさんが無表情でナイフを握り締めている姿がある。

　ミスリルナイフ以外も持っていたんだね。

　トウヤは倒されたサンドワームを見て悔しそうにする。

「俺のほうが近かったよな」

「足が遅かったから」

「遅くねえよ」

「間違えた。足が短かったから」

　セニアさんが突き刺さったナイフを抜きながら冗談めいて答える。

「俺の足は短くも遅くもない、ナイフが速いだけだ」

「次は、ナイフよりも速く動くことね」

　いや、それは無理でしょう。

　それにしても、セニアさんとトウヤは相変わらずみたいだ。
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　わたしは探知スキルで魔物がいないことを確認するとくまゆるのところに戻る。

　そこには怯おびえる商人たちとくまゆるを撫なでているメルさんがいた。

「ユナちゃん、久しぶり。この子が噂うわさのユナちゃんのクマね」

　そういえば、ジェイドさんたちの前では一度もくまゆるを召喚していなかったはずだ。なのに、メルさんは怖がらずにくまゆるの体を撫でている。

「噂は本当だった」

　メルさんに続き、セニアさんもくまゆるに近づいて撫でる。

　商人は怖がっているけど、２人は怖がる様子はない。これが冒険者と商人の差かもしれない。

　くまゆるが困っているので助けに行こうとしたら、ジェイドさんが手を上げながらやってくる。

「ユナ、ありがとう。助かったよ」

　まあ、わたしが手伝わなくてもジェイドさんたちなら、被害を出すこともなく倒すことはできたはず。わたしが手伝ったことで、時間が短縮されたぐらいだ。

「それで、どうしてユナがここにいるんだ？」

　それはわたしのほうが聞きたいよ。ジェイドさんたちは王都を拠点に仕事をしている。ゴーレムのときも、シアたち学生の実習訓練の護衛のときも、学園祭のときも王都で仕事をしていた。

　たまに他の場所に行って仕事をするとは聞いていたけど。

　ブリッツたちもいたし、砂漠で仕事をするのが流行っているのかな？

「わたしは仕事だよ。この先にあるデゼルトの街に届け物があって、向かっているところ」

「それじゃ、俺たちと同じだな。俺たちもその街に行くところだ」

　まあ、隣の国に行くにしてもデゼルトの街を経由しないとダメみたいだし、基本的に柱を使って移動するなら、目的地は同じになる。

「あのう、ジェイドさん。そちらのクマの格好をした女の子とクマは？」

　わたしとジェイドさんが話していると商人の一人が怖がりながら尋ねてくる。

　くまゆるは怖くないのに。

「さっきの戦いを見て分かるように、こんな格好をしているが、れっきとした冒険者だ。そのクマも危害を加えたりしなければ、襲ってきたりはしない」

　ジェイドさんがわたしの代わりに説明をしてくれる。

　でも、こんな格好って説明になるんだね。だけど、そこは反論できないからしかたない。

　商人たちはジェイドさんの説明で怪け訝げんそうな顔でわたしを見るが、クマが危険でないことが分かったのか引き下がる。

「でも、ジェイドさん。くまゆるを見るのは初めてですよね？」

「冒険者仲間から黒いクマの話は聞いているよ。それに、クリモニアにいればユナの話は勝手に入ってくる」

「ユナちゃんがクマに乗って街から出ていく話はよく聞くからね」

　そういえば、わたしがゴブリンキングやブラックバイパーを倒したことも知っていたよね。クラーケンの噂も知っていたようだし、くまゆるやくまきゅうのことを知っていてもおかしくはない。

「おい、みんな！　話していないで手伝ってくれよ。俺一人に解体をさせるつもりか？」

　わたしたちが話していると、一人でワームの解体をしているトウヤが叫ぶ。

「それぐらい一人でできるでしょう」

「がんばれ」

「いや、数が多いって、手伝ってくれよ」

　確かに数が多い。砂の上には20体ほどのサンドワームが転がっている。

「早く処理をしないと他の魔物が近寄ってくるかもしれないだろう」

「しかたないわね」

「トウヤのノロマ」

「いや、俺は悪くないだろう」

　しかたなくジェイドさんたちも解体を手伝うことにする。

　でも、解体の様子を見ると、魔石だけを回収しているみたいだ。

「おい、クマの嬢ちゃんも手伝ってくれ」

「わたし？」

　予想もしてなかった言葉がトウヤの口から飛び出してくる。

「そのほうが早く終わるだろう。それに魔石の分け前は均等分だ。自分の分ぐらいは解体をしな」

「わたしはいらないからいいよ」

　そもそも、わたしは解体ができない。持ち帰って、フィナに頼むぐらいだ。

　フィナもワームなんて解体はしたくないだろうし、持ち帰りはしない。

「そんなわけにはいかないだろう」

「だって、わたし、解体できないから」

　そう伝えると、４人は驚いた表情をする。

「解体できないのか？」

「ユナちゃん、冒険者よね？」

「あんなに強いのに」

「冗談だろう」

　不思議そうに見られる。

　だって、普通のか弱い15歳の女の子に魔物の解体なんてできない。まして、幼虫のようなワームは余計に無理だ。

　まあ、この世には10歳や７歳で解体をする女の子はいるけど。

「討伐の報酬はいらないから、解体は遠慮するよ」

「それなら、俺たちが解体したら、サンドワームを燃やしてくれないか」

　ジェイドさんが強制的に解体をさせようとせずに代案を出してくれる。

「燃やすの？　サンドワームは一部の人には珍味として愛されてるって聞いたけど」

「それは普通のワームのことね。サンドワームはまずくて食べられたものじゃないわ」

　どうやらサンドワームはまずいらしい。

　もしかして、クラーケンのとき餌えさとして使ったワームは美お味いしいからクラーケンを釣ることができたのかな？

「だからといって、魔石だけ取って放置しておくと、ほかの魔物が死骸を食べに寄ってくる可能性がある。だから、不必要なものは燃やして処理をするのが冒険者のルールになっている」

「あとで、ここを通る者の迷惑になるからね」

　ああ、確か１万の魔物を討伐したときも、ゴブリンの死体を処理するとかサーニャさんが言っていたっけ。

　理由は分かったので、魔石の回収が終わったワームをわたしはメルさんと一緒に魔法で燃やすことになった。

　解体作業は４人でやったので、魔石の回収もサンドワームの処理も早く終わる。

　やっぱり、解体技術は冒険者には必須なスキルなのかな？

　覚える気はゼロだけど。

「それじゃ、長くとどまっていると、また魔物が来るかもしれないから移動しよう」

　ジェイドさんは商人たちに移動の指示を出す。商人たちはすぐに移動ができるようにラガルートに乗る。

「ユナはどうする？」

「わたしは先に行くよ」

　一緒に行く必要はないので、くまゆるでさっさと行くことにする。

　くまゆるのところに向かうために視線を向ける。

「…………!?」

　視線の先には、くまゆるがメルさんとセニアさんに抱きつかれている姿がある。

「ユナちゃん、一緒に行こうよ」

「賛成。背中に乗りたい」

「ダメよ。わたしが乗る」

　いやいや、それはおかしいでしょう。

　なんで、そうなるの？

「えっと、２人ともくまゆるから離れてもらえますか」

「それでユナちゃん。白いクマはいないの？」

「黒と白がいると聞いている」

　人の話を聞いてますか？　聞いていないよね。

　でも、やっぱりくまきゅうのことも知っているんだね。

「……いますけど」

「見たい」

「えっと、わたしは先を急ぐんで」

「そうね。それじゃ、移動しましょう」

　なぜか、くまゆるに乗ろうとする２人。

　くまゆるは困った表情でわたしを見る。

「２人ともユナが困っているだろう。移動するんだから、早くラガルートに乗れ！」

　２人の様子を見ていたジェイドさんが注意してくれる。

　でも、２人はジェイドさんの言葉に嫌そうな顔をする。

「わたしクマがいい」

「わたしも」

　だから、くまゆるはわたしのだから。

「いいから、早くしろ！」

「分かったわよ」

「ジェイドの意地悪」

　２人は渋々とくまゆるから離れて自分たちのラガルートに移動する。

「２人がすまない」

　ジェイドさんは謝るが、助かった。

「それで、俺たちは次の柱で休むがユナもどうだ。魔石を分けたいしな」

「さっきも言ったけど、わたしはいらないんだけど」

「それはダメだ。冒険者なら受け取れ、今後も足元を見られるぞ。別に多く渡そうと思っているわけじゃない。あくまで等分だ」

　そう言われたら断れないので、次の柱までジェイドさんたちと一緒に行くことになった。

　わたしはくまゆるに乗って、一番後ろを走る。




　ジェイドさんが護衛している商人の数は４人。それぞれが別の商人らしい。この世界では商人が一緒に移動するとき、折半して護衛を依頼をすることがある。

　冒険者ギルドの依頼内容でも、『護衛対象の人数変動あり』と書かれている場合がある。

　ジェイドさんたちは移動の間は無言だ。

　体力の消耗を抑えるためらしい。まあ、暑い中、おしゃべりするのはなかなか辛いものがある。

　ラガルートは意外と速く、砂漠をどんどん走っていく。流石さすが、砂漠を移動する手段に選ばれた乗り物だ。

　まあ、それでも、くまゆるのほうが速いけどね。




　しばらく移動すると、柱に到着する。

　商人やジェイドさんたちはラガルートから降りて、休憩の準備に入る。柱の影に入り、ラガルートに水を与える。そして、ラガルートに水を与え終えたメルさんとセニアさんがこちらにやってくる。

「ユナちゃんのクマは速いわね」

「クマが砂漠を走っている姿は不思議」

　わたしからしたら、大きなトカゲの存在のほうが不思議だ。まあ、そのあたりは魔物がいる異世界だから受け入れているけど。

「それでユナちゃん、白いクマは？」

　やっぱり覚えていたか。

　まあ、いずれにしてもくまゆると交代するつもりだったからいいけど。

　わたしはくまゆるにお礼を言って送還する。それを見ていたメルさんたちは驚く。そして、くまきゅうを召喚する。

「本当に召喚獣だったのね」

「白いクマ。初めて見た」

　２人は今度はくまきゅうを触り始める。

「可愛い」

「真っ白できれい」

「あまり、触りすぎないでね」

　と注意したけど、２人はお構いなしにくまきゅうを触っている。

　後ろを見ると、少し離れた場所にいる商人が驚いている姿がある。

　まあ、黒いクマが白いクマに変われば驚くよね。

「ユナ、魔石の取り分だ」

　ジェイドさんがやってきて、サンドワームの魔石を４個くれる。

　ここまできたら断ることもないので、ありがたくもらっておく。

「それにしても噂どおりに白いクマもいたんだな」

　ジェイドさんはくまきゅうを触る２人の様子を見ている。

「それで、ユナは一人で行くのか？」

「そのつもりだけど」

「ユナちゃん、一緒に行こうよ」

「クマと一緒」

「そうだな。一人より、皆で移動したほうが安全だ」

「でも、嬢ちゃんに俺たちが必要か？　こんな格好をしているのに強いんだぞ」

　トウヤの言うとおり、必要ないかな。

　それに手に負えない魔物が出た場合、一人のほうが逃げられるから逆に安全だ。

「でも、もしものときを考えたら一緒にいたほうがいいよ」

「わたしもそう思う」

　ナデナデ、さわさわ。

　ナデナデ、さわさわ。

「おまえたちはクマと一緒にいたいだけだろう」

　わたしが心に思っていることをトウヤが代わりに言ってくれる。
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「それにしても、相変わらずの格好をしているな。そんな格好してて暑くないのか？」

　トウヤがわたしの格好を見て尋ねる。

　やっぱり、暑い砂漠でモコモコの着ぐるみ姿だと誰でもそう思うよね。

「暑そう」

　セニアさんがやってきてわたしの着ぐるみを摑つかむ。

「でも、柔らかい」

　他人が聞いたら勘違いするようなことは言わないでほしい。わたしは何度目か分からないけど、同じ説明をする。

「特別な加工がしてあるから暑くはないよ」

「わざわざ、そんな変な服に加工しなくてもいいと思うんだが、嬢ちゃんは変わっているな」

　わたしが好きでクマの着ぐるみに加工をしているわけじゃない。神様がしたことだ。変わっているのはわたしじゃなくて、神様だ。

「あっ、そういえば、学園祭でジェイドとメルに会ったんだって？」

「うん、あのときは驚いたよ」

　２人には学園祭の解体の出し物を見ているときに出会った。

「驚いたのはこっちよ。しかも、ユナちゃんと一緒にいた小さい女の子がウルフの解体までするから驚いちゃった。なのにユナちゃんは解体ができないのね」

「あの子の父親が冒険者ギルドで働いていて、解体の技術を教えてもらっているんですよ。わたしは新人冒険者だから、解体ができなくてもしかたないよ」

　わたしは新人ってところを強調する。

「新人ね」

「ブラックバイパーやゴブリンキングを倒せる新人はいない」

　メルさんとセニアさんが呆あきれたように言う。

「まして、バーボルドたちが倒せなかったゴーレムまで一人で倒すしな」

　そんなこともあったね。それほど前じゃないけど、懐かしい話だ。

　あのあとの話を聞くと、鉱山にゴーレムは現れなくなったそうだ。

「でも、本当にわたしたちが倒したことにしてよかったの？」

　なんでも、わたしが王都に帰ったあと、街の住民から感謝の言葉や料理が振る舞われたらしい。

　バーボルドは調子に乗って、いかに苦労して戦ったかを話したらしい。

　でも、戦った事実は噓うそではないので、ジェイドさんたちも止められなかったらしい。

「別にいいよ」

　わたしとしても、騒がれるのは好きじゃないから助かる。

「でも、ユナちゃんが討伐したことはちゃんと冒険者ギルドには報告しておいたから」

　そのことはちゃんとサーニャさんから聞いている。

「でもあの小さな女の子に解体のしかたを教えたのは、てっきり、ユナちゃんだと思っていたけど違ったのね」

「わたしは解体はできないから、魔物を討伐したら、ギルドやフィナに任せているよ」

「自分でやらないと、いつまでたっても覚えないぞ」

　それは分かっている。でも、無理。人にはできることと、できないことがある。

「だから、わたしたちはトウヤにやらせているのよ」

「そう、覚えさせるために」

「いや、俺はもうなんでも解体できるから、みんながサボりたいだけだろう」

　トウヤの言葉に笑いが起こる。

　そして、商人たちと話をしていたジェイドさんがやってきて、メルさんたちに声をかける。

「まだ大丈夫だと思うが、魔石の交換を忘れるなよ」

「あっ、忘れていた」

「わたしも」

「俺は交換した」

　なんの交換だろう？

　メルさんとセニアさんは体がすっぽり隠れるようなフード付きのマントを着ている。それを脱ぎ始める。

「暑い」

「早く交換しましょう」

　２人は青色の水の魔石を取り出すと、フードの内側に取り付けられている魔石と交換する。そして、すぐにフード付きのマントを着る。

　魔石の交換？

「ああ、涼しい」

「……なにをやっているの？」

「魔石の交換だよ。そろそろ交換しないと効果がなくなっちゃうからね」

「……？」

　ごめん、魔石の交換をしていることは見ていたから分かる。でも、その理由が分からない。

「もしかして、ユナちゃん知らないの？」

　うん、知らないよ。

　２人が何を言っているか意味不明だ。だから、素直に頷うなずく。

「このマントは耐熱加工がされていて、水の魔石で体を冷やしてくれるのよ」

　メルさんが自分の着ているマントの前を開き、内側を見せてくれる。

　マントの内側に青い線が横に伸びているのが見える。この青い線はなんだろう？　水の魔石と繫つながっているみたいだけど。

　メルさんの話によると、マントに水の魔石を付けて、魔力の糸を編みこむことによって、水の冷たさが魔力の糸に伝わり、体温を下げてくれるらしい。さっき見えた青い線が魔力の糸だったみたいだ。

　魔石と魔石を繫げる魔力線みたいなものかな。

　つまり、このマントはゲームでいう、耐熱防具になるみたいだ。

　科学でない方法でこんな対処ができるなんて、流石さすが異世界だね。

　でも、氷の魔石を使ったらどうなるのかな？

　もっと、冷えるのかな？

「そんなことをしたら、体が凍るぞ」

「それにこんな砂漠で使えば、すぐに消耗する」

　氷の魔石はダメか。冷蔵庫を開けっ放しにしているようなものかな？

　でも、いいことを聞いた。

　最近、わたしのお店に行くと汗をかきながら仕事をしている子供たちの姿がある。暑いなら脱いでもいいよ、とは言ってあるけど、子供たちはクマさんの制服が気に入っているようで脱がない。

　クマさんパーカにこの冷却装置を取り付けてあげるのもいいかもしれない。

　熱中症で倒れたら大変だから、クリモニアに帰ったらティルミナさんとミレーヌさんに相談してみよう。

「普通は砂漠を移動するときには絶対に必要なんだけどね」

　メルさんがわたしの格好を見る。クマですが問題でもありますか？

　でも、ブリッツたちと会ったときは、教えてくれなかったけど、知らなかったのかな？

　それとも、砂漠を移動するときの常識だから、知っていると思ったのかな？

　まあ、クマの着ぐるみの話をしたときに、暑くないことを話しているから、教えてくれなかったのかもしれない。

「それじゃ、わたしはそろそろ行くね」

「ユナちゃん。本当に行っちゃうの？」

「ちょっと、急ぎだからね」

　前の町の様子を見れば、まだ緊急事態じゃないみたいだけど、国王からは早めにって言われている。

　くまゆるとくまきゅうは速いから、通常よりもかなり時間を短縮できたけど、できる限り早いほうがいい。手遅れになったら、困るからね。

　わたしはくまきゅうに乗る。

「ユナちゃん。荷物を届けたら、時間はある？」

「しばらくは街を散策しようと思っているから、あると思うよ」

　まだ、みんなで海に行く日までは余裕があるはずだ。

　街に着いたら、一度フィナに確認をしたほうがいいかな。なんだったら、クマの転移門を設置して、一度戻るってこともできる。

「それなら、一緒に食事でもしましょう」

「そうだな。今回のお礼に奢おごらせてもらうよ」

　ジェイドさんたちにご飯をご馳走してもらうことを約束する。とりあえず、どんな食べ物があるか分からないけど、ワームは食材になっていないことが分かっただけでも安心だ。でも、この世界にはわたしが知らない食べ物もあるから、食べるときには気をつけないといけない。

「そのときは美味しいものをお願いね」

　ジェイドさんたちと別れたわたしはくまきゅうを走らせる。




　目印となる柱があるから道に迷うこともなく、砂漠を進む。ときおり、商人や冒険者とすれ違う。まあ、すれ違う場合は、通り過ぎるのを待てばいいだけなので、追い抜くよりは楽だ。

　そして、途中で１泊して、次の昼には街が見えた。

　砂丘の上から見える街は壁に囲まれ、中央にはオアシスのような湖もあり木々も見える。

　そして、別の方角には気になるものが見える。

「あれはピラミッド？」

　街から離れた位置にピラミッドらしきものが見える。

　距離があるから、はっきりとは分からないけど、あの三角はピラミッドだと思う。

　まさか、異世界でピラミッドを見ることができるとは思わなかった。

　砂漠にしろ、ピラミッドにしろ、元の世界で引きこもりだったわたしじゃ、エジプトまでピラミッドを見にいこうとは思わない。

　クラーケンの魔石を渡したら、ピラミッドの見学に行こうかな？

　でも、ピラミッドの中って入れるのかな？　ミイラとかいないよね？

　わたしはデゼルトの街に向けてくまゆるを走らせる。そして、どうやって街の中に入るかを考える。

　くまゆるで行くと間違いなく驚かれる。でも、歩いていったとしても、どうやってここまで来たかと尋ねられても答えることができない。

　考えた結果。驚かれても、くまゆるに乗っていったほうが説明が楽なので、くまゆるに乗ったまま街に向かうことにする。そして、街の入り口に到着すると予想どおりに門番をしている者たちはくまゆるに乗ったわたしが現れると驚く。

「クマ!?」

「じょ、嬢ちゃん。そのクマはなんなんだ!?」

　門番の２人は後ずさりする。

　これがクマを初めて見たときの普通の反応だよね。ちょっと、安心する。メルさんやセニアさんの反応がおかしいんだよね。

「わたしのクマだよ。なにもしなければ大丈夫だよ」

「本当か？」

「召喚獣だから、消すね」

　安心させるためにくまゆるから降りて送還する。

「召喚獣なんて、初めて見たぞ」

「俺は見たことはあるが、クマは初めてだ」

　驚いているが、わたしは早く街の中に入りたいので門を通過しようとする。

「入ってもいい？」

「ああ、構わない。でも、住民が驚くから、街の中でクマは歩かせないでくれ」

　そのぐらいは理解しているので了承する。

　まずは宿屋の確保かな？

　そのあとに領主のバーリマさんのところに行けばいいかな？

　前の町と同様に宿屋の確保が難しかったら困るからね。

「宿屋ってどこにありますか？」

　まだ、呆ほうけている門番の人に尋ねる。

「ああ、宿屋か？　そうだな。いくつかあるが、分かりやすいのは、この大通りを進んだ先にある大きな宿屋だな」

　あと、領主の家と冒険者ギルドの場所も聞いておく。

　領主の家は中央の湖の近くにあり、家も大きいから行けば分かるという。冒険者ギルドは宿屋と同じ通りにあると教えてくれた。

「嬢ちゃんが、なにしにこの街に来たか分からないが、今この街は問題が起きているから、早めに出ていったほうがいいぞ」

　もしかして、魔石が壊れていることを言っているのかな？

　やっぱり、問題になっているんだね。

「うん、知っているよ」

「そうか。なら、いいが。それと嬢ちゃん。もう一つ聞いてもいいか？」

「なに？」

「その格好はなんだ？」

「クマだよ」

　それ以外の返答は持っていないので、そう答えると街の中に入っていく。
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　このデゼルトの街は中央に湖があり、その湖を中心に建物が並んでいる。砂漠にある街だから、小さい街かと思ったけど、思ったよりも大きく、人も多い。

　宿屋で部屋を確保したら、領主の家に魔石を届けにいくことにする。




　確か、この大通りを進めば大きな宿屋があるって言っていたけど、どこだろう？　わたしは周囲を確認しながら道を歩く。「なんだ？」「くま？」「くまさんが歩いている」「お母さん、あれなに？」。相変わらずのことだけど、好奇の視線を向けられる。小さい子がわたしに向けて指をさすのはいつものことだ。

　とりあえず、クマさんフードを深く被かぶる。

　キョロキョロと周辺を見ながら歩いていると、冒険者ギルドの看板を見つけてしまう。

　少し考える。少し、中に入りたい気持ちが出てしまう。

　う～ん、少しだけなら覗のぞいてもいいよね？　少しぐらい寄り道をしてもいいよね？

　ゲームでも地域によって現れる魔物もクエストも違う。元ゲーマーとしてはどんな依頼があるか、気になるからしかたない。

　誰かに言い訳するかのように言うと、目立たないように、ゆっくりと冒険者ギルドに入る。

　静かに入ったおかげでわたしに気づく者はいない。冒険者の数は少なく、のんびりと椅子に座って、会話をしている。

　わたしは周囲を見回しながら、依頼が貼ってあるボードを探そうとしたとき、女の子の声が聞こえてきた。

「お願いします。わたしを……に連れていってください」

　声の場所を探すと、フィナやノアと同じぐらいの年の、赤みがかった髪色の女の子が冒険者に話しかけている。

「お願いします」

　女の子は冒険者に向かって頭を深く下げる。

「すまない、他をあたってくれ」

　冒険者は断ると女の子のそばをはなれる。女の子はすぐに違う冒険者のところに行って、同様のお願いをする。

「お願いします」

「もっと、ランクが高い冒険者に頼んだほうがいい」

　女の子は違う冒険者のところに向かう。でも、同様に断られる。

　わたしは女の子のことが気になったので、その子を心配そうに見ている受付の女性のところに向かう。

「あの子はどうしたの？」

「!?」

　声をかけると受付嬢はわたしを見て驚く。

　受付嬢はわたしがギルドの中に入ってきたことに気づいていなかったみたいだ。

「えっと、クマの格好をしたお嬢ちゃん、なにかな？　依頼の申し込みに来たのかな？」

　身長やクマの格好をしているせいで、よく年齢より下に見られるけど、久しぶりに子供扱いをされた。

「わたし冒険者だから」

「冒険者!?」

　受付の女の人は目を見開いてわたしのことを見る。

　どうやら、信じられないみたいだ。

「それで、あの女の子はどうしたの？　依頼なら普通に冒険者ギルドに頼めばいいと思うんだけど」

　わたしは驚くギルド嬢を無視して、女の子について尋ねる。

　女の子はさっきから、次々と頼んでいる。

「依頼は受け付けているわよ。でも誰も依頼を受けてくれないから、ああやって一人一人にお願いをしているの」

「依頼料が少ないとか？」

　子供が頼むんじゃ、依頼料が少ないのかもしれない。

　でも、女の子の身なりはいい。

「ううん、金額の問題じゃないの。依頼内容が難しいの。だから、誰も引き受けてくれないの」

「お願いします」

　わたしが話を聞いている間も女の子は一生懸命に頼んでいるが、誰一人、受けようとはしない。

　他の冒険者も視線を逸そらすぐらいだ。

「そんなに難しい依頼なの？」

「デゼルトピラミッドの地下に彼女を連れていくこと」

　デゼルトピラミッドって、街に入る前に見たピラミッドのことかな？

　ピラミッドって地下があるの？

　てっきり、ピラミッドは登っていくものだと思っていたんだけど。

「ただでさえ危険な場所なのに、女の子を護衛しながらじゃ、ますます難しくなるから、誰も受けようとはしないの。しかも、彼女の立場を考えれば余計にね」

「立場？」

「この街の領主様の娘、カリーナ様なの」

「領主の娘……」

　それって、これからわたしが行くところの娘さんってことだよね。

「でも、どうして、女の子がそんなところに？」

　受付の女性は首を横に振る。

「依頼内容はピラミッドの地下まで行くこと以外、聞いていないから、理由までは……」

　女の子は下を向いて、小さな手を強く握り締め、唇を嚙かんで、今にも泣きだしそうだ。でも、女の子は涙を堪こらえて、顔を上げる。その顔を上げた視線の先にわたしがいる。

「クマさん？」

　女の子はわたしのことをジッと見る。

　わたしは女の子が気になったので声をかける。

「なにかあったの？」

「いえ、クマさんに話すようなことではありません」

　女の子はハッキリと断り、頭を下げると他の冒険者のところに向かう。

「ごめんなさいね。悪い子じゃないから」

　それは分かる。わたしのことをバカにした目ではなかった。本当にわたしのような変な格好をした女の子に頼むようなことじゃなかったんだと思う。

　わたしが無意識に女の子に視線を向けていると、冒険者ギルドに数人の冒険者が入ってきた。

　確か、彼らはわたしが街に来る途中で追い越してきた冒険者たちだ。

「ここが冒険者ギルドか、思ったより大きいな」

「しばらくはここでお金を稼ぐのもいいかもしれないな」

「街も大きいしな」

　会話からしてこの街の冒険者ではないみたいだ。

「でも、この街はいま、大変みたいですよ」

「もし、危険になったら、出ていけばいいさ」

　そんな会話をしている冒険者に先ほどの女の子が駆け寄っていく。そして、リーダーっぽい大きな剣を持った男に話しかける。

「すみません。お願いを聞いてもらえませんか？」

「いきなりなんだ？」

「話を聞いてもらえませんか？」

「俺は疲れているんだ。子供の話を聞いている暇はない」

　リーダー格の男は近寄ってきた女の子を軽く払いのける。冒険者にとっては軽くでも、小さい女の子にとっては強い。女の子は床に倒れこむ。

「ま、待ってください」

　女の子はそれでも、すぐに立ち上がって、冒険者を引きとめようとする。

　冒険者は摑つかんでくる女の子を再度、払いのけようとする。その瞬間、わたしは動いていた。

「なんだ」

　わたしは男の腕を押さえた。

　状況的にクマさんパペットの口が男の腕を咥くわえている。

「クマ？」

「クマさん？」

「断るにしても、払いのけることはないんじゃない？」

　わたしは少し睨にらみつけるように男を見る。

　その瞬間、一緒にいた冒険者の一人から、ある言葉が漏れる。

「ブ、ブラッディベアーがどうしてここに……」

　男が驚いたようにわたしを見ている。

　ブラッディベアーって、間違いなくわたしのことだよね。

　懐かしい呼び名だ。

　わたしはブラッディベアーと口にした男を見ると男は一歩下がって、他の冒険者の後ろに隠れる。

「そのクマから離れたほうがいい」

「なんだ。おまえ、この変な格好した小娘のことを知っているのか？」

　リーダー格の男は尋ねながら、クマさんパペットが咥えている腕に力を込めてくる。

　でも、わたしの腕は１ミリも下がらない。

「知らない」

　男は視線を逸らしながら答える。

　いやいや、どう見たって、わたしのことを知っているでしょう。ブラッディベアーって言っているし。でも、この怖がりよう、前にボコった一人かな？

「それで、クマの嬢ちゃんは、いつまで俺の腕を摑んでいるんだ？」

「それは、誰かが力を緩めるまでかな？」

　わたしが答えると男はさらに力を込めてくる。でも、わたしが平然と受け止める姿を見て、男の顔から笑みが消える。わたしの後ろにいる女の子はどうしたらいいか困っているようだ。
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「そのクマから離れたほうがいい！」

　先ほどの「ブラッディベアー」と言った男が、また同じことを言う。

「あの男は、ああ言っているけど、どうする？」

　男は最後の力を振り絞って力を込めるが、男の腕は動かない。逆にわたしは力を込めてゆっくりと押し返す。

　男の表情が徐々に変わっていく。

「くそ！　行くぞ。依頼の報告をして、酒を飲みに行くぞ」

　男はわたしの手を振りほどいて、受付に報告に向かう。

　わたしのことを知っていると思われる男は怯おびえるように、わたしの横を通り抜けていく。

　やっぱり、過去に殴った一人かな？

「あのう？」

　わたしの後ろにいた女の子が声をかけてくる。

「大丈夫？　怪我はない？」

「はい。大丈夫です。ありがとうございました」

　よかった。どうやら、怪我はないみたいだ。

「依頼を頼むなら、人を見てから頼んだほうがいいよ」

　わたしが女の子に忠告すると、女の子はわたしのことをジッと見つめる。

「あなたは？」

「こんな格好をしているけど、冒険者だよ」

「冒険者？」

　信じられないよね。

　女の子がわたしのことを見て、考えごとをしていると、ギルド嬢が女の子に声をかける。

「カリーナ様、今日は帰られたほうがいいですよ。依頼を受けてくれる冒険者が現れたら、家のほうにお伝えしますから」

　連絡をするっていっても、さっきは誰も受けないようなことを言っていたよね。

　う～ん、トラブルにならないように追い出そうとしているようにも見える。

　でも、しかたないのかな？

　領主の娘さんに怪我でもさせたら大変だし。判断が難しいところだ。

「分かりました。お願いします」

　女の子は少し考えると、頭を下げて、冒険者ギルドから出て行ってしまう。

　わたしは当初の目的も忘れて、女の子のあとを追いかける。
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　わたしは女の子を追いかけるように冒険者ギルドを出る。女の子は俯うつむいたまま歩いている。背中からは哀愁が漂っており、小さい体がよけいに小さく見えてくる。

　とりあえず、どうしたらいいか分からないので、あとをついていくことにする。女の子はときおり、目に手をやる仕草をしているようだ。もしかしたら、泣いているのかもしれない。

　あいにく、泣いている女の子に声をかけるスキルは持ち合わせていない。

　フィナみたいに泣きながらでも話してくれるなら、力になってあげることもできるけど、拒否されては対処のしようがない。

　どう声をかけたらいいか悩んでいると、女の子がいきなり後ろを振り向く。

「どうして、ついてくるんですか？」

　気づかれた！

　このクマ靴は足音がしないから、気づかれないはずなんだけど。

　もしかして、気配を感じ取ったとか？

　女の子の目は、少しだけ赤くなっているように見える。やっぱり、泣いていたみたいだ。

「よく、わたしが後ろにいるって、気づいたね」

「バカにしているんですか。周りで、くまが、クマが、クマさんがって言っているのが聞こえれば、誰でも気づきます」

　わたしはあらためて周りを見る。

　確かにすれ違う人たちはわたしを見るたびに「くま」って単語を呟つぶやいている。女の子に気を取られて周りの声が耳に入っていなかった。確かに、これじゃ気づかれて当たり前だ。

「それで、なんですか？　どうしてわたしのあとをついてくるんですか？」

「えっと、……そう。あなたのお父さんに会いに来たのよ」

　とっさに、頭に浮かんだのがその答えだった。

　でも、間違いではない。この領主であるバーリマさんに会うことになっている。つまり、この女の子の父親だ。

「お父様にですか？」

　不審そうにわたしを見る。

「仕事の依頼でバーリマさんに渡すものがあってね」

　噓うそは言っていない。

「本当ですか？」

　女の子は疑うような目でわたしを見る。

　クマの着ぐるみの格好をした女の子が父親に会いに来たって言えば怪しむよね。

　本当に見た目は大切だね。

「それを証明するものはありますか？」

　国王陛下の手紙を見せてもいいのかな？

　紋章を見せて知らないと言われたら、それで終わりだけど。とりあえず、証明として、国王から預かった封筒を女の子に見せる。

　封筒には漫画とかに出てくる貴族が使うような、封蠟がされている。封蠟にはエルファニカ王国の紋章の刻印が押されている。

「その紋章は……」

　女の子は封筒に押されているエルファニカ王国の紋章を見て驚く。

　どうやら、紋章のことを知っていたみたいでよかった。

「王家の紋章の偽造は重罪ですよ」

「本物だよ！」

　いきなり、偽物扱いされた。

「それが本物だとしても、王族があなたのような、クマさんの格好をした女性に仕事を頼むとは思えません」

　うぅ、否定ができない。

　普通に考えて、クマの着ぐるみを着ている女の子が国王の遣いだっていっても、信しん憑ぴょう性せいは低い。

　女の子にさらに警戒心を持たれてしまった。おかしい、クマの格好に警戒する要素はないはずなのに。

　わたしが会ってきた子供の中で、一番しっかりしているかもしれない。

「どうやったら、信じてもらえるかな？」

「それならギルドカードを見せてください。先ほど、冒険者と言っていました。ランクが高ければ信じます」

「えっと、ちなみに高ランクって、どこから？」

　Ａランクは無理だよ。

「Ｂ以上と言いたいですが、Ｃランク以上でしたら信じます」

　よかった。

　わたしはクマボックスからギルドカードを取り出して、女の子に見せる。女の子はギルドカードを見る。

「職業クマ……」

　どうして、そこを見るかな。

「見る場所が違うから」

　女の子はあらためてギルドカードを見る。

「冒険者ランクＣ!?」

　そう、そこを見ないとダメだ。

「ギルドカードの偽造は……」

「していないよ」

　わたしが否定すると女の子は初めて笑顔を見せてくれる。

「すみません。冗談です。クマさんが冒険者なのは信じます。あのとき、わたしを助けてくれました。相手の冒険者が力を込めていたのも知っています。それから後ろにいたわたしを守ってくれたことも。ただ、クマの格好をしている人が、エルファニカ国王の使者ってことが信じられなくて」

「そこは、お父さんにこの手紙の中身を読んでもらえれば、信じてもらえるはずだよ。……たぶん」

　わたしは手紙の中身にどんな内容が書かれているか知らされていない。でも、国王はわたしが相手に会えるように書いたと言っていた。だから、大丈夫なはず。

「分かりました。クマさんを信じます」

「ありがとう。でも、そのクマさんはやめてね。ユナって呼んでもらえるかな」

「はい、ユナさん」

　よかった、素直な女の子で。たまに、お願いしても、クマさんって呼ぶ人はいるからね。

　それから、女の子はあらためて自己紹介をしてくれる。

「わたしのことは知っているかもしれませんが、この街の領主の娘のカリーナと申します。先ほどは助けていただきありがとうございました」

　礼儀正しく名乗ってくれる。ノア同様に、しっかり教育を受けているみたいだ。

「わたしはユナ、冒険者。エルファニカ王国の国王陛下に頼まれて、あなたの父親に会いに来たの。会わせてもらえる？」

　わたしは改めて名乗り、お願いする。

「分かりました。あとの判断はお父様にお任せします」

　どうにかわたしは、カリーナの父親に会わせてもらえることになった。

　予定が狂ったけど、宿屋探しは後回しになりそうだ。

　わたしたちは歩きだす。

「えっと、それでユナさんは、どうしてそんな格好をしているんですか？」

　やっぱり、気になるよね。

「職業がクマだからね」

　ギルドカードに書かれていることを冗談を交えて答えると、カリーナは初めて笑顔を見せてくれる。

「ふふ、そんな職業が本当にあるんですか？」

「あるんじゃない？」

　と言ってみるが、あるわけがない。冒険者ギルドに登録したときに冗談で紙に記入したら、ヘレンさんが本当にギルドカードに登録してしまったのだ。あのときに脳裏に浮かんだままに記入したわたしの頭を叩たたいてやりたい。

　でも、これも笑いのネタにされるし、修正してもらおうかな。でも、わたしの職業を聞かれると、相変わらず、答えられない。剣士でもないし、魔法使いでもない。強いて言うならクマ使い。今とあまり変わらないような気がする。う～ん、しばらくはこのままになりそうだ。

「それじゃ、ユナさんは王都から来たんですか？」

「一応そうだけど。暮らしているのは王都から離れたクリモニアって街だよ」

「ユナさんはそんな遠くから、ここまで来たんですね。わたしより、少し上ぐらいの年齢なのに凄すごいです」

　少し上って、どのくらいだと思ってるんだろう。

　気になる言葉だがスルーする。

「そんなことはないよ」

　クマの転移門で王都まで一瞬で、そのあとはくまゆるとくまきゅうに乗ってきただけだ。

「ユナさんは何歳なんですか？」

「15歳だけど」

「…………!?」

　そんなに驚くってことは、もしかして大人っぽく見えたってことかな？

「もう少し下かと思っていました」

　ですよね～。

「カリーナは？」

「わたしは10歳です」

　やっぱり、フィナとノアと同い年だ。

　学園に通うことがあれば、ノアと同じクラスになるかもしれないね。

　でも、特定の国に属していないから、通えないのかな？

「カリーナはしっかりしているね。10歳には見えないね」

「よく言われます」

　なんだろう、この胸に突き刺さる敗北感は。互いに見た目と実年齢違うって会話のはずなのに、負けた気がする。

　とりあえず、ガラスの心臓が割れないように立ち直らせ、大人の対応で笑ってみせる。

　そして、わたしは街並みを眺めながらカリーナと一緒に屋敷近くにある湖にやってくる。遠くからでは分からなかったけど、湖の水が少ない。

「水が少ないですよね」

　わたしが湖を見ていたのに気づいたようでカリーナが話しかけてくる。

「少し前までは、もっと水が溢あふれるぐらいに大きな湖だったんです。子供たちの遊び場でもありました。わたしも、よく友達と遊んでいました。でも、それがあるときを境に水が減り、今では湖の中に入ることは禁止されています」

「どうして、こんなことに？」

　水の魔石が割れたのが原因だと思うんだけど、一応尋ねてみる。

　でも、カリーナは口を開かずに、静かに湖を見ている。

　そして、ゆっくりと口を開く。

「わたしのせいだから」

　思っていた返答とは違うものが返ってきた。

「どういうこと？」

「…………」

　わたしの問いに、カリーナは口を開こうとはしない。

　ただ、湖がこのようになったのはカリーナに原因があるみたいだ。だから、あんなに冒険者に頼んでいたのかもしれない。

　でも、カリーナのせいって、どういうことなんだろう？

　魔石が割れたって聞いたけど、子供の力で魔石が割れるとは思えないし、落としたとしても魔石は簡単には割れない。

　それに、魔石が割れたのが原因なら、冒険者を雇えば解決するとも思えない。

　う～ん、ちょっと分からないね。

　今のカリーナに理由を尋ねても答えてくれそうもない。カリーナの父親に聞けば教えてくれるかな？

「ユナさん、早く家に行きましょう」

　それから無言のまま、カリーナと一緒に領主のお屋敷に向かう。




　湖のほとりを歩いていると、１軒だけ大きなお屋敷が見えてくる。

「わたしの家はあそこです。お父様もいます」

　お屋敷の形は王都にあるものとそれほど違わないようだ。

　お屋敷の前までやってくると、20歳前後の褐色の肌をした女性がキョロキョロとあたりを見ている。そして、こちらを見ると駆けだしてくる。

「カリーナ様！」

　女性はカリーナの名を呼ぶと抱きつく。

「ラサ」

「どこに行っていたのですか！　心配したのですよ」

「ごめんなさい」

　さらに女性は強くカリーナを抱きしめる。

「よかった。一人で砂漠に出たかと思って心配しました」

「そんな無茶なことはしませんよ」

「カリーナ様なら、ありえるから言っているんです」

「冒険者ギルドに行っていただけですよ」

「それでも、一人で行くなんて。行くのでしたら、わたしが代わりに行きます」

「これはわたしの責任だから」

　本当に女性はカリーナのことを心配していたみたいだ。

　女性は涙を拭ふき取ると、わたしに視線を向ける。

「それで、この可愛かわいらしい格好をした女の子は誰ですか？」

「お父様のお客様なのですが、冒険者ギルドで会いました」

「冒険者のユナです」

　クマの格好をしているので、わたしは怪しまれないように、丁寧に名乗る。

「えっと、このお屋敷で働かせていただいているラサと申します」

　ラサさんは、頭に「？」を浮かべながらも、名を名乗ってくれる。

　それから、カリーナは冒険者ギルドで会ったこと、わたしが冒険者で、バーリマさんに会いに来たことを説明してくれる。

「冒険者で、旦那様のお客様ですか？」

　疑いの眼差しで見られる。

「ラサ、本当よ。ギルドカードを見せていただきました。あと、お父様宛の手紙も持っていましたから」

「お嬢様が、そうおっしゃるのであれば」

　どうやら、カリーナのおかげで信じてもらえたようだ。

　国王の手紙がなかったら、簡単には会えなかったかもしれないね。

「それではここではなんですから、中にお入りください」

　わたしはお屋敷の中に案内される。
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「それでラサ、お父様は寝室にいるの？」

「それが、執務室で仕事をされています」

「!?」

　カリーナは驚きの表情を浮かべ、ラサを問い詰める。

「止めなかったのですか」

「お止めしたのですが。もう、大丈夫だとおっしゃいまして」

　カリーナはラサさんの言葉を聞くと走りだす。わたしは走るカリーナを追いかけることにする。カリーナは階段を駆け上がり、どんどん進み、１つの部屋の前につくと、ノックもせずにドアを開けて中に入る。

「お父様！　怪我をしているのに、なにをなさっているんですか！」

「カリーナ、部屋に入るときはノックをしなさい」

　部屋の中では細身の男性が椅子に座って書類を見ていた。

　カリーナがお父様って呼ぶってことは、この男性がバーリマさんかな？

「でも、お父様が仕事をしているって聞いて」

「もう、大丈夫だ。こんな状況で寝ているわけにはいかないだろう」

「でも……」

　カリーナは心配そうにバーリマさんのところに近寄る。

　見た感じでは怪我をしているようには見えないけど、服の下で見えないのかもしれない。

「それで、後ろにいる可愛かわいい格好をしたお嬢ちゃんは誰なのか、わたしに紹介してくれないかい」

　バーリマさんがカリーナの頭を撫なでながら、わたしのほうに視線を向ける。

「冒険者のユナさんです。エルファニカ王国からお父様に会いに来たそうです」

「わたしにかい？」

　カリーナの言葉に驚き、不思議なものを見るかのようにわたしのことを見る。

「冒険者のユナです。国王陛下の遣いで来ました。確認ですがデゼルトの街の領主のバーリマさんでしょうか？」

　慣れない言葉遣いで挨あい拶さつをする。

「ああ、わたしはこの街の領主、バーリマ・イシュリートだ」

　わたしは国王から預かった手紙を渡す。

「国王陛下からの手紙です」

　言葉でわたしのことを説明するより、手紙を見てもらったほうが早い。なにより、わたしがいくら国王に頼まれたと言っても信じてもらえない。それは過去の経験や、カリーナで実証済みだ。

「この手紙はエルファニカ王国の……、それじゃ本当に？」

　手紙に押されている刻印とわたしを交互に見る。

　言いたいことは分かるよ。クマの着ぐるみの格好をした女の子がエルファニカ王国の使者と言われても信じられないよね。

「詳しいことは手紙に書かれていると思います」

　書いてあるよね？

　書いてなかったら、お城に怒鳴り込むよ。

　白紙とか、そんなギャグはいらないからね。

　バーリマさんは封筒の封を切り、手紙を取り出す。

　そして、手紙とわたしを交互に見る。明らかに驚いているのが分かる。

　ちゃんと、用件は書かれているようだ。でも、なにが書かれているのか、ものすご[image: ]く、気になるんだけど。

「お父様、なにが書かれているのですか？」

　わたしが聞きたいことをカリーナが尋ねてくれる。

「ああ、彼女がエルファニカ王国の国王陛下の使者であることは間違いないみたいだ」

　手紙があるのに信じられなそうに見る。

　まあ、クマだし。

「それと、破損した水の魔石の代わりを持ってきてくださったと書いてある」

「それは本当ですか!?」

「確認させてもらってもよろしいですか？」

　わたしはクマボックスからクラーケンの魔石を取り出し、バーリマさんの机の上に置く。

「こちらです」

「大きい……」

「本当に」

　バーリマさんはクラーケンの魔石を持ち上げる。

「本当にこの魔石を譲っていただけるのですか？」

　目の前に置かれた魔石を信じられなさそうに見る。

「手紙に書いてあると思いますが」

　書いてあるよね？

「いや、こんな大きな魔石が届くとは思わなかったので、なんとお礼を言ったらいいか」

「お礼は国王陛下にお願い致します」

　わたしの魔石だけど、表向きは国王が用意したことになっている。

「助かります……」

　クラーケンの魔石を渡したのに、表情は嬉しそうにしていない。

　やっぱり、問題が起きているのかな？

「お父様……」

　カリーナも俯うつむいてしまう。そのカリーナの頭の上にバーリマさんは優しく手を置く。

　バーリマさんは手紙とわたしを交互に見る。そして、決心した表情でわたしに声をかける。

「ユナさんでしたね」

「はい」

「国王陛下より、もし、困っていることがあるようなら、この封筒に入っている手紙を読むように書かれています」

　バーリマさんは封筒の中から、もう一つ封筒を取り出す。

　封筒が２つ？

　国王から、もう一つ封筒があるとは聞いていない。

「もし、渡された魔石で問題がないようなら、この手紙をユナさんに渡し、国王陛下に届けるように書かれています。でも、もし困っているようなら、この手紙を読む許可をユナさんにもらうようにと」

「わたしの許可？」

　意味が分からない。

　国王からはなにも聞いてない。

「あなたのことを信用するためのものだと書かれています」

　それって、つまりわたしのことが書かれているってことだよね。変なこと書いていないよね。断りたいけど、バーリマさんはクマの手を借りたいほど困っているみたいだ。

　少し困っているぐらいなら、わたしみたいな変な格好をした女の子に助けを求めようとしないよね。

「つまり、なにかお困りなんですか？」

「素直に言えば困っています。国王陛下がどのような意味で書かれたかは分かりません」

　まあ、普通は分からないよね。

「でも、わたしが知っている国王陛下は無意味なことはしない人です」

　そうなの？

　仕事をしている国王って見たことがないから、いまいち分からない。人が持ってきた食べ物を食べる国王ぐらいしか知らない。

　あっ、でも、初めて会ったときは、国王っぽかったかもしれない。

　バーリマさんは藁わらにもすがりたそうな表情をしている。とてもではないが断れそうもないので、許可を出す。

「それでは、読ませていただきます」

　わたしが許可を出すと、バーリマさんはもう一つの封筒の封を開け、中から手紙を取り出す。

　そして、手紙を読み始めると、驚きの表情に変わり、わたしのことを何度も見る。

「お父様、その手紙にはなにが書かれていたのですか？」

　バーリマさんは手紙を伏せて、カリーナに見えないようにする。

「お父様？」

「ユナさん、この手紙に書かれていることは本当でしょうか？　国王陛下が噓うそを吐つくとは思えませんが」

「えっと、その手紙を見せてもらっても」

　バーリマさんは手紙を差し出してくれる。受け取ったわたしは手紙に目を通す。

　手紙には、わたしの経歴みたいなものが書かれていた。水の魔石は、わたしがクラーケンを一人で討伐して手に入れたこと。さらにはブラックバイパーや黒虎ブラックタイガーを倒したこと。魔物１万匹とは書かれていなかったが、それに近いことが書かれていた。

　もし、目の前にいるクマの格好をした少女のことが信じられるなら、力を貸してもらうように書かれていた。もし、信じられないようだったら、黙ってわたしを王都に帰すようにとも書かれていた。

　そして、依頼料はエルファニカ王国が支払うことも書かれている。

　最後には、この手紙の内容は身内にも口外しないようにと書かれていた。だから、カリーナが手紙を覗のぞこうとしたとき、伏せたんだね。

　でも、手紙を読んで気になったけど、見た目のことが多くない？

　手紙にはあんな格好をしているとか、ふざけた格好をしているとか、見た目に騙だまされるなとか、酷いことばかり。でも、最後は実力がある冒険者だと書かれていた。

　たぶん、わたしのことを信じさせようと書いたんだろうけど、少し酷い。

「本当です。と言ったら信じてくれるのですか？」

「混乱していると言ったほうが正しいかもしれません。普通の手紙なら『ふざけている』と言って、破り捨てるかもしれません。でも、国王陛下は貴重な魔石をここまで、ユナさん一人に届けさせています。それは国王陛下がユナさんの実力を信じているからだと思います。でも、それと同時に、失礼ですが、クマの格好をした少女が、という気持ちもあります」

　まあ、普通は信じられないよね。

　でも、信頼している国王陛下からの手紙に書かれているから、脳が対処しきれていないみたいだ。

「ギルドカードを見せていただくことはできるでしょうか？」

「ギルドカード？」

「はい、ギルドカードにはその本人の行動の記録が残ります。討伐記録、どんな依頼をしてきたのか、知ることができますから。ユナさんがよろしければ、ギルドカードを見せていただければと思います」

　それって、ミリーラの町の冒険者ギルドのアトラさんに見られたものと同じことが示される。

　わたしが確認できるのは表面的なことだけで、ギルドカードに登録されている中身を見ることはできない。

　だから、わたし自身、ギルドカードの内容がどうなっているかは知らない。見られては困ることが書いてあるかもしれない。

「もちろん、他言はしません。国王陛下の手紙にも、見ても他言はしないようにと書かれています」

　話を聞かずに街を出るなら、見せる必要はないけど、カリーナが冒険者ギルドにいた理由も気になる。なによりカリーナは泣いていた。それを黙って見すごして帰ることはできない。

　バーリマさんがわたしに仕事を頼むか分からないけど、ギルドカードを渡す。バーリマさんはギルドカードを受けとると、引き出しから水晶板を取り出し、カードを載せる。

　すると、わたしのギルドカードの情報が出てくる。わたしのほうからは見えないけど。

「ありがとうございました」

　バーリマさんはギルドカードの情報を見るとギルドカードを返してくれる。

「ユナさん、お願いします。どうか、手を貸していただけないでしょうか」

　バーリマさんはクマの格好をしているわたしに頭を下げる。

　つまり、わたしのことを信じたってことなのかな？

「えっと、わたしにできることなら」

　頭を下げるバーリマさんに、わたしに断る選択肢はなかった。

「ありがとうございます。それでは詳しいお話をしなければいけませんね。立たせたままで申し訳ありません。そちらの椅子にお座りください」

　わたしがお言葉に甘えて、椅子に座ろうとしたとき、部屋のドアが開き、女性が入ってきた。
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　部屋に入ってきた女性はお腹が膨らんでおり、妊娠していることはすぐに分かった。

「お母様！」

　カリーナが妊娠している女性に心配そうに駆け寄る。

　お母様ってことは、部屋に入ってきたのはカリーナのお母さんみたいだ。

　若い。25歳ぐらいに見える。

　もしかして、この世界は老化が遅いのかもしれない。だから、わたしの年齢も若く見えるのかもしれない。きっとそうだ。

　そして、妊娠している女性は部屋を見渡し、視線がわたしで止まる。

「あら、本当にクマさんがいるわ」

　カリーナの心配をよそに、のんびりしている。

「リスティル、どうしてここに。休んでいないとダメだろう」

「ふふ、大丈夫よ。部屋に閉じこもっていても、体に悪いわ。それにもう、３人目よ。自分の体調ぐらい分かるわ」

「なら、いいが」

「それにラサから、カリーナが可愛かわいいクマさんの格好をした女の子を連れてきたと聞かされれば、見てみたくなるでしょう」

　わたしは動物のクマでも、見世物でもないよ。

　リスティルと呼ばれた女性はわたしのことを見て、微ほほ笑えむ。

「でも、本当に可愛いクマさんね」

「お母様、とりあえず座ってください」

「あら、もう、心配性ね」

　女性はカリーナの手を借りて、近くの椅子に座る。

「ありがとう」

　カリーナの母親の登場で、辛気臭かった部屋が明るくなる。

「それで、カリーナのお友達なのかしら？」

　わたしにこんな年下の友達はいませんとは言えない。

　フィナやノアがいる。

「わたしに、クマさんの格好をした友達はいません」

　今、わたしも思ったけど、相手に言われると、心に突き刺さるものがある。

　会ったばかりだから、友達でないのは正しいけど、面と向かって言われると心が痛い。

「わたしは冒険者のユナです。今日はエルファニカ王国の国王陛下の命でやってきました」

「国王陛下の？」

「ユナさんはこんな大きな水の魔石を持ってきてくれたんですよ」

「それは本当なの？」

「ああ、本当だ。彼女が一人でエルファニカ王国から持ってきてくれた。これなら、壊れた魔石の代わりになる」

「クマさんが……」

　信じられなさそうにわたしを見る。

　確かに普通に考えたら、遠いし、クマの格好をした女の子が砂漠を一人で越えて来たとは思わない。

　わたしだって、フィナがもし目の前に現れて、一人でここまで来たって言ったら、間違いなく信じない。誰と来たの？　と問い掛ける。

　バーリマさんは魔石を持って立ち上がろうとした瞬間、顔を歪める。

「お父様！」

「あなた！」

「大丈夫だ。少し痛むだけだ」

　そういうと、魔石を持って、女性のところまでやってくる。そして、目の前のテーブルにクラーケンの魔石を置く。

　やっぱり、どこか怪我をしているみたいだ。

「あなた大丈夫？」

「ああ、心配ない」

　バーリマさんは女性の隣の椅子に座る。

　座るときも、少し顔を歪めて痛そうにする。

「彼女はフォルオート様が信頼を置いている冒険者だ。見た目と違って、一流の冒険者だ」

　見た目と違って、……クマだから反論ができない。

「フォルオート様の手紙も、彼女のギルドカードも確認した。もしかすると、フォルオート様は現状を知っていて、彼女をよこしてくれたのかもしれない。だから、彼女にはすべて話そうと思う」

　女性は一瞬、バーリマさんの言葉に驚くが、すぐに平静を保つ。

「ふふ、分かったわ。あなたが決めたのでしたらいいわ」

「ありがとう」

　二人は軽く抱ほう擁ようする。

　なにか、夫婦の間で信頼関係ができているのはいいけど、カリーナとわたしには目に悪い。

「あのう、それで……」

　いつまでも、イチャイチャさせておくわけにはいかないので、声をかける。

「ユナさん、申し訳ありません。カリーナ、ラサにお茶の用意をするように伝えてくれ」

「はい」

　カリーナは返事をすると部屋から出ていく。

　そして、わたしはバーリマさんの前の椅子に座る。

「わたしはバーリマの妻、リスティルと申します。えっと、ユナちゃんってお呼びしてもいいかしら？」

「はい、かまいません」

「もし、勘違いじゃなかったら言ってね。ユナちゃん、その話し方は慣れていないでしょう？」

「それは」

　バレバレのようだ。

「ふふ、わたしも言葉を崩させてもらうから、ユナちゃんもいつもどおりでいいわよ」

「それじゃ、そうさせてもらいますね」

　どうも、畏かしこまった言葉遣いは慣れないし苦手だ。

　だから、リスティルさんの言葉に甘えさせてもらう。

「その話しかたのほうがしっくりくるわね。さっきから、見た目と言葉遣いが合わなくて、変だったから」

「リスティル、使者とはそういうものだぞ」

「あなたは頭が堅すぎです」

「おまえが、緩いんだ」

「あのう、バーリマさんも、普通に話してもらえると、わたしも助かります」

「……分かりました。わたしも、可愛いクマさんの格好をした女の子に畏まった言葉遣いは落ち着きませんでしたから」

　ですよね～。

　よく、初対面でクマの着ぐるみの格好をした女の子に丁寧に話してくれてたよね。

　普通なら、「嬢ちゃん」とか呼ばれるのが普通だ。

　まあ、それも国王の手紙の影響が大きかったってことだろう。こういうところを見ると、国王って偉いんだと感じる。いつもは、食べ物を食べに来る普通のおっさんにしか見えないけど。

　そして、話を始めようとしたとき、ドアがノックされ、カリーナが入ってきた。

「お父様、お茶を持ってきました」

「ラサはどうした」

「お茶を運ぶ役目を譲ってもらいました。お父様、わたしも話に参加させてください」

　真剣な目でバーリマさんに頼む。

「お父様、お願いします」

「……はぁ、分かった。こちらに座りなさい」

「お父様、ありがとう」

　カリーナは嬉しそうにすると、わたしたちの前にお茶を置いて、わたしの隣に座る。

　わたしはカリーナにお礼を言ってお茶を頂く。冷えていて美お味いしい。

「ユナさんは、どこまでこの街の現状を知っていますか？」

「街に水を補給している魔石が壊れて、このままだと水の補給ができなくなると。だから、至急、この水の魔石を持っていくように言われたけど」

「そうですか。間違っていません。このまま、水の魔石による水の恩恵が得られなければ、街は人が住めなくなるでしょう」

「でも、その水の魔石があれば大丈夫なんですよね？」

　さっきも大きさは十分だと言っていた。

「その説明をする前に、この街のことをお話ししましょう」

　えっ、そこから話すの？

　まあ、砂漠にある湖とか、水の魔石がどう関わってくるかとか、気になるので黙って聞くことにする。

「この街は数百年前、ある冒険者パーティーにより作られました。ユナさんはピラミッドは見たでしょうか？」

「来るときに、遠くから見たけど」

「あのピラミッドの中は下の階層と上の階層とに分かれています。そして、上の階層は迷宮になっています。迷宮は複雑な迷路になっており、さらに罠わなもたくさんあります。でも、数百年前に、とある冒険者パーティーが、ピラミッドの迷宮の最深部まで到達しました。そして、その最深部で水の魔石と、魔術式を見つけました。魔術式は水を増幅するものであり、魔術式を発動させると、魔石から水が出て砂漠に湖ができ上がりました」

「それが、この街の中心にある湖？」

「はい、そうです。その湖ができたことによって、旅人が休憩する場所になり、徐々に人が集まり、やがて街となりました」

　なにか、神秘的な話だ。

　どこかのファンタジーの世界に出てきそうな話だね。

　それにしても、魔石にしても、魔術式にしても、ピラミッドの迷宮をクリアしたご褒美だったんだね。

　遥か昔に作られた、遺物になるのかな？

「ですが、魔石が壊れたことによって、湖の水は減ることになりました」

　やっぱり、あの湖の状態は魔石が原因だったんだね。

「でも、水の魔石が壊れただけで、交換すれば大丈夫なんですよね？」

　そのためにクラーケンの水の魔石を持ってきた。

「はい、大丈夫なはずです。ただ、迷宮の最深部に行かなければ解決しません」

「えっと、つまり、迷宮をクリアしないといけないから、交換ができないってこと？」

　でも、そうなるとカリーナの行動と嚙かみ合わなくなる。

　迷宮は上の部分。でも、カリーナはピラミッドの地下に行きたいと言う。

　てっきり、迷宮をクリアして、水の魔石を交換するものだと思ったのに違ったみたいだ。

「そうでもあり、違うとも言えます」

「…………？」

　謎かけはいらないから、答えをプリーズ。

「わたしが……」

　カリーナが下を向いて、唇を嚙んでいる姿がある。

「迷宮には水の魔石以外に、迷宮の地図がありました」

「迷宮の地図？」

「はい、その地図は最深部まで導いてくれるものでした」

　ようやく、話が分かってきた。つまり、その地図をカリーナが紛失したってことなのかな。

　わたしは視線をカリーナに向けると、カリーナは俯いている。

「わたしたちはその地図を使って定期的に魔石を確認しておりました。そして、今回確認したときに、魔石が壊れていることに気づきました。それで、わたしはエルファニカ王国とトリフォルム王国に魔石をお願いしました。でも、日々、湖の水がなくなっていきました。それで、わたしは少しでも時間が稼げればと思い、小さな水の魔石を集めて、再度ピラミッドに行きました。そこで、わたしは迷宮の罠にかかり、地図を落とし穴に落としてしまったのです」

「違います！　お父様、そんな噓うそは吐つかないでください。地図を落としたのはわたしです。わたしが調子に乗って落としたのです……」

「カリーナ……」

　カリーナが声を絞り出すように言葉を吐き出す。

　それで、ピラミッドの地下って話になると。

「でも、地図の複写とかないの？」

　複写しておけば、なくそうが、燃やそうが、盗まれようが、大丈夫なはず。まあ、盗まれでもしたら、防犯の意味がなくなってしまうけど。

　でも、わたしの質問にバーリマさんが首を横に振る。

「ピラミッドの迷宮は、日々変化しています。それを迷わずに行くための地図です。複写はできないのです」

　……日々変わる？

　それで、地図？

　また、謎かけが出てきたよ。

「日々変わるなら、地図は使えないと思うんだけど」

「地図は地図でも、普通の地図とは違います。水晶板になっており、魔力を流すと現状の迷宮の地図が出てくるのです」

　おお、そんな特殊なものがあるんだ。

　イメージ的に水晶板も薄いし、地図も出る。スマホやタブレットの地図みたいなものかな？

「なので、水の魔石があっても、わたしたちには迷宮の最深部に行くことができないのです」

「失礼だけど、どうして、そんな大切なものを彼女に持たせていたの？」

　そんな大切なものを10歳の女の子に持たせるものじゃないと思う。

「それは……」

「あなた」

　リスティルさんが小さく頷く。

「そこから先はわたしがお話ししますね」

「いいのか？」

「ここまで、話したのでしたら、お話ししてもいいでしょう。ユナちゃん、これから話すことは口外はしないでもらえると助かります」

「わたしが聞いてもいいの？」

「バーリマが言うとおりに、ユナちゃんの力を借りるのでしたら、お話ししたほうがいいでしょう」

　わたしは誰にも話さないことを約束する。

「ありがとう」

　リスティルさんはお礼を言うと、話し始める。

「迷宮の奥で見つけた水晶板には特殊な加工がされていたのです。水晶板を発見したのは、この街を作った冒険者の一人です。水晶板は初めて魔力を流した者にしか使えませんでした。他の者がいくら魔力を流しても、地図が表示されることはありませんでした。それで、魔力を注ぎ込んだ冒険者はこの地に留まることにして、この街の領主となりました。それが、わたしの先祖になります」

「それじゃ、その水晶板が使えるのは」

「はい、その直系の血筋を引く者になります。そして、現在その水晶板を使えるのは、わたしとカリーナ、それと３歳になる息子だけです」

「バーリマさんは？」

「わたしは入り婿なので、使えません」

「それで、わたしがこのような状況なので、今回はカリーナに任せたのです」

　リスティルさんは自分のお腹を触る。

「わたし、初めてのお役目で嬉しくなって、ちゃんと地図を見ていなかったんです。それで、道を間違えて、罠に引っかかって、お父様が助けてくれたのですが、怪我をして、さらに水晶板を落とし穴に落としてしまったんです」

　なるほど、バーリマさんが怪我をしている理由も、水晶板がない理由も分かった。

「えっと、リスティルさんはまだ、若いですよね。リスティルさんのご両親はいないのですか？」

「その……」

　言いにくそうに下を向いてしまう。

「ごめんなさい。亡くなっているとは思わなかったので」

「あ、ごめんなさい。勘違いをさせてしまったようね。両親は生きています」

　それじゃ、なに、その下を俯いたりしたのは？

「わたしたち一族はピラミッドと街を見守るため、この地を長く離れることができません。それで、その役目をわたしに任せた両親は世界を見るために旅に出てしまいました。今はどこにいるか……」

　それで、言いにくそうにしたわけね。
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　大体、話は分かった。

　魔石が割れた。魔石を交換するには迷宮の奥に行かないとダメ。迷宮の奥に行くには水晶板の地図が必要。水晶板の地図は使える者が決まっている。水晶板の地図はカリーナが落とし穴に落としてしまった。カリーナが水晶板の地図をピラミッドの地下に取りに行こうと思っている。

　ここまでは分かった。

　でも、カリーナが一緒に行く必要があるかどうかだ。

　まあ、地図のことは秘密かもしれないが、優秀な冒険者を雇って、取りに行ってもらったほうがいいはず。カリーナが責任を感じるのはしかたないけど、水晶板の地図を捜すのにカリーナがいても、いなくても変わらない。いるとむしろ足手まといになる。

「どうして、カリーナは自分で地図を拾いに行こうとしているの？　冒険者に頼めばいいと思うけど」

「それは、なんのことですか？」

　わたしの言葉にバーリマさんが顔をしかめる。

「えっ、だってカリーナが……」

「ユ、ユナさん」

　隣に座っているカリーナがわたしを止めようとする。

「カリーナ！　黙っていなさい。ユナさん、説明してもらえますか？」

　バーリマさんはカリーナの口を閉じさせ、わたしに続けるように促す。

　もしかして、まずった？

　でも、カリーナが危険なことをしているなら止めないといけない。だから、わたしは冒険者ギルドでのことをバーリマさんに話す。

「カリーナ！」

　わたしの話を聞いたバーリマさんは目を吊り上げる。

　初めは下を向いて、聞いていたカリーナだったが、顔を上げて、バーリマさんに向き合う。

「お父様！　これは、わたしの責任です。それにわたしには水晶板の落ちた場所が分かります」

　カリーナは力強く、言葉にする。

　でも、水晶板の場所が分かるって？

「それとこれとは、別問題だ！」

　バーリマさんが怒鳴るので、水晶板について尋ねることができない。

　冒険者ギルドに出していた本来の依頼は、ピラミッドの地下層であるものを手に入れてくることだった。詳しい内容については、依頼を受けてくれた者に話すことになっていたらしい。

　それをカリーナが勝手に自分を連れていくことを依頼に追加してしまったそうだ。

「カリーナ。だから、冒険者ギルドに黙って行っていたと」

　バーリマさんは、少し強めの口調でカリーナに尋ねる。

「あなた、そんなに怒らないであげて。この子も責任を感じてやったことだから」

「だからといって」

「わたしがいけないのよ。カリーナが幼いときから、お役目の話をしていたから、余計に責任を感じちゃったのよね」

「お母様……」

　う～ん、難しいね。カリーナは責任を感じている。自分のせいで父親が怪我をして、自分のせいで、代々引き継がれてきた水晶板の地図を落としてしまった。さらに、それによって街がなくなるかもしれない。

　10歳の女の子が背負うには重いかもしれない。

　ただ、その行動が正しいかどうかは別問題だけど。

「それじゃ、バーリマさんは冒険者を雇って、水晶板を捜そうとしているわけですね」

「はい。娘を危険な場所に行かせる親はいません」

「でも、カリーナがついてくるとはいえ、どの冒険者も消極的だったけど」

　みんな、断っていた。

　いくつか、受ける冒険者パーティーがいてもいいと思うんだけど。

「それは、ピラミッドに起きている現象のせいでしょう」

「現象？」

「水の魔石が割れたころから、ピラミッドの周囲には魔物が増えているのです」

「魔物が増えて？」

「もしかすると、水の魔石が壊れたのが原因かもしれません」

　ああ、もしかして、街の入り口で言っていたのって、このことだったのかな。

　てっきり、水の魔石が壊れたことを言っていたのかと思ったけど。

「えっと、ピラミッドの中も魔物がいるの？」

　いるなら、いろいろと面倒だ。

「はい。います」

　バーリマさんの話によると、これまでは上の迷宮で罠などに引っかかったら、下の階層の魔物のいる場所行き、ってことになるらしい。

「ピラミッドに現れる魔物は強いんですか？」

「いえ、それほど強い魔物がいるとは聞いたことがありません。砂漠にいるような魔物ばかりで、冒険者たちも、ワームなどの低級魔物を討伐して、資金を稼ぐ狩場でもありました」

「つまり、数が問題ってこと？」

「ピラミッドの周囲に多くの魔物がいますから、もしかすると、ピラミッドの中にもたくさんいる可能性があります」

「お父様、それだけが理由じゃありません」

「カリーナ？」

「ピラミッド付近で大きな魔物を見た者もいます。だから、引き受けてくれないんです」

「そうなのか」

　魔物は多い。謎の大きな魔物もいるかもしれない。そこに領主の娘を連れていくことを追加されれば、簡単に引き受けることはできない。

　あとは、冒険者全員で討伐と言いたいところだけど、ジェイドさんたちの話を聞くと、この街の冒険者の仕事は街と街を行き来する護衛がメインらしい。それも、柱のおかげで魔物に襲われることも少ない。

　悪い言い方をすれば、安全な仕事が多いため強い冒険者がいない。

　それに、優秀な冒険者は好き好んで、こんな暑いところに残らないよね。

　観光ならいいけど、わたしもこの街とクリモニアとどっちに住むかと聞かれたら、迷わずにクリモニアを選ぶ。

「それなら、冒険者とかじゃなく、国に頼んだほうが良いんじゃ」

　国王だって、こんな状況と知れば、兵や騎士、魔法使いを派遣してくれると思う。

　数の力でピラミッド付近の魔物を一掃して、ピラミッドの地下に潜って、多くの兵士で捜せば簡単に見つかると思う。

　国王はこの街は交易のために重要な存在だと言っていたから、頼めば力を貸してもらえると思うんだけど。まあ、お金の問題とか出てきそうだけど。

　でも、わたしの提案にバーリマさんは首を横に振る。

「それはできません」

「どうして？」

「それは、条約によってエルファニカ国もトリフォルム国もこの街に兵士や騎士を送ることができないからです。どんな理由があったとしても、侵略行為と見なされます」

「そこは理由を説明して」

　わたしの言葉にバーリマさんは首を横に振る。

「ユナさん、条約とはそんなに簡単に変えることはできないものなんですよ。どの国もどんな理由があったとしても、多くの国の兵士や騎士、魔法使いが国境付近に集まれば、脅威に感じるものです。間違いが起きれば、この街は戦場になる可能性だってあります。そうならないようにするために固く守らねばならないのが条約なんです」

　なんとなく言いたいことは分かる。

　いくら、友好的な関係を結んでいても、相手の本心は分からないもの。

　いきなり、攻めてくる可能性だって否定はできない。

　わたしは国王のことは知っているけど、相手の国のことは知らない。そして、相手の国がこっちの国のことをどのように思っているかも知らない。

　もし、エルファニカ王国が軍隊を派遣すれば、どんな理由でも相手国にとっては脅威に感じるかもしれない。この街の話を利用して、自分の国に攻め込んでくると思われるかもしれない。

　その逆もしかり、もしも目の前に相手の軍勢が現れでもしたら、だれでも脅威に感じるかもしれない。

　そして、そのまま、この街に兵士が残る可能性だって否定はできない。どっちの国にも加担しないから、中立でいられて、今の立場があるってことになる。

　そう考えると、どこの世界も、政治にしろ、軍事にしろ、いろいろと面倒だね。それが自国を守るためなら、しかたないけど。

「それに片方の国に頼むってことは、もう片方を信じていないことにもなります。もし、わたしが、トリフォルム王国に頼めば、フォルオート様はいい気分はしないでしょう。それは逆も言えます」

　両方の国の軍隊が協力するのが一番いいんだろうけど、それだと、話し合いだけでも時間がかかりそうだ。

　そうなるとやっぱり、冒険者に頼るしかない。

「だから、わたしに話したんですね」

　普通なら、こんなクマの格好をしているわたしに話すような内容じゃない。

「はい、ユナさんにはピラミッドの中に入って、水晶板の地図を見つけてきていただきたいと思っています。もちろん、一人でとは言いません。今度はカリーナの護衛の件はなしってことで、冒険者ギルドに再度依頼を出します」

「お父様！　わたしも行きます」

「ダメだ！」

「でも、わたしが一緒に行けば、水晶板の位置が分かります」

「そういえば、さっきも言っていたけど、どういうこと？」

「それは」

　バーリマさんがリスティルさんのほうを確認するように見る。すると、リスティルさんが頷いて、説明を始める。

「先ほど、水晶板を使えるのは一番初めに触った冒険者の血筋と話しましたよね。その血筋の者が水晶板との契約を結ぶと、水晶板を扱えるようになるだけでなく、水晶板と自身の魔力が繫つながり、おおよそですが、水晶板の場所が分かるようになるのです」

　なるほど。だから、カリーナは自分を連れて行ってほしいと頼んでいたわけか。

「本来なら、わたしが行くべきなんですが……」

　リスティルさんは自分の膨らんでいるお腹を触る。とてもじゃないが、魔物がいる場所に行くことはできない。リスティルさんも自分が行きたくても行けない辛さがあるんだろう。そして、バーリマさんは血筋ではないので、場所が分からない。

　カリーナしかいないのだ。

「カリーナ、本当に水晶板の場所が分かるの？」

「はい、分かります。でも、分かるのは方角だけです」

　それで十分だ。

「話は分かったよ。カリーナを連れていくよ」

「ユナさん！」

　カリーナは嬉しそうにするが、父親であるバーリマさんは否定的な表情をする。

「だって、そのほうが早く見つけることができると思うよ」

　水晶板がある方角が分かるのと、分からないのとでは天と地ほどの差がある。

「ですが」

　自分で言っておいて、あれだけど、クマの格好をした女の子に言われても説得力ないよね。

「国王陛下の手紙に書かれていたことを信じてくれるんですよね」

「もちろん、ユナさんが強いことは信じます。でも、ユナさんが戦っているときはどうするんですか。他の魔物に襲われるかもしれません。他の冒険者に守らせるのですか。それだと、今までと同じ依頼内容になって、誰も依頼を受けてくれません」

　まあ、わたしとしては、それならそれでもいいけど。でも、バーリマさんの不安を取り除くために、わたしは無言で椅子から立ち上がり、部屋のスペースがある場所に移動する。

「ユナさん？」

「驚かないでくださいね」

　わたしはクマさんパペットを前に突き出すと、くまゆるとくまきゅうを召喚する。

「クマ！」

「…………！」

「クマ!?」

　３人はくまゆるとくまきゅうを見て驚く。

　バーリマさんは驚いた瞬間、怪我に障ったのか激痛で顔を歪める。

「お父様！」

　カリーナは心配そうにバーリマさんに駆け寄る。

「ユ、ユナさん、そのクマは？」

「わたしの召喚獣です」

「召喚獣……」

「この子たちにカリーナの護衛をさせます。そこらの魔物より強いから、カリーナを守れますよ。いざとなれば、足も速いので、逃げることはできます。だから、安心してもらえると……」

「お父様、お願い。わたしの責任だから、わたしが行かないといけないの」

「カリーナ……」

「あなた」

　バーリマさんは娘と奥さんを見ると、小さく息を吐く。

「分かった」

　バーリマさんはカリーナの頭に手を置く。

「ユナさん、カリーナのことをよろしくお願いします」

　バーリマさんは頭を深々と下げる。




　そして、魔物がいるピラミッドに行くことになったカリーナは強気に振る舞っているが、不安そうな表情もしている。

　そんなカリーナを安心させるため、わたしは国王からの手紙をカリーナに見せることにした。

　それでカリーナの心に少しでも安らぎを与えることができるのなら、安いものだ。

「……クラーケン。海にいる大きな魔物ですよね」

「そうだよ」

「それじゃ、この魔石はユナさんが」

「うん。だから、安心して、わたしに任せてくれればいいよ」

「はい」

　カリーナの顔から、不安そうな表情が消えた。








[image: ]328　クマさん、カリーナと話をする






　一通りの話を聞いたわたしは水晶板の地図を捜す依頼を受ける。

「それではユナさん。これから冒険者を集めたいと思いますので、集まり次第でよろしいですか？」

　数日なら、大丈夫だけど。海に遊びに行く予定があるから、あまり遅くなるのは困る。

　一応、一度フィナに確認したほうがいいかな？

「あまり遅くなるなら一人でもいいけど」

「２、３日ください。それまでに募りたいと思います」

　２、３日ぐらいなら大丈夫かな。それじゃ、待っている間に街でも探索していようかな。

「それじゃ、とりあえず２日後にまた来ますね」

「ユナさん、どこかに行くのですか？」

「今日は泊まる宿を確保して、明日は街でも散策しようと思っているけど」

　やっぱり新しい街に来たら、元ゲーマーとしては街探索は基本だからね。まあ、ゲームなら武器屋やアイテム屋に行くけど、わたしの場合は食材探しかな。もしくはピラミッドの様子を見に行くのもいいかもしれない。

「ユナさん、よかったら、この街に滞在する間はうちに泊まってください」

　バーリマさんがわたしを引き止める。

「それに、王都から魔石を届けていただいたユナさんを宿屋に泊まらせるようなことはできません」

「いいの？」

「もちろんです。カリーナ、ラサに言って、部屋の準備をさせるように」

「分かりました」

　カリーナは返事をすると部屋を出ていく。

「それと、この水の魔石はユナさんがお持ちになってください」

　テーブルにあるクラーケンの魔石をわたしのほうに差し出してくる。

「わたしもリスティルも動ける状態ではありませんので、水晶板の地図が見つかれば、ユナさんにカリーナと一緒に、水の魔石の交換をしていただくことになると思います」

　リスティルさんはお腹に赤ちゃんがいるし、バーリマさんは怪我をしている。それに、魔物がピラミッドに集まっているって話だ。そんなところに二人を行かせるわけにはいかない。

　魔法で治せるけど、自分もついてくると言い出しかねない。だから、怪我を治すなら、すべてが終わったあとかな？

　わたしはクラーケンの魔石をクマボックスにしまう。

「ユナちゃん。どうか、娘をよろしくお願いします。たまに暴走しますが、悪い子ではありませんから」

　リスティルさんにカリーナのことを任される。カリーナが悪い子でないことは見ていれば分かる。ただ、責任感が強すぎると思う。

　なんとなく、自分で背負いこんでしまうところが、出会った頃のフィナに似ているかもしれない。

「カリーナのことはお預かりしますが、怪我をさせずにちゃんとお返ししますよ」

「ふふ、ありがとう。それじゃ、わたしは部屋に戻りますね」

　リスティルさんが部屋から出ていくと、入れ違いにカリーナが戻ってくる。

「ユナさん、お部屋に案内します」

「それじゃ、バーリマさん。しばらくお世話になります」

「遠いところから来て、疲れているでしょう。ゆっくり休んでください」

　わたしが歩きだすと、くまゆるたちも歩きだす。忘れていたわけじゃないけど、このままじゃダメだよね？

　わたしはくまゆるとくまきゅうを送還する。

「クマさんが消えた」

　カリーナが目を大きく開いて、驚く。

　まあ、召喚獣だから、送還すれば消える。

「ユナさん、クマさんは？」

「この中かな？」

　わたしはクマさんパペットをパクパクさせる。

　カリーナは不思議な表情をして、クマさんパペットを触ったりして調べる。

「あの大きなクマさんが」

　まあ、わたしでも不思議に思うんだからしかたない。くまゆるとくまきゅうが召喚されている時以外はどこにいるかは謎だ。

　カリーナは、わたしを引っ張るように部屋から出ると、客室に案内してくれる。

　中に入ると、先ほど会った褐色の肌をした女性がいる。確か、ラサさんだったはず。ラサさんは部屋を整えている。

「お待ちしていました。この部屋を自由に使ってください」

　部屋はかなり広い。もしかして、良い部屋を用意してくれたのかな？

「必要なものがありましたら、お申し付けください」

「ありがとう。寝る場所があれば大丈夫だよ」

　ベッドも大きいし、子熊化したくまゆるとくまきゅうと一緒に寝ても充分な広さがある。

　ラサさんは頭を下げると部屋から出ていく。部屋にはわたしとカリーナが残る。カリーナはラサさんが出ていくと、表情を変える。

「ユナさんは、こんな依頼を受けて怖くないんですか。どの冒険者も引き受けてくれなかったんですよ。ピラミッドの地下もどうなっているか分からないし、無事に戻ってこられるかも分からないのに」

　カリーナが不安そうな表情で尋ねてくる。

　まあ、この街の冒険者が依頼を引き受けないのは、比較的安全な護衛の仕事を中心とする者が集まっているせいだと思う。だから、自ら危険なことをしようと思う冒険者はいないかもしれない。クリモニアの冒険者だって、あまり危険な依頼は避けて、自分の生活のために仕事をしている者も多くいる。だから、断る冒険者を責めることはできない。

「わたしは怖くはないかな」

　もちろん、クマさん装備がなければ怖いし、こんな依頼を受けたりはしない。そもそも、クマさん装備がなければ、この世界で生きていけたかも分からなかった。でも、クマさん装備はチートだし、クマのスキルもあるし、召喚獣のくまゆるとくまきゅうもいる。本当に危なければ、クマの転移門で逃げることだってできる。

　危険に対する対処方法はいくらでもある。だから、安心して依頼を受けることができる。

「ユナさんは強いんですね。わたしはお父様に、ああは言いましたが、怖くてしかたありません。本当は逃げ出したい。代わってくれる人がいれば、代わってほしいと思っています。でも、こんなことになったのもわたしの責任で、わたしにしかできないから……」

　カリーナは小さな手を握り締める。少し、震えているのが分かる。

　10歳の女の子じゃしかたないことだ。大人だって魔物は怖い。でも、カリーナは自分の責任と役目を分かっているから、逃げようとはしない。

　本当なら、女の子を慰めるのはイケメン主人公の役目だけど、カリーナにはクマさんで我慢してもらう。わたしはしゃがむと、カリーナの小さな手をクマさんパペットで握り締める。

「ユナさん？」

「カリーナは弱くないよ。とっても強い子だよ」

　チート能力も持っていない、普通の女の子だ。そんな女の子が魔物がいるところに行こうとしている。それは勇気ある行動だ。そして、その行動がどんなに怖いことかちゃんと理解している。なにも知らないで、わがままを言って、ついてこようとしているわけじゃない。状況を理解し、怖さを分かってもついてこようとしている。そんな子の心が弱いわけがない。

「でも、わたしのせいで、こんなことになって」

「誰にでも失敗はあるよ。人は失敗をして成長するものだよ」

「ユナさん……」

「それに失敗ができない人生なんて、つまらないでしょう」

　ゲームだって、何度も失敗して、ゲームオーバーを繰り返しながらクリアを目指す。１回でも失敗したら終了のゲームなんてクソゲーだ。何度も挑戦して、クリアするのが楽しい。

　もし、ＲＰＧゲームで１回でも死んだら、また最初からやり直しだったら、絶対につまらない。

　もちろん、ゲームと現実は違う。一度の失敗で人生が狂うことだってあるし、死ぬこともある。でも、それを10歳の女の子に求めるのは早い。それに今回は誰も死んでいないし、やり直しもできる。

　子供は失敗をして、成長していくものだ。失敗から学べばいい。もっとも学ばないようなら、困るけどね。

「でも、わたしのせいで水晶板がなくなって、お父様が怪我をして」

「水晶板はカリーナが見つけるんでしょう。それにバーリマさんも死んでいないでしょう」

「でも、お父様は痛そうにしています」

「怪我は娘を守った勲章だよ。もし、カリーナが怪我でもしてたら、バーリマさんは自分を責めていたと思うよ」

　バーリマさんがカリーナを大切に思っているのは先ほどの会話でよく分かる。それが娘のカリーナが怪我でもしていたら、自分を責めていたはずだ。それを考えると、お互いを心配するところはバーリマさんとカリーナの２人は似ている。

「だから、バーリマさんのためにも一緒に水晶板を見つけて、水の魔石を交換しに行こう」

　水晶板の地図を見つけて、破損した水の魔石をクラーケンの魔石と交換すれば、万事解決する。

「はい」

　下を向いていたカリーナが顔を上げる。

「それに、そんなに不安にならないでいいよ。バーリマさんとも約束をしたけど、カリーナはわたしが守るから。それに、この子たちも守ってくれるから、安心して」

　わたしはカリーナの手を離すと、くまゆるとくまきゅうを、もう一度召喚する。

「クマさん……」

　カリーナはゆっくりとくまゆるとくまきゅうに近づく。

「ユナさん、クマさんに名前はあるんですか？」

「黒いほうがくまゆる。白いほうがくまきゅうだよ」

「くまゆるちゃんにくまきゅうちゃんですか？　ふふ」

　カリーナが笑いだす。

「なんで、笑うの？」

「いえ、ごめんなさい。可愛らしい名前だったので。くまゆるちゃん、くまきゅうちゃん、よろしくお願いね」

　カリーナは優しく、くまゆるとくまきゅうを触る。

　くまゆるとくまきゅうは「くぅ～ん」と鳴いて、カリーナに擦すり寄る。

　それから、カリーナはラサさんが夕食に呼びに来るまで、くまゆるとくまきゅうと遊び、笑顔を見せるようになった。
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　カリーナと一緒に食堂に入る。

「ユナさんは、こちらに座ってください」

　言われるままに座ると、カリーナが嬉しそうにわたしの隣に座る。

　わたしたちが椅子に座ると、すぐにドアが開き、バーリマさんとリスティルさんが入ってくる。そのリスティルさんの手には小さな男の子の手が握られている。そういえば３歳の息子がいるって言っていたっけ。

「おかあさま……」

　男の子はわたしを見るとリスティルさんの後ろに隠れてしまう。

　きっと、クマの姿に驚いたんだね。

　クマは怖いからしかたない。

「ふふ、可愛かわいいクマさんだから大丈夫よ。ユナさん、紹介しますね。息子のノーリスです。ほら、挨あい拶さつをしなさい」

　リスティルさんは男の子の背中を押して、わたしの前に出す。

「ノーリス」

　男の子は小さな声で名前を言うと、恥ずかしがってリスティルさんの後ろに隠れてしまう。

「えっと、わたしはユナ。よろしくね」

　自己紹介をするけど、ノーリスはリスティルさんの後ろから、顔を出すだけだ。

「この子は人見知りが激しくて、ごめんなさいね」

　リスティルさんはノーリスを連れて席に着く。

　クマは心が広いから、気にしないよ。無関心とも言うけど。

「カリーナ、なにかいいことでもあったのかしら」

　わたしの隣に座るカリーナを見てリスティルさんが尋ねる。

　たぶん、さっきよりカリーナの表情が明るくなったせいだと思う。

「はい、ユナさんのクマさんと仲良くなりました。もふもふで気持ちよかったです」

「よかったわね。ユナちゃん、ありがとうね。この子、あの件以来、ずっと暗い顔をしていたから」

　リスティルさんは微ほほ笑えみながら、お礼を言う。

　出会ったときのカリーナの表情は暗く、人生の終わりのような表情をしていた。

　くまゆるとくまきゅうと一緒に遊んだおかげで、カリーナに子供らしい笑顔が戻った。張り詰めていた心が少しは緩んだようだ。

　全員が席に着くと、ラサさんが台車に料理をのせて運んでくる。

　ラサさんのほうからある匂いが漂ってくる。

　この匂いは？

　本当に？

　まさか、ここで出合えるとは思わなかった。

　ラサさんが、パンやサラダ、ちょっとした料理を置いてくれる。そして、お皿に黄土色のスープを入れてくれる。

　その瞬間、懐かしい匂いが鼻を刺激する。

　この匂いを嗅ぐのは数カ月ぶりだ。

　……これは間違いなくカレー。

　カレーの匂いがするスープを凝視する。色、匂い、どう見てもカレーだ。これで、味が違ったら詐さ欺ぎとして訴えたいほどだ。

　でも、具材が入っていない。

　わたしがカレーかもしれないものを見ていたら、ラサさんが話しかけてくる。

「パンにつけて、お召し上がりください」

　わたしに食べ方を教えると、他の人にスープをよそう。

　そして、全員の前に料理を配り終えると、ラサさんも端のほうに座る。どうやら、この家では使用人であるラサさんも一緒に食べるようだ。

「それではユナさん、お口に合うとよろしいんですが」

　いえ、早く食べたいです。食べさせてください。

　バーリマさんの言葉で全員がパンをカレーと思われるものにつけて食べ始める。わたしもみんなの真似をしてパンを摑つかみ、カレーと思われるスープにパンをつけて食べる。口に広がる辛さ、懐かしい味が口の中に広がる。間違いなくカレーだ。

　まさか、ここで出合えるとは思わなかった。

「ユナさん、どうかしましたか？」

　カレーに出合えた感動に浸っていると、カリーナが尋ねてくる。

「カリーナ、これは？」

「カレーですよ。もしかして、口に合いませんでしたか？」

「美お味いしいよ」

「よかったです。とっても美味しいですよね」

　名前もそのままのようだ。カリーナも美味しそうにパンをカレーにつけて食べる。わたしはもう一度パンにカレーをつけて食べる。美味しい。これがあればカレーライスにカレーパン、カレーうどんも作れる。どれも美味しそうだ。

「カリーナ、これを作る方法は知っている？」

「えっと、カレーですか？」

「うん、もし材料とか知っているなら、買いに行きたいんだけど」

　スパイスはこの世界でも料理にも使うから売っている。

　でも、カレー粉はいろいろなスパイスを混ぜて作る。知識では分かっているけど、スパイスからカレーなんて作ったことがないわたしにはできない。

　だから、売っているなら、買いたい。

「えっと、ごめんなさい。ラサ！」

　カリーナは少し迷ってラサさんに声をかける。

　ラサさんがわざわざ、席から離れてやってくる。

「なんでしょうか。カリーナ様」

「ユナさんが、カレーをどうやって作るか、知りたいみたいです」

「カレーですか？」

「材料が知りたいんだけど、スパイスでいいのかな？　どこに売っていますか？」

「えっと、スパイスは売っていますが、このカレーを作るにはいろいろなスパイスを混ぜて作りますので、この状態ではお店には売っていません」

　売っていない……。

　まさか、売っていないとは。

　でも、混ぜれば作れる。

「どのスパイスを使うか、教えてもらうことはできますか？」

　カレーを作ったことはあるけど、ルウを入れて作るカレーだ。スパイスから作ったことなんてない。そもそも、カレーに必要なスパイスの種類も量も知らない。わたしのカレーに対する知識はその程度だ。

「このカレーは母から教わった大切なレシピです」

　お母さんの大事なレシピ。

　もしかして……。

「そのごめんなさい」

「ああ、申し訳ありません、母は生きてますので」

「生きている？」

　さっきも同じようなことがあったけど、言い方が紛らわしいよ。

　てっきり、亡くなったものと思ったよ。

「でも、母親に教わった大切なレシピってことはダメってこと？」

　ここで、依頼の報酬でバーリマさんに頼むって手もあるけど、それは卑ひ怯きょうであり、人の弱味につけこむことになり、最低人間になってしまう。

　他に方法は……。

　お金？　それも人としてダメだろう。人の大切なものをお金で買うことなんてできない。

　……ダメだ。なにも思いつかない。

　でも、知りたい。でも、無理強いはしたくない。

　ここで、カレーのレシピを手に入れられるかどうかによって、わたしの異世界での食事ライフが変わってくる。

　ううううううううう、どうしたら、いいの！

「ラサがこのレシピを大事にしているのは分かっていますが、ユナさんに教えてあげることはできませんか？」

　わたしが心の中で葛かっ藤とうしていると、カリーナが助け舟を出してくれる。

「カリーナ様、ダメとは言っていません。旦那様のお客様です。お教えするのはかまいません。でも、その代わりにわたしにも何か、料理のレシピを教えていただけないでしょうか」

「レシピを？」

「旦那様、奥様、カリーナ様には美味しいものを食べていただきたいと、いつも思っています。なので、一つでも多くの料理のレシピを知りたいです」

　確かに、レシピ同士なら等価交換になる。

　でも、それにはお互いが納得しないといけない。

「それって、ラサさんが知らないレシピってことだよね」

「はい」

「それは難しくありませんか？　ラサはいろいろと料理の勉強をしていますから」

　カリーナがラサさんの料理への勤勉さを教えてくれる。

　そうなると、普通の料理ではダメってことだよね。

　でも、わたしの手札には地球の知識がある。ラサさんが知らないレシピもたくさん知っている。ただ、材料や設備の問題で作れないものが多い。

　そうなってくると、限られてくる。

　現状で作れるのはピザにプリン、ケーキだ。

「お菓子でもいい？」

「はい。かまいません」

「それじゃ、食事のあとで食べてもらってもいい？」

「えっと、これから作るのですか？」

　わたしは首を横に振る。

「アイテム袋に入っているから、すぐに用意ができるよ」

　プリンなら食後のデザートになる。

「それはユナさんが作ったんですか？」

「そうだよ」

　モリンさんのパンやアンズの料理を食べることも多いけど、自分で作って食べることもある。

　特にお米に関する料理は自分で作ることが多い。お菓子もフィナたちに作ってあげたりもする。ただ、自分で作るのが面倒なので、作る回数が少ないだけだ。

「ユナさんは不思議な人ですね。クマさんの格好をしているし、強い冒険者だし、料理もできる。わたしはなにもできません」

　カリーナは落ち込むように下を向く。

　子供なら、そんなものだ。これから、学んで成長していくのだ。

「それじゃ、ラサさんに合格がもらえたら、明日一緒に作ろうか？」

「いいのですか？」

「合格がもらえたら、ラサさんに教えないといけないからね」

　本当は明日は街の探索をしようと思ったけど、カレーのスパイスのレシピを手に入れるためだ。探索なら、依頼が終わったあとでもできる。カレーは今しかない。ラサさんの気持ちが変わらないうちがいい。

　わたしはパンにカレーをつけて食べる。美味しい。絶対にレシピを手に入れないとね。




　そして、カレーを堪能したわたしは全員の前にプリンとスプーンを置く。

　プリンのレシピなら、知らないはずだ。

　あとはラサさんに食べてもらって、納得してもらうだけだ。

「あら、わたしたちもいいの？」

「はい、食べてください。もし、美味しかったら、ラサさんを説得する手助けをお願いします」

「ええ、分かったわ。公平に判断させてもらうわね」

「ラサさん、この食べ物は見たことがありますか？」

「ありません。初めて見ます」

　まあ、そうだよね。見たことがあったら、逆に困る。

「これは……」

　でも、バーリマさんがプリンを見て反応する。

「確か、誕生祭の晩ばん餐さん会かいのときに」

「旦那様は知っているのですか？」

「ああ、フォルオート様の誕生祭の晩餐会のときに出された料理だ。とっても美味しくて、騒ぎになっていた」

　国王の誕生祭に出た料理と知って、ラサさんが驚きの表情に変わる。

　どうやら、国王の晩餐会にバーリマさんも出席していたらしい。

「しかも、レシピは極秘になっていたはず。それがどうして」

「あれ、作ったのわたしだから」

　わたしの言葉にバーリマさんたちは驚きの表情をする。

「そのような料理を」

　ラサさんは驚いたようにプリンを見ている。そして、みんなはプリンを口に入れる。

「おかあさま、おいしい」

　誰よりも先にプリンを食べたノーリスが満面の笑顔で答える。

「美味しいです」

「不思議な感触で、美味しいわ」

「あのときに食べたものと同じだ」

　カリーナ、リスティルさん、バーリマさんと好感触な言葉をもらう。

「本当に美味しいです」

　問題のラサさんからも好評の言葉が出る。

　そして、全員のカップが空になる。

「それで、結果は？」

「もちろん、合格です」

　その瞬間、レシピの取引が成立した。
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　翌日、ラサさんにプリンの作り方を教えることになり、カリーナは一緒にプリンを作る約束をしたので、２人と一緒にキッチンにやってくる。

　一応、プリンの作り方はあまり広めないようにお願いしていた。そしたら、「カリーナ様たちに作って差し上げたいだけですので、お約束します」と約束してくれた。

　あと、問題はプリンの材料の卵が気になったけど、なんでも大きな卵を産む鳥がいるらしい。

　味のほうは試してみないと分からないけど、まずは作り方を教えることになった。

　もし、大きな卵で作って美味しくなかったら、コケッコウを数羽持ってくればいいかな。湖が元に戻ればコケッコウを育てることもできるだろうし。

　でも、大きな卵か、見てみたいものだ。

　大きな卵なら、孤児院のお土産に持っていってあげたらどうなるだろう。子供たちの驚く顔が目に浮かぶ。もし、手に入るようなら、お土産で持っていってあげたいね。




　それと牛もいるらしい。わたしがチーズを買っている牛とは種類が違うようだけど。湖の四分の一は農業と遊牧に使われている。でも、湖の水が減って農家や酪農家も困っているという。

　作物も家畜も湖があるからといって、こんな砂漠の真ん中で育つのかと思ったら、湖のおかげか、ピラミッドのおかげか、街の気温は湖を中心に下がっているらしい。だから、気温は街の外よりも中の方が低いらしい。わたしはクマさん装備のせいで、そのあたりは気づかなかったけど、水の魔石はいろいろと効果をもたらしているみたいだ。

　これは絶対に水晶板を見つけて、水の魔石を交換して、湖を元に戻さないといけない。




「でも、本当にわたしにお教えになってよろしいんですか？　王族の晩ばん餐さん会かいで出されるような料理を」

「昨日も言ったけど、晩餐会のときは国王陛下に頼まれて作っただけだから、気にしないでいいよ。だから、今度はカリーナにも作ってあげて」

　いきなり家に国王がやってきたと思ったら、プリンを作れと言われ、フィナもモリンさんもカリンさんも手伝ってくれずに、一人で寂しく作った記憶が甦よみがってくる。

　でも、今日はそんなことはない。

「それじゃ、カリーナ。一緒に作ろうか」

「はい、がんばります！」

　カリーナは胸のところで小さな手で握りこぶしを作って、元気に返事をする。

　わたしはクマボックスから卵を出す。

　本当は大きな卵で作ってみたかったけど、今日は急なことだったので、手に入らなかった。そんなわけで、今日はいつもの卵でプリンを作ることになる。

「それじゃ、この卵をこんなふうに割ってみて」

　わたしは、卵をコンと軽くテーブルの端で叩たたくと、卵を割って中身を取り出す。

「ユナさん、上手です」

「ほら、カリーナもやってみて」

　わたしは卵をカリーナの小さな手に渡す。

　カリーナはわたしの真似をして、怖がりながら、テーブルの端で軽く叩く。

「もう少し、力を入れないと割れないよ」

「はい、分かりました」

　今度は強く叩いて、どうにか成功する。初めてで成功するなんて、カリーナには料理の素質があるかもしれない。

　そんなカリーナをラサさんは微ほほ笑えましそうに見ている。

「ラサ、笑っていないで。ラサも作るんでしょう」

「カリーナ様、笑っていたわけじゃありません」

「笑っていました」

　カリーナは頰ほおを小さく膨らませる。

　ラサさんも微笑みながら一緒にプリンを作り始める。

　砂糖を入れた水を加熱してカラメルソースを作る。最後に小さなコップにカラメルソースを入れて、プリンの素を入れて蒸す。ラサさんは作業や火加減、材料などをメモっていく。

「あとは冷やして終わりだよ」

「いつ食べられますか？」

「夜には食べられるんじゃないかな？」

「楽しみです」

「ユナさん、ありがとうございます。でも、こんなに簡単に作れるのですね」

「料理なんて、そんなものだよ」

　ただ、材料の入手に問題があるけど。

　午後はカリーナとスパイスを買いにいく予定だ。ラサさんは仕事があるので一緒に行くことはできない。ちなみにお屋敷には数人の使用人がいる。でも、ラサさん以外は通いで、住み込みはラサさんだけらしい。だから、食事は一緒にしているみたいだ。




「本当にわたしがついていかなくても、大丈夫ですか？」

「お店にはわたしが案内するから大丈夫だよ。ラサは仕事があるでしょう」

「そうですが……」

　ラサさんは心配そうにする。でも、スパイスのレシピと分量を書いた紙はもらったから、お店の人に聞いて、買うだけだ。わたしとしても、スパイスの内容とお店の場所が分かれば問題はない。

　わたしはカリーナと一緒にスパイスが売っているお店に向かう。

　道を歩くわたしたち。

　チラチラ。

「くま？」「クマ？」「熊？」

　道を歩くわたしたち。

　チラチラ。

　すれ違う人たちがわたしたちを見ているので、先ほどから一緒に歩くカリーナが周囲の視線を気にしている。

「えっと、ユナさん。今さらですが、いつも、そのような格好をしているのですか？」

「そうだけど」

　どこに危険があるか分からないからね。

　わたしは家に引きこもっていた貧弱娘だ。クマ装備がなければ、フィナにも勝てる気がしない。

「もちろん、可愛かわいいと思いますが、視線とか気になりませんか？」

　気になるに決まっているよ。でも、人生は諦めが肝心って言葉もある。視線は無視するようにしている。気にしちゃ負けだ。……とは言うものの、やはり視線が気になるので、クマさんフードを少し下げる。

「もし、カリーナが気になるなら、少し離れるよ」

　ボッチは慣れているから、今さらだ。

　でも、フィナにそれをやられたら落ち込むかもしれない。「ユナお姉ちゃんと一緒にいると恥ずかしいから、離れますね」とか言われたら数日間家に閉じこもる自信はある。

　もちろん、カリーナだから、落ち込まないわけじゃないけど、そこは付き合いの長さの差だ。

「大丈夫です。領主の娘ってことで、街の人たちに見られることは慣れています」

　カリーナは少し顔を赤くして、わたしのクマさんパペットを摑つかむ。

　でも、クマさんの格好をしたわたしと一緒に歩くことで視線を向けられることと、領主の娘として視線を向けられるのでは、まったく意味が違うような。でも、カリーナの気持ちは嬉しくもある。

「ユナさん、こっちです。行きましょう」

　カリーナはクマさんパペットを引っ張る。

　そして、カリーナの案内でスパイスを売っているお店にやってくる。

「カリーナも買いに来たりするの？」

「たまにラサの付き合いで買い物に来ます」

　カリーナと手を繫つないだまま、お店に入る。その瞬間、いろいろなスパイスが混ざり合った香りが漂う。

　棚を見るといろいろな種類の調味料が並んでいる。でも、売れ切れたのか、棚の半分はなにも置いていない。

　カリーナも空の棚が気になったのか見つめている。

　わたしたちが棚を見ていると、お店の亭主である30代半ばぐらいの男性が近づいてくる。

「これはカリーナ様に、……クマ!?」

　男性はカリーナに挨あい拶さつをして、次にわたしのほうを見ると目を大きくして驚く。

　そんなにジロジロと見ないでほしい。

「えっと、今日はどうなさったのですか？　ラサさんはいないのですか？」

　カリーナに質問しながら、わたしのほうをチラチラと見ている。

　そんなに気になるなら、「どうして、そんな格好をしているのですか」って聞けばいいのに。もっとも、答えるつもりはないけど。

「今日はラサはいないです。今日はこのユナさんがスパイスが欲しいってことなので、付き添いです」

　男性が改めてわたしを見る。

「でも、前に来たときよりも商品が少ないみたいだけど、どうかしたのですか？」

「それは……」

　男性は少し言いよどむ。

　やっぱり、品数が少ないよね。これが通常の状態でないことはカリーナの言葉で証明された。

「いえ、それよりも、今日はなにをお買い求めですか？」

　男性は誤魔化すように商売の話に持っていく。

　会ったばかりのわたしが尋ねるわけにもいかないので、ラサさんからもらったレシピに書かれているスパイスの名前を言っていく。ハッキリ言って、名前が書かれていてもわたしには分からない。

　カレー粉とか書いてあれば分かるんだけど、書いてあるわけはないので、男性に尋ねる。

「えっと、それはこれだな。あと、これ、それに……」

　スパイスが入っている数種類の瓶びんを指さす。

「それで、どのくらいいるんだ？」

「全部」

「…………」

「全部」

　わたしはもう一度答える。

「お嬢ちゃん、お金は大丈夫なのかな？　お嬢ちゃんがどこのお嬢様か分からないけど、スパイスはそれなりの値段はするんだよ」

　まあ、それぞれのスパイスのところに値段が書いてあるから、それぐらいは分かる。

「お金ならあるから、大丈夫だよ」

「そうか。なら、助かる」

「助かる？」

「近いうちに、この街を出ていこうと思っていたからな」

「街を出ていくのですか？」

　男性はカリーナを見て口を閉じるが、すでに遅い。目を左右に動かして、言いにくそうな表情をする。

「申し訳ありません。カリーナ様も湖の水の減少、ピラミッドに魔物の増加、異変が起きていることはご存知だと思います。この街もいつ魔物に囲まれるかもしれません。遅くなれば、出ていくことができなくなるかもしれません。だから、妻と話し合った結果、早めに街を出ようかと考えています」

　だから、お店の商品の半分がなかったわけだ。

「待ってください。湖の水は戻ります。だから、もう少し待ってください。魔物もお父様がどうにかしてくださいます」

「カリーナ様……」

　男性は申し訳なさそうな表情をする。

「同じ考えを持っている者は少なからずいます。魔物なら冒険者を雇えばどうにかなるかもしれませんが、湖の水の減少は誰にもどうにもできません」

　ああ、水の魔石のことは知らされていないんだね。それじゃ、不安にもなる。バーリマさんも簡単には話すこともできないだろうし、難しいところだ。もし、大きな水の魔石があると知れば、盗む者も現れるかもしれない。早めに対処できれば、問題もなかったんだけど、いろいろと不幸が重なって、今の状況がある。

「長く住んだ土地です。わたしどもも離れたくない気持ちもあります。でも、子供がいる身としては……」

「…………」

　男性の言葉にカリーナは下を向いてしまう。わたしはそんなカリーナの頭に手を置き、男性に話しかける。

「でも、まだ、先の話なんですよね」

「ああ、準備をしているところだ」

「それなら、街を出ていく必要はないよ。数日のうちに魔物もいなくなるし、湖の水も元に戻るから。そうでしょう、カリーナ」

　わたしはカリーナに向かって微笑む。

「今、お父様が対処をしてくれています。わたしも頑張ります。だから、もう少し、待ってください」

　カリーナは深々と頭を下げてお願いをする。

「カリーナ様、頭を上げてください。数日でいいんですね」

「はい、必ず。湖を元に戻します」

　カリーナは力強く約束をする。

　わたしはスパイスを買うとお店を出る。

　カリーナは少し落ち込んでいるようだ。でも、街から出ていこうと考えるのはしかたないことだ。湖の水があたりの気温を下げてくれているらしいから、湖がなくなれば、気温が上がって住みづらくもなる。

「カリーナ、大丈夫だよ。水晶板を見つけて、魔石を交換すればいいんだよ」

「ユナさん……」

　最悪、水晶板が見つからなかったら、わたしが単独で迷宮をクリアして水の魔石を交換するって手もある。

　でも、話しに聞いている罠が面倒だから、できるなら水晶板を手に入れたいところだ。








[image: ]331　クマさん、メルさんたちとお茶をする






　カリーナを慰めながら、街を歩いていると、前から見知った人物が走ってくる。

「ユナちゃん、発見！」

「メルさん？」

　メルさんが抱きついてくる。

　その姿をセニアさんが呆あきれた表情で見ている。見ているだけじゃなくて止めてほしいんだけど。

「セニアさんたちも到着していたんですね」

「うん。さっき着いた。それでメルがユナを捜しに行こうって言い出して」

「だって、食事の約束をしたじゃない」

　確かにそうだけど、約束をしたのはジェイドさんとだ。でも、当のジェイドさんとトウヤの２人の姿がない。

「ジェイドさんとトウヤは？」

「２人は冒険者ギルドに報告に行っているよ。わたしたちは別行動して、ユナちゃんを捜していたの。門にいた人にユナちゃんのことを聞いたら、宿を教えたっていうから、行ってみたけど、クマの格好をした女の子は来ていないって言うから、街を歩いて捜していたの。ユナちゃんの格好は目立つからね。それで、適当に歩いていたら、クマって口にする人がいたから、話を聞けば、こっちにクマの格好をした女の子が歩いていたって聞いて、追いかけてきたわけ」

　まあ、クマの格好をした女の子が歩いていたと聞けば、この街なら１００％の確率でわたしだ。これがクリモニアなら、孤児院の子供たちがクマさんの制服を着ているから、確率は下がる。

「あのう、ユナさん、こちらの方は？」

「知り合いの冒険者だよ」

　わたしはメルさんとセニアさんを紹介して、カリーナのことも紹介する。

「領主の娘？」

「カリーナです」

「可愛かわいい子ね」

　メルさんに褒められてカリーナは頰ほおを赤くして、恥ずかしそうにする。

「それじゃ、せっかく会えたし、みんなでお茶でもしようか？　もちろん、カリーナちゃんも一緒にね」

　わたしとカリーナは断ることもできず、一緒に連れていかれる。

　メルさんに連れていかれたのは宿屋だった。たぶんだけど、ここはわたしが泊まる予定だった宿屋だと思う。宿屋の１階は食事や休憩ができるようになっている。

　ここにした理由はメルさんたちが泊まっており、ジェイドさんにわたしを見つけたら、この宿屋に集まることになっていたらしい。

　そして、メルさんが宿屋で働いている店員さんに適当に飲み物を注文してくれる。

「そういえば、ユナちゃんはどこの宿屋に泊まっているの？　初めはこの宿屋だと思ったんだけど」

　わたしも初めはそのつもりだったよ。

「このカリーナの家に泊まらせてもらっているよ」

「カリーナちゃんのお家？　つまり、領主様のお家ってこと？」

「荷物の届け先がカリーナの家だったんだよ」

「そういえば、ユナちゃんは届け物があるって言っていたっけ」

「はい。ユナさんは大事なものを届けてくれました。それで、滞在する間は家に泊まってもらっています」

　カリーナが重要な部分は隠して、説明をする。

「それで、ユナちゃんはいつまでこの街にいるの？」

「ちょっと、カリーナの父親から仕事を受けたから、もうしばらくいますよ」

「仕事？」

　わたしが仕事のことを口にすると、２人は興味深そうな表情をする。

「お金の匂いがする」

　セニアさんが反応する。

　お金になるかどうかは分からないけど、大変な仕事であるのは間違いない。

「その仕事って、ユナちゃん一人なの？」

「そんなことはないよ。たぶん、冒険者ギルドに依頼が出ているはずだよ」

　今朝、バーリマさんが使用人の一人に冒険者ギルドに手紙を持っていかせていたと、ラサさんから話を聞いた。本当はラサさんが持っていくはずだったけど、プリン作りがあったため、バーリマさんが気を利かせて他の使用人に頼んだらしい。

「へえ、そうなんだ。それじゃ、わたしたちも受けようかな？」

「カリーナの父親ってことは、領主様の仕事。きっと、お金になる」

「本当ですか!?」

　メルさんとセニアさんの言葉にカリーナが席を立つ。

「カリーナちゃん？」

　いきなり立ち上がるカリーナに驚く２人。

　わたしはカリーナを落ち着かせる。

「申し訳ありません」

　謝罪をして席に座るカリーナ。

「その……本当に、手伝ってもらえるのでしょうか？」

　カリーナは改めて２人に確認する。

「もちろん、仕事の内容と報酬によるけど。ユナちゃんが参加するなら、安くてもいいと思っているけど」

「メルさんは、この街の状況をどこまで知っていますか？」

「もしかして、湖の水が減っていること？」

　２人はピラミッドに魔物が集まっていることを知らなかったようなので説明する。

「あのピラミッドに魔物が？　もしかして、その魔物を討伐するのが仕事？」

「それもあるけど、ピラミッドの中で捜し物を見つけることかな？」

「捜し物？」

　どこまで話してよいのか分からないので、それ以上は詳しく話すことができない。

「でも、魔物討伐なら手伝うよ。ねえ、セニアもいいでしょう？」

「ええ」

「そんなに簡単に決めていいの？　ジェイドさんたちに相談もしないで」

「２人が断るなら、わたしたち２人で手伝うよ」

　メルさんの言葉にセニアさんが頷うなずく。

「本当によろしいんですか？　魔物の数は多いですよ。他の冒険者は誰も引き受けてくれないほど、危険な仕事になるんですよ」

　カリーナが何度も何度も確認する。

「そんなに多いの？」

「確認はしていないけど、多いみたいだよ」

　２人は軽く悩むがすぐに答えを出す。

「まあ、ユナちゃんがいれば大丈夫よね」

「わたしたちの出番はないかも」

　そんなに人を当てにされても困るけど。この世には魔物を倒したあとの後始末って仕事もある。

　できれば、後始末はしたくないから、手伝ってもらえると助かる。

「あのう、やっぱりユナさんって凄すごいんですか？」

「う～ん、普通は信じないような噂うわさばかりだけど、どれも本当だからね」

「普通はこの可愛らしいクマさんの格好をした女の子が強いなんて信じない」

　言いたい放題言われるが、事実だからしかたない。

「お２人はユナさんの強さを信じているのですね」

「まあ、一緒に仕事をしたこともあるしね」

「その、ユナさんのお話を聞いてもいいですか？」

　いきなり、カリーナが変なことを言いだす。それに対して、２人は嫌な笑みを浮かべる。
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「それじゃ、ユナちゃん伝説の話をしてあげようか？」

「ユナさんの伝説？」

　メルさんの言葉にカリーナが目を輝かせる。

　そもそも、なに？　ユナちゃん伝説って。そんな伝説を作った覚えはないよ。

　でも、嫌な予感しかしないのは確かだ。

「えっと、カリーナ。そろそろ帰ろうか？　メルさんも、依頼を受けるなら、よろしくお願いしますね」

　ここは逃げるが勝ちだ。

　わたしは席から立ち上がるが、テーブルの上に乗せていたクマさんパペットを、メルさんとセニアさんが摑つかむ。

「えっと、なんで摑んでいるのかな？」

「女の子がユナちゃんの話を聞きたいって言っているんだから」

「逃がさない」

　２人がわたしを逃がさないようにする。

　振りほどくことはできるけど、力ずくでしたら、大変なことになる。

「ユナさん、お話を聞いてはダメですか？　でも、ユナさんが嫌がるなら……」

　カリーナは申し訳なさそうな表情になる。

　そんな顔をされたら、無理に連れていくことができない。

　わたしは諦めて、椅子に腰を下ろす。

「変なことを話したら、出ていくよ」

　それから、メルさん、セニアさんによるわたしの伝説の話が始まる。

　冒険者を殴り倒したことや、ゴーレム惨殺事件にゴブリンキング討伐、ブラックバイパーの討伐、一緒にゴーレム討伐をした話をする。

「岩石ゴーレムをパンチ一発で倒すし」

「パンチ!?」

「それからね…………」

　メルさんとセニアさんの会話に興味津々なカリーナ。

「それから、わたしたちや他の冒険者が討伐を諦めたゴーレムを、ユナちゃん一人で倒しちゃったのよ」

　カリーナが信じられないような表情でわたしを見る。

「こんな可愛いクマさんの格好をした女の子が倒したなんて、絶対に信じられないでしょう？」

「はい」

　即答って……まあ、しかたないけど。初見でわたしのことを強いって見抜ける人はいない。いたらいたらで怖いけど。

「しかも、その手柄を放棄して、わたしたちに譲っちゃうし」

「そうなんですか？」

「目立ちたくなかっただけだよ」

「そんな格好しているのに。説得力がない」

　セニアさんに一刀両断される。

　そんなの分かっているよ。だから、少しでも目立つ要素はなくしたい。

「それにクラーケンを倒した噂まで出てくるし」

「流石さすがにそれはない」

　メルさんとセニアさんが笑う。

「それって、本当……」

　カリーナが何かを言いそうになった瞬間、わたしは隣に座るカリーナの口を塞ふさぐ。

「どうしたの？」

「なんでもないよ。ねぇ、カリーナ」

　わたしはカリーナの目を見る。わたしの言いたいことが分かったのか、カリーナは小さく頷うなずく。

　危なかった。もう少しで、クラーケンのことまで広まるところだった。




　わたし以外が楽しく会話をしていると、入り口からジェイドさんとトウヤが入ってくるのが見えた。ジェイドさんもわたしたちに気づいたようで、こちらにやってくる。

「見つけることができたのか？」

「歩いているところを捕獲してきたよ」

　いくら、クマの格好をしているからといって、人を動物みたいに言わないでほしい。

「そうだ。ジェイド、わたしとセニアはユナちゃんの仕事を手伝うことにしたから」

「仕事？」

　メルさんは仕事の内容を説明する。

「ああ、その依頼なら、冒険者ギルドで見た。ギルドからもお願いされた」

「そうなの？」

「ただ、メルが言うとおり、魔物の数が半端じゃないらしい。それで、受ける前にラガルートに乗って見てきた」

　わざわざ見てきたんだ。まあ、簡単には引き受けられないよね。

　でも、わたしも一度、様子を見にいったほうがいいかな？

「それで、流石さすがに無理だから、断ってきた」

「そんなに数が多いの？」

「ああ、遠くから見ただけだけど、かなりの砂が動くのが見えた」

「ウルフなら、問題はなかったんだが、ワームは砂の中にいるからな。でも、ユナが参加するなら、受けるか？」

「ユナちゃんがいれば、この前と同じように倒すことができるもんね」

「ただ、数が多いから、同じことができるかどうかだ」

「ユナちゃん、大丈夫？」

「どのくらい多いか分からないけど。砂から出すだけなら簡単だよ」

「普通はそれが面倒なんだけどな」

「ってことでトウヤ。ギルドまで、ひとっ走りして受けてきて」

「俺、一人でか？　いや、みんなで行こうぜ」

「面倒」

「頑張って」

　２人から否定的な言葉が出る。

　トウヤは悲しそうな顔をする。そんなトウヤの肩をジェイドさんが叩たたく。

「俺が付き合ってやるから」

「ジェイド……」

「まあ、リーダーの役目だからな」

「みなさん、本当にユナさんを信用しているんですね」

　最初は渋っていたジェイドさんがわたしが参加すると聞くと、受けてもいい方向に流れているのが、カリーナには不思議でならないみたいだ。

「まあ、普通は、こんなクマの格好をした女の子なんて信じないよな」

　トウヤが人の頭をポンポンと叩く。

「もっとも、このクマの嬢ちゃんを信じるのはクリモニアの街にいる冒険者ぐらいだろう」

「それにわたしたちは一緒に仕事をしているし、ここに来る途中も一緒にワームを倒しているからね」

「ユナの強さは認めている」

　その強さもクマ装備のおかげなんだけどね。

「みなさん、ありがとうございます」

　カリーナは少し涙目になっていた。冒険者が依頼を受けてくれたのが嬉しかったんだね。
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　ジェイドさんたちが参加してくれることになって、カリーナは嬉しそうだった。

　夕食を終えたわたしは子熊化したくまゆるとくまきゅうを抱きながら、クマフォンに魔力を流す。

『ユナお姉ちゃん？　どうしたの』

　クマフォンから数日ぶりのフィナの声が聞こえてくる。遠くにいても会話ができるって、本当にクマフォンは便利だ。

「そっちはどうなっているかなと思って、なにもない？」

『うん、大丈夫だけど……』

　クマフォンから聞こえるフィナの声は少し困ったような感じがした。

「どうかしたの？」

『カリンお姉ちゃんとアンズお姉ちゃんたちが、ユナお姉ちゃんみたいに、体のサイズを測るのを嫌がって……』

　そんなことか。でも、カリンさんやアンズの気持ちはわたしには分かるよ。フィナも、もう少し大人になれば、体のサイズを測られる怖さが身に染みてくるよ。

　でも、カリンさんもアンズもわたしよりも大きいからいいよね。そのことに関しては仲間ではない。

「それじゃ、サイズのほうは？」

『シェリーちゃんが泣きそうになったら、測らせてくれたよ』

　シェリー、泣き落としなんて覚えたの？

　将来、悪女になったら困るから、男性には使わないように教えないといけないね。

『違います。ユナお姉ちゃんに頼まれた仕事なのに、できないのが悲しかったみたいです』

　どうやら、わたしの心の声が漏れていたらしい。

　シェリーは悪女でなく、生真面目な大人になりそうだ。それはそれで心配になる。

「あとは大丈夫？」

『孤児院のみんなに海に行く話をしたら、すごく喜んで、お母さんと院長先生が騒ぐ子供たちを静めるのに大変そうでした』

　フィナの声から、大変さが伝わってくるけど、フィナも子供でしょうって、突っ込みを入れたくなる。

　でも、喜んでくれているみたいでよかった。喜んでもらえるのが一番嬉しい。

「それで鳥のお世話をしてくれる人は大丈夫そう？」

『お母さんがミレーヌさんに話していました。たぶん大丈夫だって』

　これで、問題点の１つが解決した。

　鳥の面倒を代わりに見てくれる人がいないと、計画を考え直さないといけなくなるからね。

「水着のほうは？」

『なんかシェリーちゃんがすごいやる気になって、大変みたいです』

「どういうこと？」

『作るのが楽しいみたいで、ユナお姉ちゃんが描いてくれた水着以外も作っています。色や柄を考えたりしています』

　わたしが描いたのはモノクロだったからね。色や細かい部分はシェリーに任せてある。

「そういえば、わたしの水着ってどうなったか聞いている？」

　サイズを測っただけで、わたしは水着は決めていない。

　なにが、いいってわけじゃないけど、変なのはやめてほしい。

『ああ、ユナお姉ちゃん。ごめんなさい。お母さんが呼んでいます』

「いいよ。行ってあげて。もし、なにかあったら連絡をちょうだいね。クマの転移門があるから、すぐに駆けつけることはできるから」

『はい、分かりました。ユナお姉ちゃんも早く戻ってきてくださいね』

　通話が切れる。

　海行きに向けて順調のようだ。なら、早く依頼を解決して、帰らないといけないね。




　そして、ピラミッドに行く当日。

　ジェイドさんたち以外にもう一つのパーティーが参加することになったらしい。

　出発する前に、バーリマさんの家に集まり、顔合わせが行われる。

　先にバーリマさんの家に泊まっているわたしと、ジェイドさんたちがやってきて、最後にもう一つのパーティーがやってくる。

「こないだのクマ」

　部屋に入ってきた早々、男はわたしを見て言う。

　だれ？　どこかで会ったことあったっけ？

　わたしが首を傾かしげていると、側にいたカリーナが小さな声で教えてくれる。

「わたしを突き飛ばそうとした冒険者です」

　ああ、あのときのね。それじゃ、その後ろでこっちを見て、オドオドしているのはわたしのことをブラッディベアーと口にした冒険者か。

　そして、簡単に自己紹介などが行われる。

　パーティーは５人。リーダーは例の男で、名前はウラガン。他のメンバーの名前も聞いたけど忘れた。まあ、覚える必要ないからいいよね。

　そして、バーリマさんから依頼内容の最終確認が行われる。

「それじゃ、俺たちはこのクマと娘さんを、ピラミッドまで護衛すればいいんだな」

　先日、カリーナを振り払った冒険者たちはピラミッドまでの護衛らしい。どうやら、バーリマさんと話し合った結果、そうなったらしい。

　そして、ジェイドさんたちはピラミッドの中まで付いてきてくれるとのこと。

「本当にピラミッドの中まで付いていって、娘の護衛までよろしいのですか？」

「基本、ユナが守るってことなので、俺たちは補佐させてもらいます」

「それでも、助かります」

　バーリマさんは心から感謝をする。

　まあ、実際に受けてくれたのは２つのパーティーだけだから、感謝もしたくなるんだろう。

　顔合わせは終わり、わたしたちは街を出る。

　カリーナを含め、ジェイドさんたちは、みんな、フード付きのマントを着て暑さ対策をしている。でも、わたしだけが、クマの格好をしている。

「ユナさん、本当に暑くないんですか？」

「この服は耐熱効果もちゃんとしているから大丈夫だよ」

　カリーナが心配してくれる。でも、暑くもなければ、寒くもない。本当にちょうどいい感じだ。

「そうなんですね。でも、ユナさんを見ていると、暑くなってきます」

　まあ、その気持ちは分からなくはない。ジェイドさんたちには説明をしてあるけど、知らないウラガンたちも、変な目で見ている。

　街の外に出たわたしはくまゆるとくまきゅうを召喚して、わたしはくまゆるに、カリーナはくまきゅうに乗る。

　ジェイドさんたちはラガルートを２頭借りて、それぞれジェイドさんとメルさん、トウヤとセニアさんが乗っている。ウラガンパーティーもそれぞれがラガルートに乗っている。

　ウラガンたちはくまゆるとくまきゅうを見て驚くが、ジェイドさんが何かしらの説明をして、微妙な顔をしている。

　でも、納得したのか、わたしに尋ねてくることはなかった。本当にジェイドさんに感謝だ。

　それにしてもトカゲに似たラガルートが並ぶ中、くまゆるとくまきゅうは凄すごい場違いに感じる。

　まあ、それでも乗るならくまゆるとくまきゅうだけどね。




　ピラミッドの近くまでやってくると、砂漠の砂が動いているのが分かる。

　クマの探知スキルを使ってみると、かなりの数のサンドワームがいる。

「おい、数が多いぞ」

　ウラガンが戸惑ったような声を出すけど、そんなことは、みんな分かっている。

　でも、みんなが見えていないものまで見えているわたしにはもっとたくさんいるのが分かる。

「どうするんだ。固まって、一気にピラミッドまで駆け抜けるか？」

「ユナ、どうする？」

　ジェイドさんがわたしに尋ねる。

「どうして、そのクマに聞くんだ？」

「バーリマさんからも、なるべく彼女の指示に従うように言われていただろう」

「おいおい、ランクＣパーティーのリーダー様が何を言っているんだ。本当にこんなクマのお嬢ちゃんの指示に従うっていうのか？」

　ジェイドさんの言葉にウラガンは鼻で笑う。

　そういえばわたしのランクは知らないんだっけ？

　ちなみにウラガンパーティーはＣに近いランクＤらしい。

「そりゃ、従うさ。この中で一番強いんだからな」

「本気で言っているのか？」

「おまえさんもユナの実力を知れば、納得するさ」

「クマに従って死ぬのはごめんだぞ」

「そのときは逃げればいい。依頼人からも許可が出ているだろう」

　バーリマさんからも、危険を感じたら無理をせず戻ってきてもかまわないと言われている。

「分かったよ。そのときは逃げさせてもらう」

　まあ、そのあたりは自由にしていいよ。カリーナはわたしが守るから。

「それで、ユナちゃん。どうする？」

　メルさんが尋ねてくる。

　どうするかと言われても。わたしは探知スキルを見て、少し考える。

「面倒だから、全部倒しちゃおうか？」

　ピラミッドの内部がどうなっているか分からないし、中まで追いかけてきたら、それはそれで面倒だ。それなら、先に討伐したほうが安全だし、帰りも楽になる。

「おいおい、本気で言っているのか？」

「どうせ、倒さないといけないし」

　今後のことを考えれば倒したほうがいい。それなら、それが後になるか先になるかの違いだけだ。

「おい、簡単に言うな。これだけの数だぞ」

「大丈夫だよ。ただ、みんなには頑張ってもらうことになるけど」

「マジかよ」

　トウヤが信じられないような表情をする。

「おい、俺たちにも説明しろ」

　わたしがサンドワームを掘り出して、他のメンバーが止とどめを刺す。簡単なお仕事です。

　そのことをジェイドさんがわたしに代わってウラガンに説明してくれる。ジェイドさんのこのあたりの気遣いに改めて感謝だ。

　先ほどから、トラブルにならないように、先回りして対処してくれている。

　そういえば、バカレンジャーの扱いも上手かったよね。ジェイドさんはこの手の扱いに慣れてるのかもしれない。

「そんなことができるのか？」

　ジェイドさんから説明を受けたウラガンは驚きの声をあげる。

「できるのは俺たちが保証する。問題は俺たちがサンドワームが砂の中に潜る前に倒すことができるかどうかだ」

「ふふ、もし嬢ちゃんが、本当にそんなことができるなら、砂の中に逃げる前に倒してやるよ」

　ジェイドさん曰く、サンドワーム単体は弱い。ただ、砂の中にいることが厄やっ介かいなのだという。それはウラガンも同様に思っているようで、できるならやってみせろって感じだ。

　まあ、やらせてもらいますけどね。

「そんなわけだ。このクマの嬢ちゃんが、サンドワームを砂から出してくれるらしい。それを俺たちが叩く。それだけの仕事だ。１匹も逃がすんじゃねえぞ」

　ウラガンは仲間に声をかけると全員が大きな声で返事をする。

　サンドワームの数が分からないから言える台詞せりふだね。みんなが思っているよりも多いよ。

「それで分け前はどうするんだ？　俺たちのほうが人数が多いんだから、取り分は多いんだろうな？」

「わたしはいらないから、全部あげるよ」

「そうだな。俺たちは、討伐したあとピラミッドに行く。魔物解体をそっちでやってもらえるなら、俺たちの取り分の半分をやる」

「商談成立だな」

　ウラガンが笑う。ジェイドさんも笑う。

　この商談はどっちが勝ったのかな？

　ウラガンは報酬が多くもらえて嬉しそうだし、ジェイドさんは解体を押し付けることができて嬉しそうだ。

　これはサンドワームが多くて、魔石などの報酬が多くて、喜ぶべきなのか。解体を押し付けられて、悲しむべきなのかは、あとあとのウラガンしか知る由よしがない。

「カリーナは危ないから、くまきゅうとここに残ってて。絶対にくまきゅうから離れちゃダメだからね」

「はい。ユナさん、気をつけてくださいね」

「大丈夫だよ。さっさと倒して、戻ってくるよ。くまきゅうもカリーナをおねがいね。もしものときは街に戻ってもいいからね」

　くまきゅうはちょっと嫌そうに「くぅ～ん」と鳴く。

　どうやら、カリーナを守るのが嫌なのではなく、わたしを置いていくのが嫌なようだ。

「わたしは大丈夫だから。いざとなれば、トウヤを犠牲にして逃げるから」

「おい！」

　トウヤが聞いていたみたいだ。わたしとくまきゅうの大事な話を盗み聞きするなんて、男としてダメだと思うよ。

　まあ、そんなトウヤのことは無視して、くまきゅうを説得する。

「それじゃ、カリーナのことをお願いね」

　わたしはくまきゅうの頭を撫なでてあげると、くまきゅうは「くぅ～ん」と鳴く。

　そして、わたしはくまゆるに乗り、その後ろになぜかメルさんが乗ることになった。

「後ろに魔法を使える人がいたほうがいいでしょう」

　とのことだ。わたしにはくまゆるに乗りたいだけにしか見えないけど。

「剣を振り回すと、メルが危ないかもしれないから頼む」

　とジェイドさんに言われたら断れない。

「ふざけたら、落としますからね」

「そんなことしないわよ」

　そう言いながら、わたしの服を摑む。

　それから、セニアさんがカリーナの護衛を申し出て、くまきゅうの背中に乗る。

　どう見ても、くまきゅうに乗りたいだけだよね。

「カリーナは守るから安心して」

　でも、セニアさんが一緒にいてくれるなら、安心だ。

　性格に難があっても、セニアさんのナイフの扱いは一流だ。サンドワームぐらいなら簡単に倒せるだろう。

　それぞれの準備が完了すると、サンドワーム討伐作戦を開始する。

　先頭をくまゆるが走りだす。その右後ろをラガルートに乗ったジェイドさんとトウヤが走り、左後ろをラガルートに乗ったウラガンパーティーが走る。

　クマさんパペットから風魔法の空気弾を放つと、ウルフほどの大きさのサンドワームが跳ね上がる。それをジェイドさんとトウヤが切り刻む。

　その後ろでウラガンパーティーは驚いている。そんな驚いている暇はないよ。

　わたしは右、左、右、右、左と空気弾を地面に打ち込む。そのたびにサンドワームが砂から飛び出して、砂の上に落ちる。サンドワームは地面に落ちた魚のように跳ねて、砂の中に逃げようとするが、ウラガンパーティーもすかさず攻撃して逃がさない。さらに、メルさんが風魔法でサンドワームを切り刻み、倒していく。

　いい感じだね。

「それじゃ、速度を上げるよ」

　くまゆるが速度を上げる。

「おい！」

「まて、クマ！」

「ふざけるな！」

　聞こえないふりをして、どんどん、サンドワームを掘りあげていく。大漁だね。サンドワームだけど。

「くそ！」

「おまえたち、砂の中に逃げ込ませるなよ」

　ウラガンも諦めたようで、頑張って追いかけてくる。

　まあ、無理そうだったら、わたしも攻撃に参加すればいい。

　あそこに５匹溜まっているね。大きな空気弾を打ち込むと、まとめて飛び出す。これがサンドワームじゃなければ少しは嬉しいんだけど、どうも虫系は苦手だから嬉しくはない。

　わたしは探知スキルを使いながら、サンドワームが多く集まっている場所を重点的に狙ねらい、攻撃していく。わたしたちが通ったあとには、サンドワームの死骸の道ができあがっていく。
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　ウラガンたちが後ろでギャアギャアと騒いでるが、みんなちゃんと討伐している。

　順調だ。

　砂地に向けて空気弾を撃ち込む。サンドワームが砂の中から出て空中を舞う。サンドワームが陸に打ち上げられた魚のように落ちる。そこにメルさんが魔法を撃ち込む。

　メルさんはくまゆるの背中に膝をついて、片手をわたしの肩に置いて、魔法攻撃を行っている。メルさんはわたしのクマさんパペットの向く位置を見て、それに合わせるように的確にサンドワームに致命傷を与え、ジェイドさんたちが止とどめを刺す。それが何度も繰り返される。




　メルさんの援護のおかげで、ジェイドさんたちの体力の消耗を抑えられている。

「ユナ！　まだ、いるのか！」

　後方から、ジェイドさんが息を切らしながら尋ねてくる。メルさんのおかげで体力の消耗が抑えられているといってもゼロではない。徐々に体力は減っていく。

　クマの探知スキルで確認すれば、初めの数よりは半分ほど減っている。結構倒したけど。まだまだ残っている。本当にかなりの数のサンドワームがピラミッドの周辺に集まっていたみたいだ。

「まだ、あっちに行っていないから、まだだよ」

　サンドワームの死骸を見れば通っていない場所は明白だ。

　わたしたちを餌えさと認識して多少、集まってきているが、サンドワームはまだいる。

「ウラガン！　まだ、大丈夫か？」

「だ、大丈夫に決まっているだろう。誰に言っているんだ」

　ジェイドさんがウラガンに確認すると、強気に答える。虚勢を張っているのがバレバレだ。

　でも、弱音を吐かれるよりはいい。

　それじゃ、お言葉に甘えて、残りのサンドワームを掘りに行きますか。

「わたしがフォローするから」

　後ろに乗るメルさんがみんなに言う。

　わたしはサンドワームをどんどん掘り出していく。それにしてもつまらない作業だ。これが魚とか食べられるものだったら、嬉しいけど。サンドワームじゃちっとも嬉しくない。

　同じ作業が続く。

「おい、クマ！」

　後ろでウラガンが叫ぶけど、聞き流す。

「そこの黒いの！」

　わたしの名前は黒いのじゃない。

「まだ、なのか……」

　後ろからの声が小さくなってくる。

「ユナ、後ろが……」

「もう少しだから」

「頼む。止まってくれ……」

「これで終わりだよ」

　最後の空気弾を打ち込んで、このあたりのサンドワームはこれで全滅となる。

　後ろを見ると、全員が息を切らして倒れている。でも、最後は弱音をこぼしていたが、剣を振り続けたウラガンは結構根性はあったみたいだ。

　ウラガン以外のパーティーメンバーはところどころで、止まっている。

「くそ、こんなに動いたのは久しぶりだぞ」

「もう動けない」

　ウラガンパーティーは息を切らして、ラガルートの背中で倒れている。でも、何だかんだでついてきたのは凄すごいね。

　でも、本当に無理なら、わたし一人でやるつもりでいた。

　ウラガンパーティーと違って、ジェイドさんたちなら大丈夫そうと思ったから。

「もう、動きたくねぇ」

　トウヤが愚痴をこぼして、倒れている姿があった。

「でも、まさか本当にこれだけのサンドワームを倒してしまうとは思わなかったな」

　ジェイドさんが周辺の死んでいるサンドワームを見ながら言う。

　ざっと、百はゆうに超え、数百単位になる。

　確かにちょっと多かったね。でも王都での１万体に比べればずっと少ない。これでピラミッドの周辺にいたサンドワームはほぼ討伐することができた。クマの探知スキルで確認しても、まばらに少しいるぐらいだ。このぐらいなら放置してもいいと思う。そもそも、数匹を倒すために移動するのは面倒だ。

「これでピラミッドの中に入れるな。解体は頼むぞ」

　ジェイドさんが疲れているウラガンに容赦なく言う。

「ふ、ふざけるな！　この数を俺たちだけにやらせるのか！」

「約束をしただろう。ユナの取り分と俺たちの取り分の半分をやるから、おまえさんが解体を引き受けるって」

　ジェイドさんはウラガンを見つめる。

　もしかして、ジェイドさん、サンドワームの数を把握していたのかな？

　だから、あんな取引をしたとか？

　ジェイドさんのパーティーはどっちにしろ、わたしとカリーナと一緒にピラミッドの中に行かないといけない。でも、サンドワームの処理も必須だ。取り分の半分を渡すことによって、自分たちは解体に参加せずに、報酬を得ることができる、って考えすぎかな？

「確かに言ったが……」

　ウラガンは砂地で無数に死んでいるサンドワームを見る。

　今日、一日で終わるかな？

　まあ、サンドワームはウルフと違って、必要な素材がほとんどないから、魔石を取ったら、他の魔物が餌えさとして近寄らないように処理をするだけだ。だから、１匹に時間はそれほどかからないはず。でも、数は多い。そして砂漠のど真ん中。解体するには長時間いたくない場所だ。

「数回分の仕事をしたと思えばいいだろう」

「くそ、やればいいんだろう。だが、取り分はしっかりもらうからな」

　確かに今回の討伐で数回分以上の報酬が手に入る感じになるらしい。それが分かっているウラガンは渋々とジェイドさんの言葉を受け入れる。リーダーであるウラガンが納得したので仲間も文句は言わない。

　まあ、頑張って処理をしてもらわないと、餌えさを求めて他の魔物が来ても困る。

　とりあえずわたしたちは一度、カリーナがいるところまで戻ることにする。

　本来の目的はカリーナを連れてピラミッドに入ることだ。でも、サンドワームはほぼ討伐したので安心してピラミッドに向かうことができる。

　カリーナのいる場所に向けて移動したとき、くまゆるが右を向いて「くぅ～ん」と鳴く。

「どうしたの？」

　砂が動く。サンドワーム？

　くまゆるが警戒心がこもったように鳴く。

　探知スキルを使う。反応はサンドワーム。１匹ぐらい残しても大丈夫だろう。

「くまゆる、大丈夫だよ」

　こちらに来たら倒せばいい。放置してもいいだろう。

　そう、思っていたら、小さな砂山がだんだんと近づいてくる。その砂の動きが徐々に大きくなっていく。そのことにみんなも気づく。

「なんだ？」

　小さな砂の波が起きたと思った瞬間、砂が大きく盛り上がり、巨大なサンドワームが砂の中から現れた。

「なんだ！」

「こんな、でかいのがいたのか！」

　前に王都の近くで倒したワームぐらいの大きさのサンドワームが現れた。

　くまゆるが警戒したのはこれが原因だったみたいだね。

　普通のサンドワームかと思ったら現れたのはひときわ大きなやつだった。探知スキルにはサンドワームとしか表示されていない。このあいだの蜂のときもそうだったけど、普通サイズと大きなものは区別してほしいものだ。このあたりが探知スキルの融通が利かないところだ。

　わたしは巨大サンドワームと対たい峙じする。

　もしかして、親とかなのかな？　親がここにいるから、普通のサイズが集まってきたとか？

　それとも、ここで産んだとか？

　それにしてもサンドワームは大きくなるにつれて気持ち悪くなるね。あのネバネバした涎よだれが一番気持ち悪い。

「ユナちゃん！」

「くそ、逃げるぞ！」

「ユナ！　どうする!?」

　後ろにいるメルさんが叫び、ウラガンパーティーは逃げだす。ジェイドさんはわたしとウラガンを交互に見る。戦うか逃げるか、考えているように見える。

　今後のことを考えるなら、討伐したほうがいいに決まっている。わたしは即断する。

　なにより、先に進むのに邪魔だ。

「わたしが倒してくるよ。みんなはカリーナのところに向かって」

　ここは複数で戦うより、一人のほうがやりやすい。

　わたしはくまゆるから降りる。面倒だから、サクッと終わらせることにする。大きなワームの討伐方法は経験済みだ。

「ユナちゃん、わたしも」

「メルさんもくまゆるとカリーナのところで待っていてもらえますか」

　近くにいて襲われたら大変だ。

「ユナ、本当に大丈夫なんだな？」

「大丈夫だよ」

　ジェイドさんに答えると、わたしは一人でサンドワームに向かって駆けだす。サンドワームはわたしを餌と認識し、大きな口から涎を流して、体を這はいずらせながら迫ってくる。

　もしかして、わたしのことを熊と勘違いしたのかな？

　クマＶＳ巨大なサンドワームの戦いが始まる。

　わたしは自分のほうに巨大なサンドワームの注意を向けるため、炎の魔法を放つ。予想通りだけど、サンドワームの体に命中がするが、致命傷にはならない。

　まあ、今の魔法はわたしに注意を引ければ問題はない。一番怖いのはカリーナたちのところに向かわれることだ。くまきゅうに乗っているカリーナなら逃げることはできるけど、ラガルートに乗っているジェイドさんたちは逃げられないかもしれない。

　下手に街に逃げ込んでも、街にサンドワームを呼び寄せることになる。だから、サンドワームの注意をわたしに引き付ける。

　そして、炎の魔法を受けたサンドワームはわたしのほうに頭を向ける。どうやら、上手くいったみたいだ。サンドワームはわたしを追いかけてくる。

　わたしは距離を取りつつ、タイミングを計る。大きな魔物の討伐方法は体内破壊。それが一番簡単で、効果的だ。体内に重要な素材があったら、この方法は使えないけど。今は必要な素材はないから、問題はない。

　サンドワームの攻撃を躱かわしながら、タイミングを待っていると、サンドワームがわたしに向けて大きな口を開く。

　待っていました。

　距離、タイミング、ばっちりだ。

　わたしは手に集めていた魔力を、一気に解放する。わたしの前に小さなクマの炎がずらりと並ぶ。

「クマたち、Ｇｏ！」

　わたしが腕を前に向けて振ると、クマの炎はサンドワームの大きな口にめがけて飛んでいく。そして、涎を流しながら迫ってくるサンドワームの口の中に突入していく。クマの炎はサンドワームの体内を動き回り、内側から焼いていく。それと合わせるようにサンドワームは苦しみ、体をぐにゃぐにゃと曲げる。体を砂地に何度も叩たたきつける。普通の魔法じゃ無理だけど、わたしのクマたちは簡単には消えない。奥まで進んでくれる。

　クマの炎を体内に入れた巨大なサンドワームは、苦しむように砂地に体を叩きつける。あとは待てば、サンドワームは動かなくなる。それで討伐完了だ。

　そう気楽に思っていたら、サンドワームの体がぐにゃっと曲がった。その瞬間、サンドワームの体がわたしに向かってくる。もう、反撃は来ないと思っていたわたしは反応が遅れる。わたしはクマさんパペットでとっさにガードするが、吹っ飛ばされる。

　わたしは砂の上をコロコロコロコロコロコロコロコロコロコロと転がる。
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　わたしは立ち上がると、少しふらつく。

　少し目が回ったけど、体は大丈夫。流石さすが、クマさん装備。

　でも、油断大敵とは言ったものだ。あのまま倒すことができると思って油断をしてしまった。

　先ほどの力が最後の力だったのか、サンドワームの動きは次第に弱まり、力尽きるように静かに砂地に倒れ、動かなくなった。

　一応、わたしは探知スキルで、死んでいることを確認する。油断をして攻撃を一発受けてしまったけど、無事に討伐することができた。

　討伐したことを教えるため、ジェイドさんたちのほうを見ると、くまきゅうに乗ったカリーナがこちらに向かってくるのが見えた。

「ユナさん！」

　カリーナはくまきゅうから飛び降りると、わたしの胸に飛び込んでくる。

「ユナさん、ユナさん」

　カリーナは小さな手でわたしの服を摑み、何度も何度もわたしの名前を呼ぶ。

　顔を見ると、目が赤い。もしかして、泣いていた？

　わたしは優しくカリーナの頭に手を置く。

「もしかして、セニアさんになにかされたの？」

　くまきゅうに乗るセニアさんを見ながら尋ねる。

「わたしはなにもしていない。泣かしたのはユナ」

　セニアさんが意味不明なことを言う。いつ、わたしがカリーナを泣かせた？

　さっきまで、サンドワームと戦っていただけだ。カリーナを泣かすようなことはしてない。泣かすとしたら、側にいたセニアさんだ。

「ユ、ユナさん……」

　カリーナはわたしの胸で泣く。

　わたしはセニアさんに目で「どうして？」と尋ねる。理由が分からなければ、慰めようがない。

「ユナが大きなサンドワームに一人で向かっていった。それでカリーナが心配して、泣きだした。心配をかけたユナが泣かせた」

　なるほど、カリーナが泣いている理由は分かった。かなり、心配をさせたみたいだ。

「しかも、サンドワームにユナが吹っ飛ばされたときは大泣きして大変だった。自分の責任だって言って」

　ああ、遠くから見るとそう見えるのか。大きなサンドワームが現れて、逃げだすウラガンたち。単独で大きなサンドワームに向かうわたし。さらにそのサンドワームに吹き飛ばされるわたし。

　死亡フラグが立ちまくっているね。戦っているわたしからしたら、なんともないんだけど。

「心配かけてごめんね。でも、わたしが強いことは聞いているでしょう。あのぐらい大丈夫だよ」

　クラーケンのことを知っているカリーナだ。大きなサンドワームが出たぐらいで、慌てなくてもいいのに。

「知っているのと、見るのでは違います。あんなに大きな魔物に一人で向かっていくなんて……」

　顔を上げて、わたしを見る。その目は真っ赤になっている。

「わ、わたし、ユナさんが食べられてしまうかと思いました」

　涙目で訴えてくる。

「ふ、吹き飛ばされたときは。もう、ダメかと」

　カリーナの涙が止まらない。

　わたしはクマボックスからハンカチを取り出すと、涙を拭ふいてあげる。本当に心配をかけたみたいだ。

「心配してくれて、ありがとう」

　わたしはカリーナが落ち着くまで頭を撫なでてあげる。

　何だかんだで、責任を感じてついてきているけど、カリーナは普通の10歳の女の子なんだよね。




　わたしがカリーナを慰めているとジェイドさんとウラガンがやってくる。

「本当に倒したのか？」

　ウラガンは何度も大きなサンドワームとわたしのことを、交互に見る。

　ジェイドさんとウラガンはサンドワームを触って確認している。

「信じられん」

「その気持ちは分かる」

　トウヤが同意している。

「とりあえず、しまっちゃうね」

　このまま出しておくわけにもいかない。

　大きなサンドワームの解体をウラガンたちに任せるのもあれなので、クマボックスにしまう。

　今度、クラーケンを釣るときに使えるかもしれない。でも、サンドワームは通常のワームと違うから、味ってどうなんだろう。まあ、試してみて、釣れなかったら、海に捨てればいいかな？

　大きなサンドワームが消えたことにウラガンは目を丸くして驚く。わたしに何か言いたそうにしているけど、尋ねられないので無視する。

　そんな様子を見たジェイドさんが、ウラガンに何か説明をしている。

「いきなり、大きなサンドワームが……あのクマの手の中に……」

「……諦めろ」

　諦めろって聞こえたけど、なにを諦めるのかな？

　ジェイドさんに少し問いただしたい。
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「それじゃ、そろそろピラミッドに行こうか」

　どうにかカリーナを落ち着かせたわたしは、ピラミッドに向けて出発することを提案する。

　ウラガンたちは少し休むと、文句を言いながらもサンドワームの解体に向かった。ジェイドさんたちは、これからわたしと一緒にピラミッドの中に入ることになっている。そのため、少しでも疲労を回復させようと、大きな岩陰で休んでいる。

「カリーナ、大丈夫？」

「はい、大丈夫です。その、いきなり泣いてごめんなさい」

「でも、これでわたしが強いことは分かったでしょう。だからカリーナは安心していいからね。なにがあっても守ってあげるから」

「はい」

　でも、まさかサンドワームと戦って泣かれるとは思わなかった。

　実際、フィナたちでさえ、わたしが大きな魔物と戦っているところを見たことはない。もしも、フィナやノアがわたしが魔物と戦うところを見たらどうなるのかな。ノアあたりだと「ユナさん、凄すごいです」って目を輝かせそうだけど。フィナは心配するかな？

　とりあえず、フィナたちの前で戦うことがあったら気をつけないといけないね。

　いくらチート装備を着けていても、泣く子供には勝てない。

「でも、ユナさん。本当になんともないんですか？　ワームの攻撃を受けたのに」

　確かに攻撃を受けて、コロコロコロコロコロコロと転がった。

「大丈夫だよ。でも、ちょっと、グルグルと回ったから、目が回ったけど」

　ちょっとふらついた真似をしてみせる。するとカリーナは笑いだす。

「ふふ、目が回ったって」

　別に笑わせるつもりで言ったわけじゃなかったけど。面白かったみたいだ。

「わたし、ユナさんが本当に勢いよく飛んで、転がっていたときは生きた心地がしませんでした。なのにユナさんは怪我一つないんですね」

「本当よね。一体どんな体をしているのかしら？」

　休んでいたはずのメルさんがやってきて、わたしの体に触れる。そんなに触らないでください。なんとなく、手つきがいやらしかったので、わたしはメルさんの手から逃げ出す。

　そんなに名な残ごり惜しそうに見てもダメだ。わたしは防御態勢をとる。

「確か、クマの加護だっけ？　そんなものがあるとは信じられないけど。ユナちゃんを見ていると、本当にあるように見えてくるわ」

　いや、呪のろい並みに酷い加護が存在するよ。

　でも、その呪いの加護のおかげで、異世界を満喫しているけど。

「クマの加護ですか？　わたしもクマの加護があれば強くなったり、くまゆるちゃんやくまきゅうちゃんを呼んだりできるんですか？」

「どうかな？　もし得たら、こんな格好をすることになるかもよ」

　わたしは自分を指さす。

　カリーナがジッとわたしのクマの格好を無言のまま見つめる。

「……可愛いと思います」

　なんだろう。一瞬の間は。

「でも、クマさんが呼べるなら、悩むわね」

　メルさんがクマの着ぐるみの格好をするんですか？

　似合うかな？

　セニアさんなら身長がメルさんより低いから似合いそうだけど、メルさんは……。

「ユナちゃん。なにか言いたそうね」

「キノセイデスヨ。それよりも、そろそろ出発しますよ」

　目を逸そらし、わたしはくまゆるに乗る。

　メルさんはなにか言いたそうにしたが、素直に出発の準備に取りかかってくれる。

　カリーナはくまきゅうに乗り、メルさんとセニアさんはラガルートに乗る。２人はくまゆるたちに乗ろうとしたが、丁重にお断りさせてもらった。今回は必要がないからね。

　サンドワームもほぼいなくなったので、ピラミッドまで襲われることもなくなったけど、サンドワームの死骸の横を走りぬけていくことになる。う～ん、大きな幼虫みたいなものの横を通るのは気持ち悪いね。これは早くウラガンに処理をしてもらわないといけない。

　そんなワームの解体を真面目にしているウラガンに挨あい拶さつする。

「依頼はピラミッドまでの護衛だったが、もう必要はないんだよな？」

「うん、このあたりのサンドワームはほとんど倒したからね。役目は果たしているよ」

　ワームは倒したから、ピラミッドまで安全に行くことができる。だから、充分にウラガンのパーティーは仕事の役目を終えている。

　カリーナはウラガンのほうを見ると頭を下げてお礼を言う。

「あのう、ありがとうございました」

「たまたま、そのクマがサンドワームを掘り起こすことができるって言うから、手伝っただけだ」

　ウラガンがわたしを見て、鼻で笑う。

「それに、お礼を言われることじゃねぇ。これは仕事だ。ちゃんとおまえの親父から金はもらうから安心しろ」

　ウラガンはそう言うと、「仕事の邪魔だからさっさと行け」と言う。わたしには照れ臭そうに見えたのは気のせいだろう。それに仕事とはいえ、ちゃんとしてくれたのであれば、礼の一つはするものだ。

　ここで、そんなことを言ってもあれなので、わたしたちはウラガンのお言葉に甘えてそのままピラミッドに向かう。

　ウラガンたちと別れてピラミッドの入り口に到着する。わたしたちを大きな入り口が出迎えてくれる。迷宮探索はゲームを思い出すね。魔物部屋とか、燃えさかる炎の部屋とか、定番の落とし穴もあった。懐かしいね。




　わたしが入り口を見ているとジェイドさんたちがわたしを呼ぶ。

　ジェイドさんのほうを見ると、入り口の横に土の魔法で作ったと思われる小屋みたいなものがある。

「ここは？」

「ラガルートを停めておく場所ですよ。お父様や冒険者たちも来ますので、この中なら小さなワームなら襲われても逃げ込めば大丈夫って聞いてます」

　ジェイドさんたちは、その小屋の中にラガルートを連れて入り、水が入った桶おけや餌えさなどを用意しておく。どれだけの時間、ピラミッドの中にいるか分からない。確かに食べ物は必要だ。

　わたしがみんなの様子を見ていると、トウヤがロープを持ってやってくる。

　なに？

「そこのスペースが空いているぞ。俺が結んでやるよ」

　そう言って、くまゆるにロープをかけようとする。でも、くまゆるは軽く後ろに躱かわす。ロープを持ったトウヤはバランスを崩して、地面に倒れる。そこにくまゆるがトウヤの背中を軽く踏みつける。

「ふぎゃ」

　変な声がトウヤの口から漏れる。

「トウヤ、遊んでないの！」

「俺はそこのクマにロープをくくりつけようと思っただけだぞ」

「ユナちゃんのクマには必要ないのは知っているでしょう」

　メルさんはくまゆるに背中を踏まれているトウヤの尻を踏みつける。

「これからピラミッドに入るから、この場を明るくしようとした、ちょっとしたジョークだろう。それなのに踏むなんて」

「だからって、くまゆるちゃんにロープをかけるイタズラはわたしが許さないわよ」

　メルさんはトウヤを踏む足に力を入れる。それを見たくまゆるも真似をしてトウヤを踏む足に力を入れる。

「ちょ、重い。重い。苦しい。俺が悪かった。二度としないから、どけてくれ！」

　トウヤがジタバタする。それを見てメルさんが足をどけるとくまゆるも足をどける。

「クソ、重たかったぜ。だから、太って……」

　立ち上がろうとしたトウヤをメルさんが再度踏む。

「ふぎゃ」

　カエルが潰つぶれたような声がした。もっともカエルが潰れた音なんて聞いたことないけど。

「なんなら、トウヤを縛っていこうかしら。食事はラガルートと同じでいいわよね」

　メルさんがそんなことを言うと、話を聞いていたセニアさんが賛成の手を挙げる。そこにジェイドさんまでやってきた。さらに面倒になるかと思ったら、ジェイドさんが二人を止めてくれる。救いだされたトウヤはジェイドさんの背中に逃げ込む。

　本当に面白いパーティーだ。




　そして、ついにピラミッドの中に入る。カリーナはフードを脱ぎ、アイテム袋にしまう。それを見て、ジェイドさんたちもフードを脱ぐ。

「中は、それほど暑くないのね」

「はい、ここからはフードを着ていなくても大丈夫です」

「それは助かるな。着ていると動きにくいからな」

　それぞれがアイテム袋にしまうと、ピラミッドの中を進む。

　中の通路は思ったよりも広く、全員が横一列になっても余裕の幅がある。天井も高く、圧迫感もない。

　先頭にジェイドさんとトウヤ、その後ろにくまきゅうに乗るカリーナ。その左右にメルさんとセニアさんが歩く。後方はわたしとくまゆるが守ることになって進む。

　とりあえず、探知スキルで確認する。近くに魔物の反応はない。でも、なにがあるか分からないので、油断はしない。大きなサンドワームのときみたいに油断をして吹き飛ばされでもしたら、またカリーナに心配をかけることになる。

「中は明るいんだね」

「お父様が、このピラミッドにはある仕組みがあって、中を照らしていると言っていました。わたしは昼間しか来たことがないから分かりませんが、夜になると暗くなるそうです」

　ほほう、そんな仕組みが。

　ゲームや漫画だと、誰が用意したか分からない松明があったり、何もないのに明るかったりすることがある。誰が松明やロウソクを用意したんだとか。なんで何もないのに明るいんだとツッコんだりした記憶がある。

　だから、このピラミッドの中を照らす光も、どんな仕組みなんだと、ツッコミを入れたくなる。

　どちらにしても、明るいのはいいことだ。

　トコトコと無言のまま歩く。意外と綺麗だ。ちょっと不謹慎だけど、こういう場所ってわくわくするね。

「魔物はいないみたいだな」

「そうね。外にあれだけいたから、中にもいるかと思ったけど」

　いないにこしたことはない。

「それで、カリーナちゃんを奥まで連れていけばいいんだよね」

「でも、なんで、カリーナを連れていくんだ」

「トウヤ、話を聞いていなかったのか。彼女の魔力と捜し物が呼応して、ある方角が分かるって」

「魔道具かなにかか？」

「はい、とても大切なものなんです」

「まあ、方角が分かれば、捜すのも簡単だろう」

　ジェイドさんたちには魔道具ってことで話してある。噓うそを吐ついているようで申し訳ないけどしかたない。まあ、それに噓でもない。魔道具であるのは間違いない。

　わたしたちは長い通路を進む。通路は徐々に下がっているみたいだ。

　しばらく歩くと、大きな円形の闘技場みたいな場所に出る。

「ここは？」

「ここで、地下に行くための通路とピラミッドの上に行く迷宮の階段に分かれています。あの階段の上を見てもらえますか？」

　カリーナに言われたほうを見る。

　地下に行く通路の横に上に上がる階段がある。その上には観覧席ではないけど、その位置に穴と言うべきか入り口と言うべきか、人が一人通れるほどの穴がある。

　ただ、問題なのが、その入り口が１つや２つではないことだ。２階部分に円を囲むように、無数の入り口がある。１００個以上はあるかもしれない。

「迷宮の入り口です」

「もしかして、全部？」

「はい」

　えっと、しょっぱなから無理ゲーなんだけど。しかも、日々で中の形が変わるって話だ。

　マッピングもできない。もし、わたしがゲームでこんなダンジョンに出合ったらクソゲーのレッテルを間違いなく貼る。ムリゲーほどつまらないゲームはない。

　これは絶対に水晶板の地図を見つけ出さないといけないね。
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「それにしても、話には聞いていたけど本当に凄すごい数ね」

　メルさんが無数にある迷宮の入り口を見る。

　確かに多い。もし、ゲームに実装されたらクレームの嵐だ。ネットで炎上するのは間違いない。

「これじゃ、誰も迷宮に挑戦しようとは思わないわね」

「それに数百年前に攻略されているらしいから、余計に挑戦する者もいないだろう。中にお宝が残っていると言う者もいるが、メリットがなさ過ぎる。もし、迷宮をクリアしても何もなければ、無駄骨だからな。そんな可能性が低いことに挑戦するバカはいないしな」

　確かに、これだけの迷宮をクリアしても、何もなかったら時間の無駄だし、なんの得にもならない。

　わたしも、不確定要素のために無駄な労力は使わない。

「ユナ。俺たちは周辺を少し調べてくるから、待っていてくれ」

　ジェイドさんたちは安全を確認しに周辺の見回りに行ってしまう。探知スキルで確認したけど、この階層には魔物はいない。鉱山のゴーレムを討伐して分かったけど、探知スキルは階層がある場合、その階層にいる魔物にしか反応はしない。だから、この真下に魔物がいたとしても、現状では分からない。

「それにしても、カリーナのご先祖様はよく迷宮を突破することができたね」

　わたしは無数にある入り口を見上げる。

　カリーナのご先祖様、凄すぎだ。そもそも、よくこんな鬼畜なピラミッドの迷宮に挑戦しようと思ったものだ。

　もし、わたしがクリアを目指すとしたら、通路を破壊して目的地を無理やり探していたかもしれない。もちろん、ピラミッドの形は保証しない。跡形もなくなっている可能性が高い。お宝を手に入れるだけなら、それでもいいはずだ。

「それは同じパーティーにいたエルフのムムルート様って方が、迷宮をクリアするのに凄く貢献したと聞いています」

「ムムルート？」

　どこかで聞いたことがあるような名前が出てきた。

　……う～ん、どこだったかな？

「罠わなはドワーフのコディルコ様が、解除して進んだと聞いてます。もちろん、わたしのご先祖様も迷宮をクリアするのに貢献したと聞いています」

　ドワーフのコディルコは聞いたことはないけど、ムムルートはどこかで聞いたことがある。どこだったかな？

　絶対に聞いたことがあるはずなんだけど。

　ムムムム。口をへの字にして考える。

「どうかしたのですか？」

「いや、そのムムルートって名前に聞き覚えがあって」

「ムムルート様ですか？　もしかして、他の迷宮でも活躍しているとかですか？」

　そんなんじゃないと思う。そもそも、昔の冒険者の伝説やお話は何も知らない。どっか、別のところで聞いたはずだ。

　エルフと言えばサーニャさんだよね。それからルイミンに。母親がタリアさん、父親が……。

「……あっ！　思い出した」

　わたしは手をポンと叩たたく。

　お爺ちゃんだ。

　サーニャさんのお爺ちゃんで、エルフの里の村長のムムルートさんだよ。やっと、思い出してスッキリする。

　別に忘れていたわけじゃないけど。ちょっと、物忘れをしただけだ。誰だって、名前の一つや二つ思い出せないことぐらいあるよね。

　誰かに言い訳をするように自分に言い聞かせる。

「なにか、思い出したのですか？」

「そのムムルートさんってエルフなんだよね」

「はい」

「男の人？」

「はい。男性と聞いています」

「もしかすると、知っているエルフかも」

「えっ…………」

　わたしの言葉にカリーナが信じられなそうな表情をする。

　そりゃ、数百年前にこの迷宮をクリアした人物と知り合いと言われれば驚くよね。

「ちょっと、ムムルートって名前のエルフに知り合いがいるんだけど、今はエルフの里の村長をしているし、孫もいるから、年齢的にも合っていると思うんだけど」

　確か数百歳のはずだ。

　同姓同名同種族ってこともあるが、本人の可能性は高い。

　クマの転移門もあるし、今度ちょっと行って、話を聞いてみようかな？

　もし覚えていたら、当時の話を聞けるかもしれない。ムムルートさんが覚えていればだけど。なんといっても数百年前のことだ。忘れている可能性もある。

「今度、会ったときに聞いてみるよ。本当なら凄いからね」

　わたしがそう言ったとき、カリーナの表情が一瞬暗くなったような気がした。でも、もう一度見たときには、笑顔で「はい、お願いしますね。わたしもお話が聞いてみたいです」と返事をした。

　どうやら、表情が暗く見えたのは気のせいだったみたいだ。




　そして、周囲を見回っていたジェイドさんたちが戻ってくる。

「特に危険はないみたいだな」

「それで、わたしたちは下に行くのでいいのよね」

　わたしたちの目的は迷宮のクリアではなく、地下に落ちた水晶板を見つけることだ。

　だから、地下に行くことになる。

　わたしたちは水晶板を求めて階段を下りていく。

　階段を下りると、ピラミッドの人工的な空間から自然に作りあげられた洞どう窟くつへと変わる。階段から下りた場所には広い空間が広がり、青白く光るものが洞窟を明るくしている。どうやら、ここも光の魔法は必要ないみたいだ。

　周辺を見る。大きな鍾しょう乳にゅう石せきみたいなものでできた柱があるけど、壊したら、崩れるかな？

　魔法を使う場合は気をつけないといけないね。

「それで、どっちに行けばいいんだ？」

　全員がカリーナに視線を向ける。ここから先はカリーナの案内で進むことになる。

　カリーナは目を数秒閉じる。そして、目をゆっくりと開く。

「あっちです」

　カリーナは前方を指す。

「でも、下のほうから感じられます」

「つまり、もっと下に行かないといけないわけか」

　前にカリーナが言ってたとおりだね。

　穴を掘りたくなる。方角と距離が分かったら、土管のようなものを作って、目的地まで一直線に繫つないで、滑り台のように滑っていってもいいかもしれない。

　とりあえず、それは最終手段として、わたしたちはカリーナが指をさした方向に進んでいく。

　探知スキルを使うと、どこから入り込んだか分からないけど、サンドウルフとサンドワームの反応がある。

　まあ、こちらにはジェイドさんたちもいるし、危険な魔物ではない。

「ユナさん、本当に見つかるでしょうか？」

「カリーナが場所さえ教えてくれれば、見つかるよ」

　不安そうにするカリーナに答える。いざとなれば、土管方法がある。

「魔物もいないな」

　もう少し進んだ先にいるよ。

　大きな空洞が続く、自然にできた空洞のため、岩肌があり、小さな穴らしきものもある。

「でも、冒険者が魔物を狩りに来るって聞いたが、いるのか？」

「たぶん、この先ね」

　メルさんが紙を見て答える。

「この先に魔物が落ちてくる場所があるみたいね」

「落ちてくる？　どういう意味だ？」

「知らないわよ。冒険者ギルドで聞いたけど、魔物が落ちてくるから、そこが狩場になっているって」

　向かう先も、その魔物が落ちてくる場所も同じ方向らしいので進む。

「地図によれば、この先ね」

　先頭を歩くジェイドさんが腕を横に伸ばして、止まるように指示を出す。

「サンドワームがいる」

　くまきゅうにカリーナを守るように頼み、わたしはくまゆるの上から様子を窺うかがう。

　確かにサンドワームがいるね。10匹ほどのサンドワームがクネクネと動いている。

　でも、地面が砂じゃないから、潜ることもできないみたいだ。

「でも、落ちてくるってどういうことかしら？」

　そうメルさんが呟つぶやいた瞬間、なにかが上から降ってきた。

　サンドワームだ。サンドワームが落ちてきた。もしかして、砂を潜って落ちてきた？

　上を見るが、天井は結構高く、どうなっているか分からない。落ちてきたサンドワームは地面に落ちると、なにもなかったようにクネクネとしている。

「確かに、サンドワームが落ちてきているな」

「でも、ここは冒険者だけの狩場じゃないみたいね」

　さらに奥のほうからサンドウルフが現れる。

「どうやら、獲物を奪いに来たと思っているようだな」

「カリーナ、捜し物はどっちだ」

　ジェイドさんの問いにカリーナはサンドウルフがいるほうを指さす。

「それじゃ、倒して先に進むしかないな」

　ジェイドさんの言葉に全員が武器を構える。

「メル。サンドワームは任せて大丈夫か？」

「砂に潜らなければ、ただの置物よ」

「それじゃ、サンドウルフは俺とトウヤ、セニアの３人で対処するぞ」

「えっと、わたしは？」

「ユナはカリーナを守っていればいい。それが仕事だろう。雑魚の魔物ぐらい、こっちで処理をするさ」

　そう言うと、ジェイドさんたちはサンドワームとサンドウルフの討伐に向かう。メルさんは安全な距離から魔法で攻撃をしてサンドワームを倒す。

　そして、ジェイドさんたちはあっという間にサンドウルフ討伐を終える。ちなみにメルさんが戦っている間もサンドワームが落ちてきていた。

　もしかすると、ここは無限素材集めの場所に最適かもしれない。

　魔物を倒したわたしたちは奥に進む。

　少し下り、さらに進むと分かれ道がある。全員がカリーナに視線を向ける。

「こっちから感じます」

　カリーナの指示どおりに進んでいく。メルさんは分かれ道のたびに地図に書き込んでいく。

　下り坂になっており、わたしたちはさらに下へと向かう。たまに遭遇する魔物はジェイドさんたちが処理する。

　楽でいいね。くまゆるに乗っているだけで進んでいく。

　前を歩いていたジェイドさんが足を止める。

「橋が壊れているな」

　誰かが作ったと思われる木とロープで作られた橋が半壊している。下は崖になっているのかな？

　壊れた橋を見ていたメルさんが下を見る。その瞬間、少し体を引く。

「これは流石さすがに気持ち悪いわね」

　メルさんが橋の下を見て言う。わたしは、なんだろう、と思って、橋の下を見る。

　うん、これは見てはいけないものだった。サンドワームがすし詰め状態でうごめいていた。釣りの餌とかで見るバケツに入れられたミミズ状態だ。無性に魔法で燃やしたくなる。クマの炎を撃ち込めば、きっとよく燃えるはずだ。

　そう思っていると、上からサンドワームが落ちてきて、餌の仲間入りをする。こうやって溜まっていったんだね。

　もしかして、砂漠に集まったサンドワームがここに落ちるとかなのかな？

「どうやら、サンドワームが落ちてきたせいで橋が壊れたみたいだな」

「どうする？」

「わたしが橋を作るよ」

　わたしはくまゆるから降りると、土魔法で橋を作り上げる。さらにおまけとして、屋根つきにした。上から魔物が落ちてきたときに、そのまま橋の上にいたら邪魔だからね。

「凄い魔力量よね」

「クマの加護のおかげです」

　秘技、クマの加護ですませる。説明が面倒なときは、これに限る。

　橋も作ったので下にいるサンドワームは無視をして進むことにする。

「カリーナ、下は見ちゃダメだよ」

「うう、遅いです。くまきゅうちゃんの上から見えてしまいました。落ちたらと思うと、怖いです」

　わたしだって、あんな釣り餌のミミズみたいにすし詰めになっているところに落ちたら、発狂する自信がある。絶対に落ちたくない。

「２人はお子様だな。あんな虫ごときがダメなんて。俺は大人だから大丈夫だぜ」

　前を歩くトウヤがわたしたちをお子様扱いする。

　突き落としていいかな？　いいよね？　あの背中をちょっと押していいよね。

　わたしがそんなことを思っていると、

「えいっ」

　セニアさんがトウヤの背中を押した。

「うわああああ」

　バランスを崩して、ふらつくトウヤ。

「お、落ちる」

　下にいるサンドワームたちは口を開けてトウヤを待っている。

　どうにか、バランスを保ち、橋の上から落ちずにすむ。

　う～ん、残念。

「残念」

　セニアさんの言葉とわたしの心が一致する。

「なにが残念だ。落ちたらどうするんだ！」

「トウヤは大人だから、ワームの群れに落ちても大丈夫」

「大丈夫じゃねえよ。落ちたら、死ぬだろう」

「てっきり、ワームが好きなのかと思って。わたしはお子様だから、あんな気持ち悪いのよりも、こっちのもふもふしたクマのほうがいい」

　セニアさんはくまゆるに抱きつく。

　今回ばかりはセニアさんに賛同する。メルさんもカリーナも、セニアさんの言葉にうんうんと頷うなずいている。

「ジェイド～」

　トウヤはジェイドさんに助けを求める。

「俺もワームより、ユナのクマのほうがいい」

　ジェイドさんにも見捨てられるトウヤ。

　そんな落ち込むトウヤを置いて、わたしたちは先に進む。

　みんな、面倒だと思ったんだね。

「ま、待てよ」

　トウヤが泣きながら追いかけてくる。
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　橋の下でサンドワームがうごめく中、橋を渡ったわたしたちは先に進む。

「それにしても、思ったよりも広いな」

　ゲームだとこのぐらいは当たり前だけど。現実だと違うのかな。流石さすがに地下１００階とかいわれたら、ぶち切れるけど。そしたら、間違いなく穴を掘る。いや、半分、４分の１でも穴を掘る。

「もうすぐです。近づいています」

　カリーナは目を閉じながら言う。その言葉を信じて、わたしたちはカリーナの指示に従って進む。

　かなり下ってきた。

「ここは？」

　砂地だ。下りてきているのに、砂がパラパラと落ちてきている。クマの地図で確認すると、真上はピラミッドではないみたいだ。少しずれている。砂漠から落ちてきているのかな？

「なにかいそうだな」

　ジェイドさんが砂地を見る。

　わたしもジェイドさんの言葉には同意だ。探知スキルを使って確認する。すると初めて見る魔物の名前が出た。名前はスコルピオン。つまり、サソリの魔物なんだろう。

「ユナちゃん、分かる？」

　メルさんが尋ねる。正確にはわたしでなく、くまゆるにだけど。

　わたしが魔物を見つけられることは、くまゆるのおかげだと思っている。

　だから、わたしもそれっぽい振る舞いをしている。

「くまゆる、分かる？」

「くぅ～ん」

　演技が得意なくまゆるは、それっぽく鳴いてみせる。

　わたしはスコルピオンの反応がある場所に空気弾を撃ちこむ。すると、砂の中から少し黒味がかったウルフほどの大きさのサソリが出てきた。

　どうして、こんな大きなサソリがいるかな？　これだからファンタジーには驚かされる。

　ジェイドさんたちはすぐに武器を構えるが、スコルピオンは砂の中に潜ってしまう。

「本当にユナのクマは凄すごいな」

「でも、スコルピオンは厄やっ介かいね」

「どうする。走り抜けるか？」

「いや、それは危険だ」

　トウヤの意見にジェイドさんは首を横に振る。

　スコルピオンは砂の中に隠れている。この世界だと分からないけど、ゲームだとワームよりも知能は高く、近くに来るまでジッとしていることが多い。近くに獲物がやってくると、尻尾しっぽの毒針で獲物を痺しびれさせ、動きを鈍らせて捕食する。

　探知スキルで確認すると、スコルピオンはかなりの広範囲に点在している。

　ワームのときのように掘り起こすことはできるけど、ジェイドさんたちがワーム同様に簡単に倒せるかが問題だ。１匹に時間を取られると、他のスコルピオンが集まってくる可能性もある。

「ジェイドさん。わたしが掘り起こしたら、倒すのは簡単？」

「すまない。スコルピオンとは戦ったことがないんだ。砂漠でも一部の場所にしか生息していないから、滅多に遭遇しない。話を聞くかぎり、甲殻が硬いから、俺やセニアのミスリルの武器なら、突き刺さるが、トウヤの剣では簡単には倒せない」

　つまり、トウヤは今回は役に立たないと。

　トウヤはなにか言いたそうにするが、口を閉じる。

「それにセニアのナイフが届く位置まで近づくとなると、毒針がある尻尾が怖い」

　ナイフだと、ほとんど触れるほどの近さまで近寄らないとダメだからね。それに、テレビで見たサソリの尻尾の動きは速かった。

「メルさんの魔法は？」

「ごめんなさい。スコルピオン相手に使ったことがないから効くか分からないの」

　メルさんの魔法は効くか分からないと。つまり、今のところジェイドさん以外は戦力にならないことになる。

「でも、弱点は水だから、役に立てるかも」

「水が弱点？」

「ああ、水をかけると一瞬だが、スコルピオンは硬直すると聞いている。その隙にスコルピオンに攻撃をするのが最も効率的な倒し方らしい」

「あと、お腹が軟らかい」

　セニアさんが弱点を追加する。

　地面に這はいずるサソリを裏返しにしないといけないわけか。

　う～ん、どうしようかな？

「嬢ちゃんに橋を作ってもらえばいいじゃないか？」

「毒針を飛ばすこともできるから、危険よ」

　トウヤのアイデアをメルさんが却下する。

　そうなると、横壁がある橋を作ればいいことなんだけど。今回は、かなり距離がある。作ってもいいけど。もしものことを考えると、倒しておきたい。進んだ先で挟み撃ちされる可能性だってある。

　スコルピオンの特徴は水をかけると硬直をする。お腹が柔らかい。砂の中に隠れている。毒針を飛ばしてくる。

　う～ん、どうしようかな。

「わたし一人で行ってくるよ」

　悩んだ結果、わたしはみんなにそう答える。

「ユナさん！」

「ユナちゃん！」

「危険よ！」

　わたしの言葉に全員が驚く。

「倒さないと、カリーナが安心して通れないからね」

「でも、一人って。わたしたちも手伝うわよ」

「ああ、別に倒せない魔物じゃないからな」

「ううん、いいよ。わたしがサクッと倒してくるから」

　みんなの気持ちだけを受け取っておく。

　ジェイドさんたちのことだ。社交辞令で言っているわけじゃないことは分かる。でも、危険なことには変わりない。目の前で怪我でもされたら、寝覚めが悪くなる。

「サクッとって、そんなに簡単に言うけど、大丈夫なのか？」

「試したいことがあるから、それがダメだったら、別の方法を考えるよ」

　素直に橋を作ってもいいし。

「ユナさん、気をつけてくださいね」

　カリーナが心配そうにわたしを見る。

「すぐに倒して戻ってくるよ」

　わたしが砂地に一歩踏み込むと、スコルピオンが静かに動く。探知スキルで分かるぐらいだ。獲物を狩るように静かに移動する。

　わたしは以前、クリモニアに来たばかりのときに買った安物の鉄のナイフをクマボックスから取り出す。

　ナイフに魔力を通す。そして、砂の中に身を潜めているスコルピオンに向けて投げる。砂の中にいたスコルピオンが、ナイフが突き刺さったまま砂から出てくる。一本だけじゃ致命傷にならなかったみたいだ。わたしはもう一本のナイフを顔に向けて投げ込む。頭に命中したスコルピオンは息絶える。

「ユナちゃん、くまゆるちゃんと離れていてもスコルピオンの場所が分かるの？」

「くまゆるとくまきゅうとは、心が繫つながっていますから」

　わたしがそう言うと、くまゆるとくまきゅうが同時に「「くぅ～ん」」と鳴く。

　とりあえず、ナイフに魔力を込めれば、安物でも硬い甲殻に突き刺さることが判明した。

　水？　お腹？　弱点？　それはそれ、これはこれだよ。

　倒せれば問題はないよ。

　でも、スコルピオンに突き刺さったナイフを抜き取ると、刃はボロボロになっていた。１回きりの使い捨てになりそうだ。

　わたしの魔力に耐え切れなかったようだ。

　まあ、もともと使い捨て用に買ったし、使い道もなかったナイフだから、問題はない。

　それに下手に魔法を使えば、別のスコルピオンに気づかれ、集まって来てしまうかもしれない。もし、呼び寄せることになれば、近くにいるカリーナにも危険が及ぶ。

　なので、今回は一匹一匹、静かに倒せるナイフを使うことにする。

　わたしは歩きながら身を潜めているスコルピオンに向けて、魔力を込めたナイフを投げていく。１００本買ったから、数は足りるはず。

　ナイフを出す。魔力を込める。探知スキルで確認。スコルピオンめがけて投げる。これの繰り返しだ。

　だいたい、１匹あたり２～３本で倒すことができる。スコルピオンの尻尾にだけは気をつける。

　ときおり、わたしに向けて毒針を放ってくるスコルピオンもいるが、前もって土魔法の準備をしているわたしに死角はない。

　しかし、あと一匹というところで、使い捨てナイフの在庫がなくなってしまう。

　しかたないので、わたしはミスリルナイフを取り出し、魔力を込めて最後の１匹に向けて投げる。

　スコルピオンが一撃で動かなくなる。

　おお、威力アップ。流石さすが、ドワーフのガザルさんが作ったミスリルナイフだ。引き抜いても刃こぼれ一つない。綺麗な刀身のままだ。

　安物ナイフと比べてはガザルさんに失礼だけど、流石だと言いたい。

　すべて倒したわたしは、スコルピオンを回収しながら、ジェイドさんたちのところに戻ってくる。

「終わったよ」

　わたしが戻ってきたとき、トウヤとくまゆるがわたしに向かって駆けだしてくる。

　えっ、なに？

「あぶねえ」

　わたしに摑つかみかかろうとするトウヤを、サッと２、３歩横に避よける。

　なんなの？

　その疑問はすぐに分かった。

　トウヤがわたしがいたところを駆け抜けた瞬間、上からスコルピオンが落ちてきた。

　わたしは驚いたせいで反応が遅れる。でも、駆けつけたくまゆるが左足でスコルピオンの胴体を踏みつけ、右足で尻尾を踏みつける。

「くまゆる！」

　わたしはすぐに正気に戻り、クマさんパペットに握ったミスリルナイフでスコルピオンの尻尾を切り、胴体に突き刺す。スコルピオンは動かなくなる。

　冷や汗が出る。今のは流石に焦って、嫌な汗が出てしまった。

　トウヤを見ると砂地に顔を突っ込んで倒れていた。

「えっと、トウヤ。大丈夫？」

「ああ、大丈夫だ」

　わたしが心配して声をかけると、トウヤは顔に砂をつけながら立ち上がる。

「その、ありがとうね」

　トウヤが声をかけてくれなかったら、スコルピオンの攻撃を受けていたかもしれない。

　でも、くまゆるが「そんなことないよ。僕が守ったよ」って顔でわたしを見る。

「くまゆるもありがとうね」

　助けてくれたくまゆるの頭を撫なでてあげる。

　くまゆるだけを撫でると、くまきゅうがいじけるので、くまきゅうも撫でる。

「くまきゅうもカリーナを守ってくれてありがとうね」

「ユナちゃん、大丈夫？」

　メルさんが駆け寄ってくる。

「大丈夫だよ。トウヤが声をかけてくれたからね」

「でも、トウヤ。よく気づいたわね」

「ああ、嬢ちゃんを見ていたら、上で音がした気がしてな。気になって、上を見たらスコルピオンが落ちてくるところだったわけだ。決して、嬢ちゃんの持っているミスリルナイフが羨うらやましくて、見ていたわけじゃないぞ」

　それ、本音言っちゃってるよね。

　でも、そのおかげで助かったのは事実だ。

「ちなみに、俺のほうが、そのクマより速かったな」

　トウヤが自慢げに言うと、くまゆるが悔しそうに鳴く。

　確かにそうだけど、本当に大人げない。さっきまでの感謝の心が消えてしまう。

　その一言がなければ、好感度が上がったのに。

「それでユナ。そのナイフは……」

　トウヤだけでなく、セニアさんがわたしのミスリルナイフに興味を持ったようで尋ねてくる。

「前にセニアさんがナイフで戦うところを見て、ミスリルナイフを作ったんですよ」

　そう言うと、セニアさんは少し頰ほおを赤らめて嬉しそうにする。

　セニアさんの二刀流。格好いいからね。

　本当はフィナの解体用のナイフだけを作るはずだった。でも、ミスリルが予想外に多く手に入ったから、武器用のナイフも作った。

「見せてもらってもいい？」

　わたしはミスリルナイフをセニアさんに渡す。

　セニアさんは刀身から柄まで、じっくり見る。

「すごい、綺麗。それに武器としてもとってもいいナイフ」

「王都のガザルさんってドワーフに作ってもらったんですよ。よかったらセニアさんも作ってもらうといいですよ」

「ガザル……」

　わたしがガザルさんの名前を出すと、なにかを探すようにミスリルナイフを凝視する。

「……あった」

「なにが、あったんですか？」

　セニアさんは小さな指でナイフの柄に近い刀身の部分をさす。

　そこには何かが掘られている。

「刀匠ガザルさんが本気で作った武器には名が刻まれている。ガザルさんは滅多なことじゃ、刻まないことで有名。羨ましい」

　そうなんだ。ガザルさん、そんなこと一言も言わなかったから、知らなかったよ。教えてくれてもよかったのに。

「しかも、クマの紋章まである」

「ガザルさんが暇だからって彫ってくれたんだよ」

「ありえない」

　そんなことを言われても、わたしがいつまでも取りに行かなかったから、暇だから彫ったと言っていた。

「くそ、俺もこの依頼が終わったら、王都でミスリルの剣を作るぞ」

　トウヤ、その発言は死亡フラグっぽいから……。

　とりあえず、スコルピオンを倒したわたしたちは先へ進む。

　カリーナ曰く、もうすぐだそうだ。
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「この先です。もう近いです」

　カリーナはくまきゅうの上で嬉しそうにする。

　このまま無事に地図の水晶板を回収して、水晶板を使って、水の魔石を交換できれば依頼は完了だ。

「サンドワームの討伐のときはどうなるかと思ったが、結構、楽な仕事だったな」

　前を歩くトウヤがそんなことを言い出す。

「なにを言っているのよ。サンドワームを討伐できたのも、橋を作ったのもユナちゃんでしょう」

「スコルピオンを倒したのもユナ」

「大変な仕事は全部ユナちゃんがしているんだから」

「確かにそうだが、俺たちだって戦っただろう」

「トウヤが楽な仕事だって言うから、ユナちゃんがいなかったら大変だったよって話よ」

「俺だってミスリルの剣を持っていれば、スコルピオンぐらい」

「そうだな。さっきのトウヤの話じゃないが、王都に戻ったらミスリルの剣を買うか。パーティーの戦力の底上げにもなるしな」

「確かにそうね。トウヤがミスリルの剣を持てば、ジェイドの負担も減るしね」

「異議なし」

　前回のゴーレムのときは、「まだ早い」とか言っていたけど、トウヤも成長しているみたいだ。

　みんなからも許可が出たから、トウヤは嬉しそうにするかと思ったけど。微妙な顔をしている。

「トウヤ、どうした？」

「…………金がない」

「おい！」

　わたしも釣られてツッコミを入れそうになる。さっきは買うって言っていたじゃない。お金があるんじゃなかったの？

　小一時間ほど、問い詰めたくなる。

「信じられないわね」

「トウヤ、最低」

「だから、あれだけ貯めとけと、言っていただろう」

「だってよう。みんなが早いって言うから……」

　言い訳をしようとするが、ジェイドさんがトウヤの背中をバシッと叩たたく。

「少しなら、俺が出してやる」

「ジェイド！」

　トウヤはジェイドさんの言葉に嬉しそうにする。

　ジェイドさんは優しいね。

　そんな２人を見たメルさんはため息を吐つく。

「しかたないわね。なら、わたしは貸してあげるわ」

　呆あきれ顔で言うメルさん。

「貸すけど。返さなかったら、ミスリルナイフの餌え食じきにする」

　セニアさんはナイフを取り出して、トウヤの前でチラつかせる。

「うぅ、みんな、ありがとう」

　みんなトウヤのことをいじっているけど、何だかんだで、仲が良いパーティーだね。

　ミスリルの鉱石はミスリルゴーレム（ハリボテ）を倒したときのが余っている。ジェイドさんたちには今回を含め、ゴーレムのときもお世話になっている。だから、わたしとしてはミスリル鉱石を少しならプレゼントしてもよかったんだけど、必要ないみたいだ。

　トウヤはみんなの言葉に嬉しそうにしているし、みんなは微ほほ笑えましそうにトウヤのことを見ている。わたしが余計なことをする必要もない。




　このままなにごともなく、水晶板が見つかれば。トウヤの言葉じゃないけど、思ったよりも楽に終わりそうだ。

　わたしたちは坂を下っていく。

「この先です」

　もし、くまきゅうに乗っていなかったら、カリーナは今にも駆けだしそうな雰囲気だ。坂を下り終わり、真っ直ぐの通路が続く。通路を進むと、開けた空間に出た。

「ここは……」

　目の前に大きな空間が広がる。

　わたしたちは空間の上のほうに出たようだ。そして、下を見ると全員が目の前に広がる光景に絶句する。

「なんだ、これは……」

　わたしたちの視界に広がるのはスコルピオンの群れ。そして、群れの中央には信じられないほどの大きさのスコルピオンがいた。

　硬そうな甲殻に覆われ、人の体なんて簡単に挟める大きなハサミを持ち、大きな尻尾をユラユラと揺らしている。

　ウルフほどの大きさのスコルピオンが小さく見えるほどだ。胴体の大きさだけで10ｍは余裕で超えている。なによりも色が禍々しい。真っ黒な色をしている。その色が恐怖を煽る。

「なに、あの大きなスコルピオン」

「大きい」

「冗談だろう」

「聞いたことはあるが、見たのは初めてだ」

　ジェイドさんたちも驚いて、気づかれないように静かに観察する。

　わたしは探知スキルで確認する。『スコルピオン』と表示される。だから、やめようよ。

　他のスコルピオンと大きさが違うんだから、ここはビッグスコルピオンとか、黒いんだから、ダークスコルピオンとか、ブラックスコルピオンとか言い方あるよね。親玉ならキングスコルピオンでもいいよ。

「流石さすがにあれを倒すことはできないぞ」

「それに、周りにいるスコルピオンが邪魔ね。まともに戦うこともできないわよ」

「戦う必要はない。落ちているなら、拾えばいい」

　確かにセニアさんの言うとおりだ。あくまで、水晶板を探しに来たのであって、スコルピオンを倒すのが目的ではない。

　あの30匹以上いるスコルピオンに、大きなスコルピオンを倒す必要はない。

「それでカリーナ。探し物はどの辺りにある？」

　ジェイドさんが尋ねる。

　ここのどこかに落ちているなら、なんとかして拾わないといけない。できればスコルピオンがいないところだといいんだけど。

　カリーナは目を瞑つむって、水晶板の場所を探そうとする。

　そして、ゆっくりと目を開く。

「……うそ。うそでしょう」

　小さな声で呟つぶやく。

　カリーナはくまきゅうから降りて、信じられないように大きなスコルピオンを見る。

「うそ……なんで、ここまで来たのに」

「カリーナ、どうしたの？」

「ユナさん……」

　カリーナは今にも泣きそうな目でわたしを見る。

「す、水晶板。あの大きな魔物の中にあります」

「……冗談だろう？」

「あれは倒せないぞ」

　カリーナの言葉にジェイドさんとトウヤが、大きなスコルピオンを見る。

「隙を見て拾うのと、倒すのは別」

　セニアさんの言うとおりだ。落ちてるだけなら、わたしやメルさんの魔法で注意を引いて、その隙に拾うことはできるかもしれない。でも、スコルピオンの体内にあるとなれば倒さないといけない。

「倒すなら、もっと冒険者を集めるか、高ランク冒険者を呼ばないと無理だぞ」

「メルさんたちでも倒せないんですか？」

　わたしの問いにメルさんは少し考える。

「う～ん、かなり厳しいわね。命を懸けて戦えば勝てるかもしれないけど。でも、その場合は犠牲を覚悟しないといけないわね。戦えば誰かが死ぬかもしれない。死ななくても、大怪我をするでしょうね」

「でも、それはあの周りのスコルピオンがいないのが条件。あの小さなスコルピオンが邪魔をしている」

　メルさんの言葉にセニアさんが条件を付け加える。

　確かにあの小さい（ウルフサイズだからわたしとしたら小さくない）スコルピオンは厄やっ介かいだよね。戦いになれば絶対に襲ってくるはずだ。

　先に小さいスコルピオンを倒すにしても、数が多いし、大きなスコルピオンが黙って見ているとも思えない。

「これは一度引き返して、バーリマさんの意見を仰いだほうがいい」

「そうね。流石に無理な戦いは避けるべきね」

「一度、戻るべき」

「俺にミスリルの剣があれば」

　場を和ませるために言ったんだろうけど、誰もトウヤの独り言には突っ込まない。

　カリーナはジッと、大きなスコルピオンを見つめている。

　う～ん、倒す方法はあるかな？

　メルさんの言葉じゃないけど、小さいスコルピオンが邪魔だ。

　小さなスコルピオンがいなければ、ガチ勝負でもよかったんだけど。上から小さいスコルピオンを攻撃して、先に討伐してから戦う？

　わたしが倒す方法を考えていると、皆は戻ることで意見を一致させる。

「カリーナちゃんもそれでいいわよね」

「……はい」

　カリーナは唇を嚙かみ締めると、小さく悔しそうに返事をする。

　カリーナも了承したので、みんなはやってきた道を戻ろうとするが、わたしは動かない。

「ユナさん？」

「カリーナはジェイドさんたちと一緒に先に戻って」

　わたしの言葉に全員が驚きの表情を浮かべる。

「ユナちゃん。もしかして、戦うつもりなの？」

「スコルピオンはサンドワームとは違う。甲殻は硬く、動きも速い。危険」

「ここは無理をするところじゃない。一度、バーリマさんに話してからでも遅くないだろう」

　全員がわたしを止めようとする。でも、目の前に目的のものがある。あの大きなスコルピオンは、いまデゼルトの街にいる冒険者を全員集めても倒せるとは思えない。王都や他の国から強い人を呼び寄せるにしても時間がかかる。

　それに、なによりもここにはクマさんチートを持ったわたしがいる。ここで戦わないでいつ戦うのか。

　わたしはカリーナの頭にポンと手を置く。

「ユナさん……」

「大丈夫だよ。ちゃんと、水晶板は手に入れるから」

　カリーナは首を何度も横に振る。

「ダメです。危険です。もう、いいんです。お父様に報告します。ユナさんはここまで連れてきてくれました。約束を守ってくれました。いくら、ユナさんが強くても、危険です。あんな魔物には勝てません」

「違うよ。わたしの仕事は水晶板を手に入れて、カリーナと一緒に帰ることだよ」

「ユ、ユナさん……」

　カリーナはわたしのクマの服を小さな手で握りしめる。

　わたしはカリーナの頭の上に手を置き、ジェイドさんたちのほうを見る。

「カリーナをお願いします」

「本当に戦うつもりなのか？」

「それなら、わたしたちも一緒に」

「メルさんたちの仕事は捜し物の場所まで、わたしとカリーナを護衛することでしょう。もう、依頼は達成していますよ。あとはわたしの仕事だよ」

「なら、ユナも戻るべき」

「そうよ。いくら大切なものでも、ここで命を懸けて戦う必要はないわ」

　セニアさんとメルさんが心配そうに止めてくれる。

　別に命を懸けて戦うつもりはない。クマさんチートがあるから戦うだけだ。それに、ここで戦わないのは元ゲーマーとして恥ずかしい行為だ。

「勝てそうになかったら、ちゃんと逃げますから大丈夫ですよ」

「本当に無理をしない？」

「わたしに、もしものことがあったらカリーナが責任を背負いそうだしね」

　わたしはカリーナの頭の上にもう一度、ポンと手を置く。

「ユナさん……」

「……分かったわ。カリーナちゃんは責任をもって上まで連れていくわ。だから、ユナちゃんもちゃんと戻ってきてね」

　死に向かう人のような感じに送りださないでほしい。

　そんな死亡フラグはいらないよ。

　わたしは死なないよ。無理だったら、素直に諦めて逃げるよ。

「くまきゅうもカリーナをお願いね」

「くぅ～ん」

　くまきゅうはわたしに擦すり寄ってくる。

「今日は一緒に寝ようね」

「くぅ～ん」

　くまきゅうはカリーナのところに移動すると、腰を下ろす。今日のくまきゅうは聞き分けがいい。帰ったら、たくさん遊んであげないといけないね。

「本当に無理だけはするなよ」

「しませんよ」

　みんながやってきた通路に移動すると、わたしは入り口を土魔法で壁を作って塞ふさぐ。

「ユナちゃん！」

「ユナさん、なんで塞ぐんですか！」

　壁の反対側からカリーナの叫び声がする。

「スコルピオンがここを通って、カリーナたちを追いかけたら大変でしょう」

　わたしのことに気づけば、ここまで登ってくるかもしれない。そうなれば、最悪挟まれることにもなる。

　それになによりも、カリーナとジェイドさんたちが戻ってくるのを防ぐためだ。どんな戦いになるか分からないけど、洞窟が崩れて危険に巻き込むかもしれないし。チート全開で戦うことになるかもしれない。なるべく、そんな姿は見せたくない。それにわたしが戦うところを見て、またカリーナに泣かれでもしたら困る。

　入り口を塞いでおけば、戻ってくることはできない。

「そうかもしれないけど」

「ユナさん……」

　壁の向こう側からカリーナの泣きそうな声が聞こえてくる。

「ユナさん……死なないでください」

　クマさんチートがあるから大丈夫だよ。

　ピンチのときはクマの転移門もあるし。逆にみんながいると使えない。

「嬢ちゃん。戻ってきたら、一緒に美う味まいもんでも食べに行こうぜ」

「トウヤの奢おごりだよね」

「ユナちゃん、戻ってきたら、もう一度くまゆるちゃんに乗せてね」

「少しだけですよ」

「今度、ナイフを使った試合がしたい」

「手加減してくださいね」

　なにか、壁越しに今生の別れみたいになっているんだけど。やめてほしい。

　わたしはちゃんと生きて帰るよ。

　カリーナたちは入り口から離れていく。

　それじゃ、戦いを始めますか。
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　一人残ったわたしは巨大スコルピオンに視線を向ける。

「さて、残ったはいいけど、どうしようか。くまゆる？」

　一緒に残ったくまゆるに問いかける。

「くぅ～ん」

　そんなこと分からないよ、的な顔をするくまゆる。

　それはそうだよね。

「クマの炎で焼けるかな」

　ちょっと、イメージしてみる。甲殻を燃やせなくても、中は熱で焼けるかもしれない。鍋を火にかければ熱は内側まで伝わる。中に熱が伝われば、中を焼くことができるかもしれない。

　くまゆるを見ると、「くぅ～ん」と鳴いて、小さく首を横に振っている。

　なんでかな？

　くまゆるは体を起こすと、自分のお腹に手を触れる。

「お腹が痛いの？」

「くぅ～ん」

　くまゆるは首を横に振る。

　どうやら、違ったらしい。

　くまゆるは首を動かして、大きなスコルピオンを見る。

「スコルピオン？」

　くまゆるのお腹……、スコルピオン……、それに導かれる答えは……、えっと……。

　ポン。ああ、分かった。

「水晶板か」

　わたしの答えが合っていたのか、くまゆるは嬉しそうに鳴く。

　自分のお腹を触っていたのはスコルピオンの中の水晶板を表していたらしい。

　そうだよね。水晶板の強度がどれほどのものか分からない。クマの炎の熱で耐え切れるとは思えない。クマの炎はかなりの温度だ。クマの炎で水晶板を熱したら、壊れるかもしれない。いや、間違いなく壊れる。

　でも、そうなると同様に電撃系の魔法も使えない。体内でどのような影響を与えるか分からないし、電撃が流れて水晶板が割れてしまうかもしれない。そう考えると内部破壊の魔法は使えない。

　あとは水、氷、風、土になるけど、どれも致命傷を与えられる気がしない。

　戦う前はクマさんチートを使えば簡単に倒せるかと思ったりしたけど、体内にある水晶板のことを考えると、使える攻撃方法が限られていく。

　これは意外と面倒な戦いになるかもしれない。

　教えてくれたくまゆるの頭を撫なでてお礼を言っておく。




　とりあえず、大きなスコルピオンと戦う前に、邪魔な小さなスコルピオンの処理をすることにする。

　わたしは数十ｍほどの高さから身を乗り出して、真下あたりを歩いているスコルピオンめがけて、氷の矢を放つ。

　氷の矢はスコルピオンの背中に突き刺さる。でも、なにごともなかったように歩いている。

　甲殻が硬いせいなのか、氷の矢に威力がなかったためか、今の程度の攻撃では倒せないみたいだ。

　雑魚だと思って、少し甘くみていたかな？

　もっと、硬く、鋭く、速くしないとダメみたいだ。

　氷の矢が刺さったスコルピオンは尻尾しっぽを上に向ける。そして、上にいるわたしに向けて針を飛ばしてくる。わたしはとっさに体を低くして避ける。

　わたしは体を這はいずりながら下を見る。すると、スコルピオンが集まりだしてきた。

　ちょ、早いよ。

　氷の矢を一本放っただけだよ。

　どんだけ連携が取れているのよ。でも、ここにいれば大丈夫のはず。

　と思っていたら、スコルピオンが壁をよじ登ってくる。

　冗談でしょう。しかも、登ってくる速度が速い。

　でも、これで通路の壁を塞ふさいだことは正しかったことになる。万が一にもスコルピオンがここからカリーナたちを追いかけることはなくなった。




　わたしは登ってくるスコルピオンの真上に移動する。スコルピオンは本能のまま壁をよじ登ってくる。真上のポジションを取れば、がら空きの頭が、当ててくださいと言わんばかりにわたしに姿を見せる。

　わたしは小さな口をカチカチさせながら登ってくるスコルピオンの口にめがけて、硬く、鋭く、速く、氷の矢を放つ。氷の矢はスコルピオンの口に突き刺さり、地面に落ちて動かなくなる。

　どの生物もそうだけど口は弱点だ。歯とかで防がれなければ、体内を破壊して終わりだ。

　わたしは、よじ登ってくるスコルピオンの口をシューティングゲームのように狙ねらい、撃ち落としていく。数は多いけど確実に減っていく。




　単純な作業でスコルピオンを全滅させることができるかと思ったけど、大きなスコルピオンがゆっくりと動きだす。そして、頭がわたしのほうへと向く。ギョロッとした黒い目がわたしを捉えた。気持ち悪い。

　大きなスコルピオンは尻尾を高く上げると、尖せん端たんをわたしに向ける。わたしはとっさに頭を下げて、伏せる。大きなスコルピオンから数発の針が飛び出す。

　針はスコルピオンが登ってこようとしていた壁やわたしの後ろの壁に当たり、一部の壁が崩れ落ちる。そのおかげで登ってこようとしていたスコルピオンは地面に落ちる。

　針はわたしの腕ほどの太さがあり、先が尖とがっている。当たったらクマさん装備でも大丈夫か不安になる。衝撃は耐えられると思うけど、尖った先端がどうなるか分からない。クマ服がつき破られるとは思わないけど、ぶつかったときのイメージが湧かない。だからといって、試しで喰くらうつもりはない。




　大きなスコルピオンは攻撃の手を緩めない。さらに針を飛ばしてくる。小さなスコルピオンも諦めずに壁を登ってこようとする。これはまずいかも。小さなスコルピオンの相手をしながら、大きなスコルピオンと戦うのは面倒だ。できればもう少し、数を減らしたかったところだ。

　わたしは小さなスコルピオンを攻撃しながら、くまゆるを呼ぶ。

　くまゆるを出したままだと危険なので送還するためだ。もちろん、くまゆるの戦闘能力を疑うわけじゃない。でもスコルピオンの攻撃だけじゃなく、わたしの攻撃の巻き添えをくうかもしれない。

　でも、くまゆるは少し嫌がる感じに「くぅ～ん」と鳴く。

「わたしは大丈夫だから」

「くぅ～ん」

　わたしはくまゆるを撫でるが、くまゆるは嫌がる。

「危ないから、お願い」

「くぅ～ん」

「ゴメンね。戦いが終わったら、また呼ぶから」

　わたしは嫌がるくまゆるを送還する。心配してくれるのは嬉しいけど、わたしだって、くまゆるのことが心配だ。もし、くまゆるにもしものことがあったら、後悔してもしきれない。きっと、自分が許せなくなる。くまゆるとくまきゅうはわたしの大切な家族だ。

　くまゆるを送還したわたしは一人で大きなスコルピオンと対たい峙じする。

「それじゃ、あばれますか！」

　わたしは大きなスコルピオンが飛ばしてくる針に気をつけながら、小さなスコルピオンを確実に倒していく。

　そして、壁を登ってくるスコルピオンがいなくなる。７割から８割は倒すことができた。

　残りは地面を這いずっている。

　わたしは両手にくまゆるナイフとくまきゅうナイフを握り締める。

　黒い柄のミスリルナイフはくまゆるナイフ、白い柄のナイフはくまきゅうナイフと名づけた。相変わらずのネーミングセンスだけど、ガザルさんがわたしのクマさんパペットの色に合わせて作ってくれた。それならと、その色に合わせて名前をつけた。

　わたしはナイフを両手に握り締めながら、数十ｍほどの高さから飛び降り、小さなスコルピオンに向かって走りだす。そして、地面にいる小さなスコルピオンに向けて水魔法を放つ。水をかけられたスコルピオンは一瞬硬直をする。わたしは右手に持つくまゆるナイフで尻尾を切り、首にくまきゅうナイフを刺し込む。

　わたしが２匹、３匹と切り倒したところで、大きなスコルピオンがゆっくりと体を動かす。尻尾がわたしを追尾している。そして、想像どおりに針を連射で飛ばしてくる。

「ちょ」

　わたしは足に力を入れて、横に躱かわす。そのまま、大きなスコルピオンの周囲を右回りに走りながら、小さなスコルピオンの動きを水魔法で止め、くまゆるナイフとくまきゅうナイフで切り捨てていく。

　それにしても、本当にカリーナたちには戻ってもらってよかった。

　自分が戦っている姿を見られたくない。

　もちろん、チートの力を見せるわけにもいかない。怖がらせたかもしれない。なにより、クマの着ぐるみの格好で魔物と戦っている姿なんて、シュール過ぎて見せられたものじゃない。

　わたしは大きなスコルピオンの周囲を走りながら、小さなスコルピオンを倒して、数を減らしていく。その間も大きなスコルピオンはわたしめがけて針を飛ばしてくる。

　うっとうしい！

　でも、小さなスコルピオンを倒さないと足元をすくわれることになる。だからといって、大きなスコルピオンを無視することもできない。大きなスコルピオンがクルッとその場で回ると尻尾を伸ばして、遠心力で尻尾を回す。

　速い！

　大スコルピオンの尻尾がわたしに迫ってくる。わたしは上に跳んで躱す。わたしがいた場所を物凄い速さで大きな尻尾が通る。その通った場所には小さなスコルピオンがいた。小さなスコルピオンは尻尾に巻き込まれて弾き飛ばされ、壁に衝突して息絶える。

　スコルピオンの死骸は、その威力を示すように潰つぶれている。

　そんな攻撃を喰らったら、たまったものじゃない。たとえ、痛くなくても嫌だ。

　でも、これでスコルピオンが減った。他のスコルピオンは素早く横穴の巣に逃げだし始める。

　これはこれでラッキーなのかな？

　これで周囲を気にしないで、大きなスコルピオンと戦うことができる。




　こっからが、本当の勝負だ。

　大きな水球を作り、大きなスコルピオンに向けて投げる。スコルピオンは回転させた尻尾で水球を破壊する。破壊された水球はスコルピオンに降りかかるが、動きは止まらない。

　雑魚スコルピオンとは違うみたいだ。

　次にベアーカッターを撃ち込む。大きなハサミで防がれる。少し傷がついたぐらいだ。やっぱり、硬いものは切れないか。

　次に大きな岩を作り、おもいっきり回転させて放つ。スコルピオンは両手のハサミで顔を守る。

　岩はスコルピオンの甲殻を少しだけ、へこませる。

　力技が有効かな。

　でも、衝撃でスコルピオンの中にある水晶板が割れたりしないか心配になる。

　どうしても、スコルピオンの中にある水晶板が気になって、思い切った攻撃ができない。

　それに狭い空間が、思ったよりも戦いにくい。間合いが取りづらいのが厄やっ介かいだ。

　スコルピオンが迫ってくる。右手の大きなハサミでわたしを挟もうとしてくる。わたしは左周りに走り避ける。でも、その瞬間、クルッとスコルピオンの大きな体が回転する。

　わたしはジャンプして躱し、入ってきた入り口の高台の部分に着地する。

　一呼吸して、対処方法を考えようとするが、相手はそんな時間は与えてくれない。尻尾をわたしに向けると針を飛ばしてくる。

　わたしの後ろ上の壁が針の衝撃によって崩れ落ちてくる。

　ちょっとは考える時間をちょうだいよ。




　ああ、燃やしたい。電撃を使いたい。体内を焼きたい。おもいっきり攻撃をしたい。ストレスが溜まっていく。弱い相手が、身の程を知らずに、いい気になって攻撃をしてきている気分だ。

　鼻をへし折りたくなってくる。

　地面に降り立ち、スコルピオンの正面に立つ。

　正面に立つと顔が怖い。気持ち悪い。這いずりよってくると、ハサミを振り下ろしてくる。わたしは横に避け、前方にジャンプする。そして、スコルピオンの頭を土台にして、背中に降り立つ。

　絶好の勝機。

　わたしはくまゆるナイフに魔力を流して甲殻に突き刺す。

　よし、ナイフの攻撃は通じる。

　くまゆるナイフとくまきゅうナイフで背中を斬っていく。

　でも、体内まで届いていないのか、血らしきものは出ない。甲殻部分が厚いのか、ナイフは体内まで到達していないみたいだ。

　これはナイフじゃなくて、長い剣にしておけばよかったかな？　本当ならナイフで傷つけた箇所から魔法を撃ち込みたいところだけど、体内にある水晶板が近くにあったらと思うとできない。

　わたしがスコルピオンの背中で戸惑っていると、尻尾が襲いかかってくる。わたしはくまゆるナイフを横一いっ閃せんに薙なぎ払う。尻尾の先が切れる。これで針を飛ばすこともできないはず。

　そう思ったのは一瞬で、尻尾の先が盛り上がると、すぐに新しい針先が出てくる。

　これは根元から切り落とさないとダメってやつ？

　さて、どうしたものか。
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　スコルピオンの背中に乗るわたしめがけて、尻尾が襲いかかってくる。わたしは跳んで躱かわす。でも、跳んだのが失敗だった。尻尾が振り子のように戻ってきて、空中にいるわたしを襲い、弾き飛ばされる。弾き飛ばされたわたしは壁の近くまで転がる。

　気を抜いたわけじゃないけど。まだ、無意識でゲーム感覚なのかな？

　ゲームならダメージを喰くらっても、回復アイテムがある。だから、多少、強引な戦い方になっても問題はなかった。

　この世界には回復薬なんてものはない。今のところ見たことがない。

　だから、もしものことを考えれば、もう少し慎重に戦わないといけない。

　クマさんパペットの手をつけて地面に立ち上がろうとする。手の先には水溜まりがあり、クマさんパペットが水に浸かる。どうやら、わたしは水溜まりの中に吹っ飛ばされたみたいだ。

　これが神様からもらったクマの着ぐるみじゃなかったら、白いお腹が真っ黒に汚れていたよ。

　でも、水？

　わたしは周囲を見る。周囲には水溜まりがあちらこちらにできている。初めのころにはなかったものだ。

　たぶん、わたしが水魔法を放ったことでできた水溜まりだ。

　どうやら、ここの地層は岩盤になっていて、土や砂みたいに水を吸い込まない。水はけが悪く、水溜まりができたみたいだ。

　スコルピオンを倒す、いい方法が頭に浮かんでくる。

　あれを使えば……、一つじゃ時間がかかる。なら、複数なら。

　うん、これならできそうだ。




　わたしは土のクマのゴーレムを５体ほど作り出す。目の前にクマのゴーレムが並ぶ。そして、スコルピオンに向けて、クマのゴーレムを放つ。ゴーレムには攻撃はさせずに、スコルピオンの周囲を走らせ、注意を引いてもらう。その間にわたしは壁沿いを走る。

　壁沿いを走りながら、壁にあいている穴を土魔法で埋めていく。たまに小さなスコルピオンの姿が見えたりして驚くけど、気にしないで穴を塞ふさいでいく。

　その間もクマのゴーレムがスコルピオンの周りを走って注意を引いてくれるが、クマのゴーレムは硬いハサミに叩たたきつけられたり、尻尾の攻撃によって破壊されていく。わたしはクマのゴーレムが破壊されるのを見ながらも壁にあいている穴を埋めていく。

　そして、最後のクマのゴーレムがハサミに摑つかまり、挟み潰つぶされる。

　土でできているとはいえ、クマが破壊されるのは気分が悪い。

　でも、クマのゴーレムのおかげで、この洞どう窟くつの部屋を一周することができた。これで、スコルピオンを倒す準備は整った。




　このままスコルピオンを倒す作業に取りかかってもいいけど、それだとわたしの気が収まらない。さっき吹っ飛ばされたお返しもすんでいないし、クマのゴーレムも破壊された。その分はしっかりと利子をつけて、返してもらうことにする。

　わたしは再度、１体の土のクマのゴーレムを作り、スコルピオンの目の前を走らせる。スコルピオンの注意がクマのゴーレムにいっている間に、死角からスコルピオンに近づく。そして、動くスコルピオンの背中に乗る。背中に乗られたことに気づいたスコルピオンは尻尾を振り下ろすがわたしは躱し、尻尾の付け根のところまでやってくる。

　ここなら、尻尾で攻撃することもハサミで攻撃することもできないよね。

　握り締めたくまゆるナイフをスコルピオンの尻尾の付け根に向けて突き刺す。これだけじゃ太くて切り落とすことはできない。ナイフを一度引き抜き、もう一度突き刺そうとした瞬間、スコルピオンが体を回転させて、わたしを振り落とそうとする。

　とっさに、くまゆるナイフを突き刺して、振り落とされないようにする。

　スコルピオンは回転を止めない。左手に持つくまきゅうナイフも突き刺し、体の手前にナイフを引く。尻尾の付け根部分を切り開く。

　ナイフで切り裂いた場所に右手のクマさんパペットを入れる。気持ち悪いが我慢する。

　スコルピオンは「ギギギギギギ」と鳴きながら、逆に回転してわたしを落とそうとする。でも、左手のクマさんパペットで尻尾を摑み、振り落とされないようにする。

　そして、右手のクマさんパペットに魔力を集めてベアーカッターを放つ。

　ベアーカッター、ベアーカッター、ベアーカッター、ベアーカッター、ベアーカッター。

　スコルピオンの口から「ギギギギギギ」と悲鳴のような声が漏れる。そして、回転が止まると同時に、尻尾が切れ、遠心力で、わたしは尻尾と一緒に壁まで飛ばされる。

　尻尾を切られたスコルピオンは口を高速でカチカチカチカチと鳴らし、目をギョロギョロとさせる。

　ちょっと、怒らせちゃったかな。

　でも、さっきのお返しはした。

　本当なら、２ラウンド目に突入してもよかったんだけど。水晶板のことを考えると、攻撃はここまでとする。

　怒ったスコルピオンは体を一度起き上がらせると、わたしめがけて凄すごい速さで迫ってくる。クマの靴に力を入れて、天井近くまで跳び上がる。

　スコルピオンはわたしがいなくなっても、止まることができず、壁にぶち当たる。

　そうとう頭に血が上っているみたいだ。




　わたしは天井付近の壁際に土魔法で足場を作って、着地する。

　スコルピオンはわたしを見つけることができずに怒り狂っている。

　たとえ、上にいるわたしを見つけることができたとしても、尻尾がないから、針を飛ばすこともできない。

　それじゃ、討伐の準備をしますか。




　わたしは土魔法で足場を広げる。そして、クマの転移門を出す。それも１個ではない。並べるようにクマの転移門を10個作る。そして、その１つを使ってミリーラの町にあるクマハウスに転移する。
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　久しぶりのミリーラの町だ。

　長居をしている暇はないので、すぐにクマハウスを出る。

　外に出ると、いろいろと開発が進んでいるようで、建物が建っている。でも、クマハウスの周辺だけは何もない。まるで、わたしのクマハウスを避けるように建物が建っている。

　もしかして、避けられている？

　まあ、今はそんなことを考えている場合じゃない。クマハウスを出たわたしは人に見られないように、山の中を走り、柵を飛び越え、誰にも気づかれないように町の外に出る。そして、そのまま町から離れ、海岸沿いを走り、人が来ないところまでやってくる。

　ここまで来ればいいかな？

　わたしは波打ち際の近くに魔法で２メートルほどの深さの穴を掘る。そして、その穴の外に１つと、穴の中に９つ、クマの転移門を作る。そして、それぞれのクマの転移門を先ほどのピラミッドの地下に作ったクマの転移門に繫つなげる。

　そして、１つだけ穴の外に作ったクマの転移門を使って、ピラミッドの地下に戻ってくる。

　わたしは下を見る。

　まだ、スコルピオンは怒っているね。これは頭を冷やしてあげないとダメだ。

　わたしは最後の仕上げとして、クマの転移門と海の間にある砂を魔法でどける。

　すると、９つのクマの転移門を通って、大量の海水が滝のように流れ込んでくる。

　海水はスコルピオンの体に降り注ぐ。これで、少しは頭が冷えたかな？

　上から様子を見ると頭が冷えるどころか「ギギギギギギ」と唸うなり、さらに怒りが増したようにもみえる。

　でも、これでおしまいだ。スコルピオンには海水の中に沈んでもらうことにする。

　スコルピオンが壁を登ってくる心配があったが、ウロウロと地面を動き回るだけで、壁を登ろうとはしない。もしかして、大きすぎて壁は登れないのかな？

　もし登ってくるようだったら、撃ち落とそうと思ったけど、その心配もなさそうだ。

　流れ込んだ海水で水位が上がっていくが、溺おぼれさせるにはまだ時間がかかりそうだ。




　わたしは監視をお願いするためにくまゆるを召喚する。すると、くまゆるはすぐにわたしに擦すり寄ってくる。「くぅ～ん」「くぅ～ん」「くぅ～ん」と怒っているような、文句を言っているようにも感じる。

「心配かけてごめんね」

「くぅ～ん」

「もう、大丈夫だから」

「くぅ～ん」

　くまゆるを撫なでたり、抱きしめてあげると、やっとのことでくまゆるが許してくれる。

　心配してくれるのは嬉しいけど、わたしの気持ちも分かってほしい。

「それじゃ、しばらく休むからスコルピオンが何かしてきたら教えて」

　頼まれたくまゆるは「くぅ～ん」と嬉しそうに鳴く。

　わたしはくまゆるのお腹に寄りかかって、滝のように流れ落ちる海水の音を聞きながら休むことにする。

　くまゆるに抱きついて横になっていると、だんだん心地よくなっていく。海水の滝の水音も意外と悪くない。

　なにより、くまゆるのお腹が気持ちいい。




　長い間、夢と現実の間でウトウトしていると体が揺れる。

　なに？

　目を開けると、くまゆるがわたしの体を揺すっていた。

「くまゆる？」

「くぅ～ん」

　クマの転移門からは相変わらず「ざ[image: ]」と滝のように水が流れ落ちる音がしている。よく、こんなところで半分寝ていたと思う。疲れていたのかな？

「なにかあった？」

「くぅ～ん」

　わたしは立ち上がり、スコルピオンの様子を窺うかがう。

　洞窟の底ではスコルピオンが動かずにいる。死んだかな？

　わたしは探知スキルで確認する。洞窟の底と探知スキルに出ている魔物の位置を確認する。反応はない。これで、巨大スコルピオンの討伐完了だ。

　教えてくれたくまゆるにお礼を言う。




　そして、海水の流れを止めるため、クマの転移門を使って海岸に転移する。そして土魔法で防壁を作ってクマの転移門に流れる海水を止めるとクマの転移門の扉を閉めて、転移門をすべて回収した。

　そして、面倒だけど、ミリーラのクマハウスまで戻り、クマハウスにあるクマの転移門を使って洞窟に戻る。最後に、洞窟にあるクマの転移門も回収して、終了だ。




　さて、残された問題はどうやってスコルピオンを回収するかだけど、それは考え済みだ。

　横穴を掘ると海水を出すには時間がかかる。それにどこかに海水を逃がす空間がないと流すこともできない。だから、海水はこのままにして、スコルピオンだけを回収することにした。

　わたしは自分の周りに風魔法でシャボン玉のような空気玉を作る。

　前にクラーケンを討伐しようとしたときに考えた方法の一つだ。

　これなら、戦うことはできなくても、短い間なら水の中に潜ることができるかと思って作ってみた。

　でも、これは使い物にならなかった。

　空気が長く保てない。風で作ったシャボン玉に入っている空気のある分しか、水の中にいることができなかった。

　まあ、考えれば当たり前のことだ。酸素は、吸えばなくなる。それだけのことだ。

　でも、スコルピオンを回収する程度の時間なら問題はない。

「それじゃ、ちょっと回収してくるから、待っててね」

　くまゆるに待つように言って、わたしは海水の中に入っていく。わたしが入った空気玉はゆっくりと下がり、大きなスコルピオンのところまで降りてくる。そして、到着するとスコルピオンに手を伸ばしてクマボックスに回収する。

　これで任務完了。ついでに切った尻尾や、初めの頃に倒した小さなスコルピオンも回収して、くまゆるのところに戻る。

　あとはカリーナのところに戻るだけだ。

　でも、帰り道がないことに気づく。わたしが入ってきた通路は海水の中だ。

　まあ、出口がなければ、地上に向けて掘ればいいだけだ。わたしは上り階段を作るように、掘ることにする。

　ミリーラの町とクリモニアの街の間の山にトンネルを掘ったことを考えれば、簡単なことだ。

　わたしは岩を掘り、砂をかき分け、上に上がっていく。上に向けて、掘り進んでいくと、ついに地上に出る。

　おお、眩まぶしい。わたしはクマさんフードを深く被り、光を遮断する。

　無事に外に出ることができた。




　海水はあのままにして戻ってきたが、のちに、この海水は冒険者によって発見され、研究者がこのピラミッドの地下に海水や、魚がいたことを研究したのは別のお話。

　……わたしのせいじゃないよね？
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　クマさんの格好をした不思議な女の人。とっても優しく、可愛かわいらしく、冒険者とは思えない女の人。国王陛下に頼まれて水の魔石を砂漠を越えて持ってきてくれた人。わたしの心が潰つぶれそうになっていたところに、そっと手を差し伸のべてくれた人。

　誰もが無理だととりあってくれなかったのに、笑顔で引き受けてくれた。サンドワームの群れを倒し、わたしを水晶板の近くまで連れてきてくれました。

　そんなユナさんが一人で信じられないほどの大きいスコルピオンと戦うと言い出しました。

　わたしは壁を見つめる。この壁の向こうにはユナさんとくまゆるちゃんいる。

　ユナさん、水晶板のことはいいので、無事に戻って来てください。

「くぅ～ん」

　不安そうにするわたしに、くまきゅうちゃんが擦すり寄ってきます。慰めてくれているのでしょうか。

　わたしはくまきゅうちゃんを撫なでます。ユナさんと一緒でとっても優しいクマさんです。

「カリーナちゃん、行くわよ」

　わたしが壁を見ているとメルさんが声をかけてきます。

　この場所に、いつまでもいるわけにはいきませんので移動します。

　わたしはくまきゅうちゃんに乗ります。後ろ髪を引かれながらも、くまきゅうちゃんが歩きだします。

「ユナちゃんなら、大丈夫よ」

　残ったユナさんを気にしていると、メルさんが優しく声をかけてくれます。

「でも、あんなに大きな魔物の相手を一人で」

「カリーナちゃんも大きなサンドワームを倒すところを見たでしょう？　ユナちゃんは本当に強い冒険者だから、きっと倒して戻ってくるよ」

「それにくまゆるが一緒にいるから大丈夫」

　メルさんとは反対側を歩くセニアさんが話しかけてきます。でも、そうは言いますが、くまゆるちゃんと一緒にやられるかもしれません。

　もし、わたしだったら、怖くて足が竦すくんで動けなります。

「なにより、ユナちゃんが戦ってみるって言うなら、その言葉を尊重するべきだからね」

「それが冒険者」

　それが冒険者なのでしょうか？

　わたしは絶対に冒険者にはなれません。

「でもよ。あんな大きなスコルピオンは見たことがないからな。一人で倒せるか？　しかも、小さなスコルピオンも、ウジャウジャいたんだぜ」

　後ろを歩くトウヤさんが話しかけてきます。

　トウヤさんの言うとおりです。

　あの数の魔物をユナさん一人で倒すって、無理だと思います。

「ユナちゃんは小さなスコルピオンを簡単に倒していたでしょう」

「でも、あの狭い空間で、さらに大きなスコルピオンまでいるんだぞ。前は一体一体、スコルピオンを倒していたけど。あの空間に入れば、全部が一斉に襲ってくるんだぜ」

「そうだけど……」

　トウヤさんの言葉にメルさんは同意してしまう。

　それって、やっぱり倒せないってことなんでしょうか。

「でも、ユナちゃんが残るって言うからには、倒す方法があるんでしょう。ゴーレムのときも一人で倒しに行っちゃう子だし」

「あのときは驚いたよな。みんなが諦めて、酒を飲んだ翌日に、嬢ちゃんが鉱山から戻ってくると、ゴーレムを倒したって言うんだからな」

「ユナが戦っているところを見た者は少ない。でも、強い魔物を討伐したことは誰もが認めている。それを証明するように冒険者ギルドのランクも高い。倒せないと分かれば逃げ出す判断ぐらいできるだろう」

　冒険者ランクはＣだった。15歳でこれは凄すごいことらしい。それにクラーケンって魔物も倒している。

「どうやって倒したか聞いても、教えてくれなかったしね。もしかして、くまゆるちゃんが倒したのかも」

「そうなると、このクマも強いかもしれないな」

　トウヤさんがくまきゅうちゃんを見ます。

　ユナさんが護衛につけてくれたからには強いのでしょうか？

　くまきゅうちゃんは自分について話されていることが分かっているようで「くぅ～ん」と可愛らしく鳴きます。

「まあ、あの嬢ちゃんは不思議な嬢ちゃんだからな」

「ふふ、そうね。ユナちゃんは不思議な女の子よね」

「強さは未知数」

　みなさんが言うとおり、ユナさんはとっても不思議な人です。

「でもよ。ほとんどの冒険者は嬢ちゃんが戦うところを見たことがないんだよな」

「たぶん、人に見られたくないんでしょうね」

「砂漠のサンドワームのときもユナちゃん一人で倒せた。それを隠すためにわたしたちに手伝わせた」

　セニアさんはそう言いますが、本当にあの数のサンドワームをユナさん一人で倒せたのでしょうか。

「砂の中に隠れるスコルピオンを倒せるぐらいだからな。もし、俺にそんな実力があればみんなに見せつけるけどな」

　話を聞くとユナさんがとんでもない実力の持ち主に聞こえます。クラーケンを倒したことが本当なら、ユナさんは本当に強いと思います。でも、ユナさんがサンドワームやスコルピオンって魔物を倒す姿を見ても、可愛らしいクマさんの格好を見ていると、どうしても、そうは思えなくなります。

「でも、嬢ちゃんがどうやって戦うか気にならないか？　それに心配にならないか？」

「もちろん、心配よ。あんな可愛い女の子が一人で残るっていうんだから」

「ならよ。俺たちも残るべきだったんじゃないか？」

「ユナが戦うところを見てみたい」

「それじゃ、見に行こうぜ」

　トウヤさんはセニアさんの言葉に同意して、引き返そうとしますが、ジェイドさんが止めます。

「俺たちの仕事はカリーナを外に連れていくことだ。セニアもトウヤの言葉に乗るな」

「ジェイドに怒られた。トウヤのせい」

「俺のせいかよ」

　笑いが起こる。

「それに、戻ればユナの邪魔になる」

　戻りたいけど、ジェイドさんの言うとおり、戦う力がなければ邪魔になります。わたしたちは、ジェイドさんの言葉に従って、地上に戻ります。

　ユナさんが倒したスコルピオンの道を通り、ユナさんが作った橋を渡る。

　通ってきた道を楽に戻ると、ユナさんがとっても凄い人だってことを再認識します。




　そして、わたしたちは無事にピラミッドの入り口まで戻ってきました。

　外に出ると、まだユナさんが心配ではありますが、少し緊張が解けたように感じます。自分で思っている以上に気を張っていたのかもしれません。

　ジェイドさんたちはラガルートの様子を見に行きます。わたしはくまきゅうちゃんと一緒にピラミッドの入り口に残り、ユナさんが戻ってくるのを待ちます。

「ユナさん……」

「そんなに心配？」

　わたしがユナさんの名前を口にすると、後ろからメルさんとセニアさんがやってきます。

「ラガルートを見に行ったんじゃ」

「わたしたちはカリーナちゃんの護衛。魔物が襲ってくるかもしれないからね」

「くぅ～ん」

　わたしの側にいるくまきゅうちゃんが鳴きます。

「ふふ、もちろん。くまきゅうちゃんのことは信用しているわよ」

　メルさんはくまきゅうちゃんの頭を撫でます。

　どうやら、くまきゅうちゃんは、自分がいるから安心だと言いたかったみたいです。

　人の言葉を理解できるようで、本当に凄いクマさんです。

「ああ、ユナちゃんいいな。わたしもこんな召喚獣が欲しいな」

　それにはわたしも同意です。くまゆるちゃんやくまきゅうちゃんがとっても欲しいです。

「それに、この子とユナちゃんは心が繫つながっているらしいから、ユナちゃんに何かあれば、分かるんじゃないかしら」

　確かにそんなことを言っていました。

「くまきゅうちゃん、ユナさんのこと分かる？」

「くぅ～ん」

　なにを言っているか分かりません。でも、それが本当ならユナさんに何かあれば、分かるかもしれません。

　わたしたちがピラミッドの入り口にいると、ウラガンさんがやってきます。

　周りを見ると、他の人たちは解体をしている姿があります。あれからずっとやっていたみたいです。

「おい！　戻ったのか？」

「一応ね」

「それで、捜し物は見つかったのか？」

「う～ん、見つかったけど手に入らなかった、が正しいかな」

「見つけたのに、手に入らなかった？」

　メルさんの言うとおり、水晶板がある場所は見つけました。でも、手に入れることはできませんでした。

「それはどういうことだ？」

「どうやら魔物が飲み込んじゃってたみたいなのよ？」

「そんなの倒せばいいだろう。逃げ戻ってきたのか？」

「無茶を言うな。巨大なスコルピオンだ」

　ラガルートの世話をして戻ってきたジェイドさんが答えます。

「巨大なスコルピオン？」

「噂うわさで聞いたことぐらいあるだろう。たまに巨大化した魔物が現れるって」

「凄く、大きかったわよ」

　メルさんは大きく手を広げて、スコルピオンの大きさを表現しようとしている。でも、それ以上に大きかったです。

「冗談だろう」

「普通はそう思うわよね。でも、本当のことよ」

「それじゃ、諦めて戻ってきたのか？」

　メルさんが首を振ります。

「ユナちゃんが一人残って戦っているわ」

「……おいおい、あのクマの嬢ちゃんを一人で残してきたのか!?」

　メルさんの言葉にウラガンさんが目を大きく見開いて驚きの表情を浮かべます。

「ええ」

「おい！」

　メルさんが肯定するとウラガンさんが怒ってメルさんの胸倉を摑つかみます。

　でも、セニアさんがウラガンさんの首にナイフを向けました。

「離して」

「くそ！」

　セニアさんの言葉にウラガンさんは突き飛ばすようにメルさんを離します。

　ケンカはダメです。

「おまえたちのことを見損なったぞ。いくら、クマの嬢ちゃんが強いからといって、そんな魔物がいるところに一人残してくるなんて」

　ウラガンさんが怒っています。

「ユナちゃんが一人で残るって言ったから、しかたなかったのよ」

「俺たちだって、止めたかった。でも、ユナが一人で戦うって言うから、止められなかった」

　わたしも止めたかった。

　でも、できなかった。

「クマの嬢ちゃんは本当に、ブラックバイパーやタイガーウルフを一人で倒しているのか？」

「知っているの？」

「クマの嬢ちゃんのことを知っている奴がパーティーに一人いてな。そいつから、少しだけ話を聞いた。初めに聞いたときは鼻で笑った。『近寄ると危険』とか、『関わらないほうがいい』とか言い出すんだぜ。それで理由を聞けば、冗談みたいな話が出てくる出てくる。それで今回の依頼を受ければ、そのクマの嬢ちゃんがいるから驚いたさ。それにあんたたちほどのパーティーが嬢ちゃんを信用しているようだったし、巨大なサンドワームを討伐するところを見れば、噓うそじゃないことは分かる。もっとも、この目で見ても、未だにクマの嬢ちゃんが強いって信じられないけどな」

　ウラガンさんは笑います。

「そのユナちゃんが戦ってみるって言うんだから、しかたないでしょう」

「だからといって、おまえたちまで戻ってくることはなかっただろう。もしものことを考えれば残るのが普通だろう」

「ふふ」

　メルさんが笑いだします。

「なにがおかしい？」

「だって、そんなにユナちゃんのことを心配するとは思わなかったから」

「……ふん！　そんなんじゃねえよ」

　ウラガンさんの態度がおかしかったのか、みんなが笑いだします。

　そうです。初めて冒険者ギルドで会ったときは怖い人かと思いました。でも、わたしのことを覚えていたのか、家で会ったときに謝罪を受けました。

　もしかすると、依頼主の娘だったからかと思いましたが、本当は優しい人なのかもしれません。でも、顔は怖いです。

「それで、これからどうするんだ？」

「ユナを待つさ」

「なら、暇だろう。解体を手伝え」

　ウラガンさんは親指を自分の後ろに向けてクイクイとさしました。そこには解体作業をしているウラガンさんのパーティーメンバーがいます。

「できれば魔法使いが手伝ってくれると助かるんだがな。もちろん、解体してくれた分は分け前として、再計算してやる」

　ジェイドさんとメルさんがお互いの顔を見ると頷うなずき合いました。

「分かったわ。わたしが行ってくるから、セニア、カリーナをよろしくね」

「任された」

　セニアさんは返事をするとくまきゅうちゃんに抱きつきます。

　メルさんは呆あきれ顔になるけど、ジェイドさんとトウヤさんを連れて、解体作業に向かいました。

「くまきゅうちゃん。ユナさんになにかあったら教えてね」

「くう～ん」

　ユナさん、無事に戻ってきてくださいね。
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　地上に出たわたしはあたりを見渡す。

「えっと、ここは？」

　ぐるっと体を回転させると、後ろにピラミッドがあった。でも、入り口は見えない。クマの地図で確認するとどうやら、ピラミッドの後ろに出てしまったみたいだ。

　わたしは出てきた土管の出口を塞ふさぎ、くまゆるに乗り、ピラミッドの正面に向かう。

　回り込むように正面の入り口に向かっていると、前方から凄すごい速さで白いものが迫ってくる。

　クマだ。いや、くまきゅうだ。

　カリーナを乗せたくまきゅうが砂煙を立てながらやってくる。カリーナが一生懸命に振り落とされないようにしている姿がある。まあ、そんなにしがみつかなくても落ちないけど、今のカリーナはそれどころじゃないみたいだ。

　わたしはくまゆるから降りる。このままだと、くまゆるとくまきゅうがぶつかってしまう。

「くまきゅう、ストップ、ストップ、止まって！」

　くまきゅうは速度を落として、わたしに擦すり寄ってくる。

「くぅ～ん、くぅ～ん」

「くまきゅう、ただいま」

　くまきゅうの頭や顎あごなどを撫なでてあげる。くまきゅうは嬉しそうにする。

「ちゃんと、カリーナを守ってくれたんだね。くまきゅう、ありがとうね」

「くぅ～ん」

　わたしがくまきゅうをほめていると、くまきゅうにしがみついていたカリーナが顔を上げた。

「ユ、ユナさん!?」

　カリーナはくまきゅうから降りると、わたしに抱きついてくる。

「ユナさん、無事だったんですね。わたし、心配したんですよ」

「くぅ～ん」

　負けじとくまきゅうも擦すり寄ってくる。

　さらにカリーナも押してくる。

「２人とも、落ち着いて」

「ユナさん！」

「くぅ～ん」

　わたしは耐え切れなくなって、後ろに倒れてしまう。もちろん、踏ん張れば押し返すことはできたけど、カリーナやくまきゅう相手にそんなことはできない。

　倒れたわたしに２人はのしかかってくる。

　そんなわたしをくまゆるが覗のぞき込む。

「くまゆる、タ・ス・ケ・テ」

　くまゆるに助けを求めると、「くぅ～ん」と鳴くだけで、助けようとしてくれない。

　ヒドイ。

　とりあえず、２人にはどいてもらい、立ち上がる。

　どうやら、かなり心配をかけたみたいだ。

「無事でよかった」

　カリーナは涙目になっている。

　頭を撫でて、慰めていると、ラガルートに乗ったジェイドさんたちがやってくる。

「ユナ!?」

「くまきゅうちゃんがいきなり走りだすから、なにごとかと思ったわよ」

「くまきゅうが走りだして驚いた」

　ジェイドさんにメルさん、セニアさんがやってくる。

　でも、トウヤの姿は見えない。

「えっと、ただいま」

「それで、どうしてユナが外にいるんだ。俺たちは入り口で待っていたんだぞ」

「同じ道を戻るのが面倒だから、魔法でちょちょいっと穴を掘って、外に出てきた」

「ちょちょいって」

　メルさんたちが呆あきれた表情になる。

　なにか、前にも同じようなやりとりをしたような気がする。

「それでスコルピオンは倒せたのか？」

「まあ、一応」

　その言葉に全員が驚く。

「それでジェイドさんたちにお願いがあるんだけど、解体をお願いしてもいいですか？　もちろん、お礼をしますので」

　わたしは解体ができない。流石さすがにクリモニアに持って帰ってフィナに頼むわけにもいかない。

　一度、街に戻ってバーリマさんに解体できる人を頼むこともできるけど。それだと、スコルピオンを見られて、いろいろと面倒になる。それならスコルピオンのことを知っているジェイドさんたちに頼んだほうがいい。

「別にお礼はいらないよ。あの魔物の解体の経験ができるだけでも充分だ」

「経験をしたとしても、今後わたしたちがあの魔物を解体することがあるか、分からないけどね」

　ジェイドさんたちは快く解体を承諾してくれる。

　わたしたちは解体するためにピラミッドの入り口まで移動することになった。わたしがくまゆるに乗ろうとするとくまきゅうが悲しそうに「くぅ～ん」と鳴く。

　くまきゅうがわたしから離れようとしない。どうやら、わたしに乗ってほしいみたいだ。

「くまきゅうちゃん。初めの頃は大丈夫だったけど途中から寂しそうにしていたからね」

　今日はくまきゅうにはカリーナの護衛をお願いをして、乗ってあげていないからね。

「カリーナ、今度はくまゆるに乗ってもらえる？」

「は、はい。分かりました。くまゆるちゃん、お願いします」

「くぅ～ん」

　くまゆるも素直に従い、カリーナを乗せる。

　うん、ここでくまゆるがわがままを言わないでよかった。２人がわたしに乗ってほしいと言っても、体は１つしかないからね。

　くまゆるもくまきゅうも気が利くから助かる。わたしがくまきゅうに乗るとくまきゅうは嬉しそうに走りだす。

「ま、待ってください」

　くまゆるに乗ったカリーナが追いかけてくる。そのあとにジェイドさんたちも追いかけてくる。

　ピラミッドの入り口にやってくると、トウヤが寂しそうに一人で立っていた。

「みんな、ひでえよ。俺を置いていくなんて」

「だって、いきなりくまきゅうちゃんが走りだすから」

「寝ているのが悪い」

　トウヤはメルさんとセニアさんに邪険にされる。

　でも、人が戦っているときに寝ていたの？　もっとも、わたしもさっきまで寝ていたから人のことは言えないけど。

「しかたねえだろう。解体で疲れたんだから」

「それはみんな一緒」

「ジェイド～」

　トウヤは助けを求めるようにジェイドさんを見る。

「すまない。忘れていた」

「ジェイド[image: ]」

　トウヤの叫びが砂漠に広がった。

　まあ、そんなトウヤは放っておくことにしてあたりを見る。

「えっと、ウラガンさんたちは？」

　周囲を見るが、ウラガンたち冒険者の姿はない。

「解体が終わったから、街に戻ったわよ。初めはユナちゃんのことを待つみたいなことを言っていたけど、解体で疲れていたから、街に戻ってもらった」

「俺たちも解体を手伝ったんだぜ」

　それでトウヤは疲れて寝てしまったと。

　まあ、その前には魔物と戦ったり、緊張で疲れていたこともあるかもしれない。

　そう考えると、ジェイドさんたちは凄すごい。

「それじゃ、解体して、俺たちも街に戻ろう」

　わたしはクマボックスから大きなスコルピオンを出す。

「本当に倒したんだな」

「大きいわね」

　全員がスコルピオンの周りを一周する。

「尻尾がないな。切ったのか」

「背中にもナイフで切った跡がある」

　スコルピオンの背中に乗っているセニアさんが答える。

　でも、それはダメージを与えることはできなかったんだよね。

「でも、致命傷はなに？」

「尻尾じゃないか？」

「尻尾を切ったぐらいで、倒せるなら、誰も苦労はしない」

「それじゃ、どうやって倒したんだ？」

　全員の視線がわたしに向く。

「そこはちょちょいっと」

「「「「…………」」」」

　みんなの視線が痛い。

　クマの転移門を使って、海水で溺おぼれさせたとは言えない。

　クマボックスに入ったときに海水は取れているみたいで、スコルピオンは濡れていない。でも、体の中に残っている可能性もある。どうか、海水が出てきませんように。

　わたしは神様に祈る。

　頭に、わたしをこの世界に連れてきたと思われるクマ神様の想像図が浮かぶ。

　凄く、当てになりそうもない。

「でも、本当にユナさんがこんなに大きな魔物を……」

　カリーナは恐る恐る、小さな手でスコルピオンに触れようとする。

　その姿を見るとイタズラ心が湧いてくる。わたしは、そっと静かにカリーナの後ろに移動する。そして、耳元で。

「うわっ！」

「きゃ！」

　カリーナは驚いて尻もちをつく。

「大丈夫？」

「ユ、ユナさん……」

　カリーナは涙目になりながら訴えるようにわたしのことを見る。

　ちょっとやりすぎたかな。

「ゴメンね」

「ユナさん、ヒドイです。わたし、もの凄すごく驚きました」

「ゴメン、ゴメン。恐る恐る触れようとしているカリーナを見たら、可か愛わいくて、ついね」

「ついじゃありません。本当に驚いたんですよ。死ぬかと思ったんですよ」

「もしかして、漏らした？」

　小さい声で尋ねる。

　カリーナはわたしの言葉にみるみると頰ほおを赤らめていく。

「も、漏らしていません！　もう、ユナさんなんて知りません！」

　どうやら、怒らせてしまったみたいだ。

　お遊びだったんだけど、見事に失敗してしまった。

「カリーナ、ごめんね。カリーナが可愛かったから」

「そんな可愛い格好をしているユナさんに言われたくありません」

　カリーナがわたしのほうを向いてくれない。

　10歳の女の子の扱いは難しいね。わたしが10歳のときはどうだったかな？

　思い出してみる。うん、可愛らしい女の子だったね。本当だよ。

「そろそろ解体を始めたいんだが、いいか？」

　ジェイドさんたちが呆れた顔でわたしたちを見ている。

「すみません」「ゴメン」

　わたしとカリーナはジェイドさんたちに頭を下げて謝る。

「それで、カリーナの捜し物を取り出すだけでいいんだよな？　カリーナ。どのあたりにあるか、分かるか？」

　ジェイドさんに尋ねられたカリーナはスコルピオンに近づき、ぐるっと一周して止まる。

「ここのあたりです」

　スコルピオンの後ろ、尻尾に近い場所をさす。

「ここか。この甲殻を外さないとダメだな。トウヤ、ここの甲殻を外すぞ」

　スコルピオンはザリガニやエビが尻尾を反り返らせるのと同じように甲殻は繫がっている。そして、繫ぎ目には溝がある。

　ジェイドさんは後ろから２番目の甲殻を外すように指示を出す。ジェイドさんとトウヤはナイフを取り出すと、溝にナイフを入れる。

「硬いな」

「セニア、メルも頼む」

「しかたないわね」

　４人がかりで、甲殻の一部を外す。

　改めて、甲殻を見るとかなりの厚みがある。

　ジェイドさんがカリーナの指示どおりの場所を解体すると、青色の水晶板が出てきた。

「カリーナ、これか？」

「そ、それです！」

　カリーナは嬉しそうに駆け寄って、水晶板を受け取る。

　もちろん、メルさんが綺麗に水魔法で洗ってから渡したよ。

　海水も出てこなくてよかった。出てきたら説明が面倒だったからね。

「これで依頼も終わりだな」

「それにしても、この甲殻は硬いな」

　トウヤがコンコンと叩たたく。

「そうね。鉄より軽いし、防具に最適かもね」

　ゲームだと違和感なく、倒した魔物の素材で防具を作ったりするけど。いざ、目の前にすると、どうやって防具にするのかな？

「そうだな。鎧よろいは好きじゃないから、籠こ手てに使いたいな」

「軽くていいかもな」

「それじゃ、その剝はぎ取った甲殻、ジェイドさんたちにあげるよ」

「いいのか!?」

　ジェイドさんでなく、トウヤが喜ぶ。

　わたしには必要ないからね。

「いや、こんないいものをもらうわけにいかない。これはユナが倒したんだ」

「ジェイド、せっかく嬢ちゃんがくれるって言うんだからよ」

　トウヤは欲しいみたいだ。

「それじゃ、口止め料ってことで」

「口止め料？」

「今回のことを、あまり広めないでほしいかなと思って」

「冒険者ギルドには報告しないのか？」

「いろいろと面倒なことになるから、今回は報告しないつもり」

「分からないぜ。俺なら自慢気に言うけどな」

「別に取り引きをしなくても、ユナちゃんが言わないでほしいなら、誰にも言わないわよ」

「言わない」

　全員がトウヤを見る。

「俺だって、そんな甲殻をもらえなくても、話したりしないぜ」

「…………」

　なんだろう。ジェイドさんたちと違ってトウヤの言葉に信頼感がないのは。

　ジェイドさんは考え込んでいる。

「でも、口止めをするなら、ウラガンたちにも頼まないといけないな」

「もしかして、わたしがスコルピオンと戦っていたことを知っているの？」

「ああ、ユナがいないことを聞かれて、スコルピオンと戦っていることを話した」

　ジェイドさんたちに先に口止めをしておけばよかった。ウラガンが知っているなら、ウラガンたちにも口止めが必要だね。

　変なふうに広められても困るし。

「まあ、そのことについては帰ってから話そう」

　わたしは外した甲殻を含めて、スコルピオンをクマボックスにしまう。

　あとは魔石の交換だけど、そろそろ、日が沈む頃だ。

　一度、バーリマさんに報告を兼ねて街に戻ることになった。
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　屋敷に戻ってくると、ラサさんが出迎えてくれる。

「ただいま、ラサ」

「カリーナ様……ご無事で」

　ラサさんがカリーナを優しく抱きしめる。

　10歳の女の子が冒険者たちと一緒に魔物がいる場所に行ったんだから、普通に考えれば心配するよね。

　こうやって抱きしめあっている姿を見ると、心配する姉って感じだ。

「ラサ、苦しいよ」

「申し訳ありません。少し前に戻ってきた冒険者からお話をお聞きして、心配で心配でしかたありませんでした」

　戻ってきた冒険者？　ウラガンたちのことかな。

「みんながいたから大丈夫だよ」

「ですが、数えきれないほどのサンドワーム。それに巨大なサンドワームもいたそうではないですか。お話を聞いたときは倒れそうになりました」

　これは間違いなくウラガンが報告に来たみたいだ。

「うん。でも、みんなユナさんたちが倒してくれたから大丈夫だよ」

「はい、冒険者のみなさんが協力して、倒したから大丈夫だとお聞きしました」

「ほとんど、ユナちゃんのおかげだけどね」

　話を聞いていたメルさんたちが苦笑いをする。

　確かに、わたしが掘り起こすワームをウラガンたちは一生懸命に倒してくれた。最後までついてこられたのはジェイドのパーティーとウラガンだけだったけど。

　それにウラガンはワームの解体もしてくれたし、凄すごく助かった。

「ユナさんはすごく格好よかったんですよ。こんなに大きなワームを一人で倒したんですよ」

　手を大きく広げて、大きなワームを表現しようとするカリーナ。

　さらにわたしの真似なのか、腕を伸ばして、魔法を放つポーズを取る。わたし、そんな格好しているの？

「ふふ、凄いですね」

「あ[image: ]、ラサ。信じていないでしょう。本当なんですよ。こんな大きなワームがいたんですよ」

「ふふ、信じてますよ。冒険者の皆さんから、お聞きしましたから」

「それじゃ、なんで笑うの！」

　それはカリーナの表現のしかたが可愛かわいかったからだと思うよ。

　微笑むラサさんにカリーナは頰ほおを膨らませる。

　そんなカリーナたちを見ていたジェイドさんが申し訳なさそうに声をかける。

「カリーナ、そろそろバーリマさんに報告しに行きたいんだが？」

「申し訳ありません」

「ごめんなさい。ラサ、あとでお話をしますね」

　ジェイドさんの言葉に話し込んでいたことに気づいたラサさんとカリーナは謝罪をする。

　そして、わたしたちはラサさんの案内で、バーリマさんがいる部屋に向かう。

　部屋に入ると、バーリマさんが驚いた表情でわたしたちを見る。

「カリーナ!?」

「お父様、戻りました」

　カリーナは部屋に入るとバーリマさんのもとに駆け寄る。

「カリーナ、どこも怪我はしていないかい？」

　近寄ってきた娘を抱きかかえようとして、バーリマさんは顔を苦痛で歪ませる。

「お父様！」

「大丈夫だ。少し傷が痛んだだけだ。大切な娘も抱きかかえられないとは情けない」

「怪我をしてるんですから、無理をしないでください。ちゃんと治ったら、抱きかかえてください」

「それじゃ、早く治さないといけないな」

　バーリマさんは抱きかかえる代わりにカリーナの頭を撫なでる。そして、わたしたちのほうに視線を向ける。

「戻ってきました冒険者たちから、報告は受けました。砂漠にいるサンドワームの群れや大きなサンドワームを討伐してくれたことを聞きました。依頼になかった、ピラミッド周辺の魔物討伐。みなさんにはなんとお礼を言ったらいいか分かりません。もちろん、今回の報酬とは別に上乗せしておきますので、受け取ってください」

「気に…………」

　わたしが口を開く前に、ジェイドさんは素直に「ありがとうございます」と言う。

　トウヤは「やったぜ。ミスリルの剣の代金になる」と喜び、メルさんやセニアさんも嬉しそうにしている。

　危なかった。もう少しで、断るところだった。ジェイドさんの対応が普通の冒険者の行動だよね。仕事をした分の報酬を受け取るのは当たり前のことだ。

　もし、ここに来たのがわたし一人だったら、「気にしないでいいよ」とか「わたしの通る道に魔物がいただけだよ」とか言って、報酬を断っていたかもしれない。

　わたしはともかく、もう少しでみんなの追加報酬を断るところだった。

「それでピラミッドの地下に、大きなスコルピオンが現れ、そのスコルピオンの体内に目的のものがあったとお聞きしましたが、本当でしょうか？　ウラガンさんたちからはみなさんが戻ってから、詳しい話を聞くように言われています」

　不安そうに尋ねてくる。

　ウラガンたちもジェイドさんに聞いた程度しか情報はないから、わたしたちから聞くしかない。

「お父様、本当です。でも、大丈夫ですよ。大きなスコルピオンはユナさんが倒して、水晶板を取り戻してくださいました」

　カリーナはアイテム袋から水晶板を取り出すと、バーリマさんに渡す。

「みなさん、ありがとうございます」

「みなさんっていっても、ユナちゃんが一人で倒したんだけどね」

「わたしたち、あまり役に立っていない」

　バーリマさんが皆にお礼を言うと、メルさんたちが正直に答える。べつにそんなことを言わなくてもいいのに。メルさんたちにはいろいろと助けてもらっている。カリーナも分かっているようで擁よう護ごし始める。

「そんなことはないです。確かに大きなスコルピオンを倒したのはユナさんですが、メルさんやセニアさんがわたしのことを近くで守ってくれたことを知っています。トウヤさんもわたしの後ろを守ってくれましたし、ジェイドさんが、前に現れる魔物を倒してくれました。皆さんがいたから、わたしは安心して地下に行くことができたんです」

「ふふ、カリーナちゃん、ありがとう。そう言ってもらえると嬉しいわ」

「カリーナの言うとおりです。皆さんの力添えがあったからこそです。皆さん、あらためてお礼を言います。ありがとうございます。夕食の用意を致しますので、食べていってください」

「やったぜ」

　トウヤが喜ぶ。メルさんがそんなトウヤの横っ腹に肘ひじを入れる。

「ありがとうございます」

　メルさんがみんなの言葉を代弁してお礼を言う。

「それでは食事の用意ができるまでお休みになってください」

　ジェイドさんたちはお礼を言って部屋を出ていく。

「カリーナ」

　最後にわたしとカリーナが出ていこうとすると、バーリマさんがカリーナを呼び止める。そして、ゆっくりと近寄ってくる。

「お父様？」

「これはカリーナが持っていなさい」

「でも、これは……」

「カリーナには申し訳ないが、もう一度ピラミッドに行ってもらうことになる」

　まあ、そうなるよね。水晶板を使えるのは母親のリスティルさんとカリーナと弟のノーリスだけだ。お腹に赤ちゃんがいるリスティルさんは無理だし、カリーナより幼いノーリスはもっと無理だ。そうなるとピラミッドに行けるのはカリーナだけになる。

　カリーナはじっと水晶板を見つめる。そして、ゆっくりと手を水晶板に伸ばす。

「……お父様、分かりました。お預かりします」

　カリーナは大切そうに水晶板を受け取る。




　バーリマさんとの話は終わり、わたしたちは先に戻ってきたウラガンたちに会いにいく。

　屋敷の中の大きな部屋で、ウラガンたちはソファや椅子に座って寛くつろいでいた。そのうちの一人が「クマが帰ってきた」と言って怯おびえている。

　だから、なにもしないって。

「無事に戻ってきたみたいだな」

「バーリマさんに報告してきたところだ。ウラガンたちもいたんだな」

「報告に戻ったら、この部屋で休むように言われた。それで、おまえたちが戻らないようだったら、見にいってほしいって頼まれていた」

　確かに、娘が帰ってこないときの保険は必要だ。

　冒険者ギルドに頼むより、理由を知っているウラガンたちのほうが話は早い。

「それで、ジェイドたちが言っていた大きなスコルピオンは倒したのか？」

「もちろん、ユナちゃんが倒したわよ」

　ウラガンがわたしに問いかけたのに、なぜかメルさんが自分が倒したかのように胸を張って答える。

　まあ、別にいいですけど。

「噂うわさどおりってわけか」

「噂どおり？」

「こっちの話だ」

　自分が他人の噂をするのはいいけど、自分のことを噂されるのは凄く気になるよ。

　まあ、どうせ、くまがとか、クマがとか、熊がとか、ベアーがとか、噂をしているんだろう。

「そうだ。ユナからの頼みだが、ユナが大きなスコルピオンを倒したことは秘密にしておいてもらえるか？」

　わたしの代わりにジェイドさんが話をしてくれる。

「どうしてだ？」

「目立ちたくないそうだ」

　全員の視線がわたしに集まる。

　うん、分かっているよ。言いたいことは凄く分かるよ。

　でも、クマさんの格好で目立つのと、大きな魔物を倒したことで目立つのは別の話だ。

　噂が広まって、面倒な仕事が来ても困る。自分から首を突っ込むのはいいけど、面倒ごとを押し付けられるのは嫌だ。

「あはははははは」

　ウラガンはわたしを見ると笑いだす。それと一緒に、一人を除いたパーティメンバーも笑いだす。

　そこまで笑わなくてもいいと思うんだけど。

「みんな、笑うのはやめろ！　そのクマをバカにしたりするのはやめろ！」

　一人の男から笑うことを止める声が発せられた。

　あの、わたしを見ると怖がる冒険者だ。

「ああ、そうだったな。おまえたちも笑うのはやめろ。それにしても、倒したのか……、本当にとんでもない嬢ちゃんだったんだな。別に黙っていることはかまわない」

「本当？」

「ああ、ただ、その大きなスコルピオンを見せてくれ。俺も冒険者だ。ジェイドたちが逃げだすほどの大きなスコルピオンってやつをこの目で確かめたい」

「別に逃げたわけじゃないわよ。ユナちゃんの言葉に従っただけよ」

「同じことだろう」

「もし、嬢ちゃんが本当にそんなに大きな魔物を討伐したなら、一冒険者として見てみたい」

　微妙な取引だ。

　見せないなら、他人に言いふらす。まあ、話しても信じないのが大半だろう。でも、クリモニアの冒険者が知れば事実と認識するかもしれない。

　でも、見せないであることないこと言いふらされるよりは、見せて黙っていてもらうことを約束したほうがいいのかな。

　ジェイドさんたちのほうを見ても、口を挟もうとはしない。このことはわたしの判断に任せるみたいだ。

「いいよ。見せるから黙ってて。もし、話したらその男のようになるかもよ」

　わたしのことをビビっている冒険者を指さす。まあ、全然覚えてないけど。

　ビビっている冒険者は「絶対に言わない」と誰よりも早く返事をする。

　やっぱり、初めてクリモニアに来たときに殴った一人かな？

　ハッキリ言って、あのときに殴った冒険者の顔は覚えていない。

「ああ、大丈夫だ。約束する。皆も守れよ」

　ウラガンが返事をすると他の冒険者も頷うなずく。

「でも、どこで見せる？」

　このスコルピオンはかなり大きい。それに他の人には見られたくない。そうなるとスコルピオンを出す場所は限られてくる。

「それなら、裏庭が広いから大丈夫ですよ」

　黙って聞いていたカリーナが提案する。
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　ウラガンたちにスコルピオンを見せることになり、裏庭の使用許可をバーリマさんにもらうことになった。カリーナは「わたしがいいって言っているのに」と少しいじけていたが、やっぱり、この屋敷の主人であるバーリマさんの許可は必要だ。

　バーリマさんに頼むと、快く承諾してくれたので、みんなで裏庭に向かう。

　裏庭は確かに広かった。流石さすが、この街の領主の家だ。

　裏庭に集まったのはジェイドさんパーティーにウラガンパーティー。それにカリーナとバーリマさんも見学することになった。

「それじゃ、少し離れて」

　わたしはみんなに注目される中、クマボックスからスコルピオンを取り出す。

　ドン！

　普通のスコルピオンと違って、深い黒色をした大きなスコルピオンが裏庭に現れる。

　ウラガンたちやバーリマさんから、ため息が出る。

「でかい。これを本当に嬢ちゃんが……」

「すげえ」

　ウラガンたち冒険者は驚く。あらためて見ても大きい。普通のスコルピオンだって、わたしからしたら大きいのに、このスコルピオンは化け物級だ。

　一度、見ているジェイドさんたちはウラガンほどの驚きは見せない。

「この魔物の体の中に水晶板が……」

「わたし、こんな魔物とユナさんが戦うって言うから、すごく心配したんですよ」

　カリーナがバーリマさんにどんな状況だったか話し始める。

「もう、ユナさんが戻ってくるまで、心配で、心配で、しかたありませんでした。いくら待っても、戻ってきませんでした」

　ふかふかのくまゆるに抱きついて寝ていたからね。

「なのにユナさんは何もなかったように戻ってきたんですよ」

「それじゃ、ユナさんが怪我をして戻ってくればよかったのかい？」

　いかに心配していたかを話すカリーナに、バーリマさんが優しく問いかける。

「そ、そんなわけないです」

「なら、純粋に喜んだほうがいい。確かに、カリーナは凄く心配したかもしれない。でも、ユナさんはこの大きなスコルピオンと命を懸けて戦っていたんだ。誰のために命を懸けて、この魔物と戦ったのか、よく考えなさい」

「お父様……」

　バーリマさんが優しくカリーナを諭す。

「この魔物との戦いがどれほど危険だったか、カリーナもこの大きさを見れば分かるだろう」

「……はい」

　ううぅ、なにかいい話が始まっているんですが。

　初めのころはちゃんと戦っていたけど、最後はスコルピオンが海水で溺おぼれ死ぬまで、くまゆるに抱きついて寝ていただけだ。

「ユナさんはカリーナに心配をかけないように、何もなかったように振る舞ってくれているんだよ」

　そんなことないです。お嬢さんが心配している間、寝てました。

　バーリマさんの話を聞いているといたたまれなくなってくる。

　このまま、話を聞いていると申し訳なくなってくるので、少し離れることにする。

　ジェイドさんたちのほうに移動すると、ウラガンたちがスコルピオンの周りをぐるぐると回っている。

「こんな、でかいスコルピオンは初めて見た」

「噂では聞いたことあるが、実際にいるんだな」

　ウラガンはスコルピオンを触ったりしている。

「よく、こんな大きな魔物を倒せたな。実際に見るまで半信半疑だったが、証拠を見せつけられると、信じるしかないな。ジェイドたちがクマの嬢ちゃんを信用するわけが分かった」

「まあ、しかたないわよ。初めてユナちゃんを見て、強い冒険者と思う人はいないと思うわよ」

「俺様の腕を軽く受け止めるぐらいだからな」

　そういえば、初めに会ったときにカリーナを邪魔だからって突き飛ばそうとしていたね。

「そんな、怖い顔をするな。あのときは、この街に来たばかりで疲れていたんだよ。それなのに、そこの娘がしつこかったから」

「うう……」

　話を聞いていたのか、カリーナが申し訳なさそうにする。

「でも、疲れているからといって、子供を突き飛ばしてもいいってことにはならないよ」

「だから、そのことは謝っただろう」

　ウラガンはカリーナのほうに視線を向ける。

「もう、謝ってもらいましたから、気にしてません」

「それで、なんでここの部分の甲殻はないんだ？」

　ウラガンは水晶板を取り出すために甲殻を剝はがした箇所を見る。

「わたしたちが解体して、体内にある探し物を取り出したのよ」

「尻尾は？」

「ユナちゃんが切ったみたいよ」

　わたしが口を開く前にメルさんが説明をしてくれる。楽だからいいけど。

　ウラガンは今度はスコルピオンの甲殻に触ったり、コンコンと軽く叩たたいたりしている。

「それにしても硬いな。これで防具を作ったらいいかもな」

「それ、俺も思った」

　ウラガンの言葉にトウヤが反応する。

「それにスコルピオンの甲殻は熱にも強いんだよな。その親玉の甲殻なら、もっと効果は高くなるかもしれないな」

　そういえば、炎系の魔物って遭遇したことがないけど、火山地帯とかに行くといるのかな？

　雪山にスノーダルマやスノーウルフもいたし、炎系の魔物もいるかもしれない。

　今度、行ってみようかな。クマさん装備があれば火山地帯でも大丈夫だろうし。

　でも、近くに火山なんてあるかな？

「嬢ちゃんは、この素材で防具を作ったりは……しないな」

　ウラガンはわたしを見ると、自分で勝手に答えを出してしまう。

　確かに作る予定はないけど、決めつけはよくないよ。

　それに、その何か言いたそうな顔はなに？　言いたいことがあればハッキリ言ったらどうかな。そのときはクマさんパンチが飛ぶだろうけど。

「ユナちゃんは、この格好だからいいのよ。そんな冒険者みたいな防具を作っても似合わないわ」

　メルさんが擁よう護ごしてくれるけど、それは褒めていないよね。どちらかというと貶けなしている？

　でも、わたしもクマさん装備がなかったら、ゲームみたいに倒した魔物の素材で装備を作ったりしたのかな？

「それで嬢ちゃんは冒険者ギルドに報告しないなら、これはどうするんだ？」

「特に、なにも考えていないけど、知り合いに解体をしてもらったら、アイテム袋にしまっておくよ」

「売ったりしないのか？」

「売ると目立つからね。まあ、どうしてもお金が必要になったら考えるよ」

　クリモニアのお店の売り上げもあるし、トンネルの使用料も入ってくる。なにより元の世界で稼いだお金も余っている。現状ではお金には困っていないから、売る必要がない。

「なら、少し俺に売らないか？」

「欲しいの？」

「冒険者なら欲しいだろう。こんな防具にいい素材に合えることはめったにない。手に入るときに、手に入れておかないと後悔するからな」

「確かにそうだな。強度も十分で、鉄より軽いならなおさらだな」

　ジェイドさんがウラガンの言葉に同意する。

「ジェイドさん。売るとしたら、いくらぐらいするの？」

「分からない。ウラガンも言ってるが、なかなか出回らないものは相場がないようなものだからな」

「それじゃ、売りようがないんだけど。普通のスコルピオンの２倍ぐらい？」

「そんなに安くないだろう。スコルピオンを２体倒すより、このスコルピオンを倒すほうが、遥かに大変だ」

　ジェイドさんは呆あきれたように言う。

　だからといって、金額の交渉は面倒くさい。

「それなら、口止め料として、今回はただでいいよ」

「…………」

「…………」

　みんなから、呆れた視線を向けられる。

　だって、面倒なんだから、しかたないじゃない。

　冒険者ギルドや商業ギルドに行けば面倒ごとになるし、欲しいって言っているのを無下にすることもできない。これが知らない冒険者だったら無視をするけど。

　一応、今日は一緒に戦った冒険者だ。サンドワーム討伐や解体作業をサボったりしたら、わたしだってこんなことは言わない。砂漠の暑いなか、真面目に討伐や解体をしていたウラガンだから、言っている。

「それじゃ、交換しようぜ」

「交換？」

「ああ、これをおまえさんにやる」

　ウラガンはアイテム袋から、布袋を３つ取り出す。

　なんだろう。お金でも入っているのかな？

「今日、得たサンドワームの魔石３００個だ。これと甲殻の一部を交換だ。もちろん、嬢ちゃんがこのスコルピオンを倒したことは黙っておく」

　魔石３００個か。使い道あるかな？　でも、ただであげようとしたスコルピオンの一部を魔石と交換して、さらに口外しないと約束してくれるなら、わたしとしても悪い取引ではない。

「別にいいけど。いいの？」

「時間をかければサンドワームぐらいいくらでも倒せる。でも、このスコルピオンの素材は手に入れようとしても簡単には手に入らない。ハッキリ言って、俺たちのほうが得している。出す場所に出せばかなりの金額になるはずだ」

「おい、ちょっと待て、勝手に話を進めるなよ。その魔石は俺たちの分も入っているんだろう」

　勝手に魔石を取引材料とするウラガンにトウヤが止めに入る。

「お前たちも、この甲殻は欲しいんだろう？」

「まあ、それはな」

「だから、甲殻を魔石と交換する。もちろん、おまえたちの分もある。人数的に俺たちのほうが多いから、少し多めにもらうが、魔石の取り分も俺たちのほうが多いから問題はないだろう」

　確かに魔石の割合がどうなるか分からないけど。ウラガンたちが多くもらうことになっていた。

　ジェイドさんたちは考え込む。

「ユナは本当にそれでいいのか？」

「いいよ。ちゃんと約束を守ってくれればね」

　個人的にはお金より、魔石のほうがいいかもしれない。

　いらなければ売ればいいだけだしね。

「それじゃ、交渉成立だな」

　わたしは魔石が入った袋を受け取る。

「それじゃ、ジェイドさんたちが解体してくれた甲殻でいいかな」

　わたしは水晶板を取り出すために剝ぎ取った甲殻の一部をクマボックスから取り出す。

「大きくないか？」

　一部といっても、くまゆるたちの数倍の大きさがある。

「面倒だから、ジェイドさんたちと分けて、余ったら、好きにしていいよ」

「ジェイド」

　ウラガンがジェイドさんに視線を向ける。それに対して、ジェイドさんは首を横に振る。ウラガンはため息を吐つく。なに、その２人で分かりきった顔は。

「それじゃ、本当にもらうぞ！　いいんだな。返せって言っても返さないぞ！」

　ウラガンがわたしの言葉を再度確認する。

「いいよ。でも、ケンカはしないでね」

「おい、ジェイド。おまえが預かれ。そして、王都で防具を作るぞ。余ったら、折半だ。それでいいな」

「でも、わたしから手に入れたことは言わないでね」

　商人や冒険者が売ってくれと来ても面倒だからね。

「分かっている」

　ジェイドさんはスコルピオンの甲殻をアイテム袋にしまう。ジェイドさんが持っているアイテム袋はどのくらい入るのかな？

　あの大きさなのに気にせず入れてる様子を見てると、かなりの量が入りそうだ。

「ユナ、おまえは分かっていないから言っておくが、ハサミと尻尾しっぽの部分が一番価値があるからな。簡単に売ったり、あげたりするなよ」

「それなら、ハサミの部分をあげようか？」

「だから、忠告したばかりで、そんなこと言うな。とにかく忠告はしたからな」

　わたしはジェイドさんの忠告を素直に受け取る。

　でも、ハサミや尻尾の部分が価値があると言われても、クマさん装備があるわたしには必要がないんだよね。
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　取引も無事に終わり、部屋に戻ってくると、ジェイドさんたちはウラガンたちとスコルピオンの甲殻でどんな防具を作るか話を始める。

　そして、ほどなくして、ラサさんが食事に呼びにくる。




「ユナさん、こちらに座ってください」

　カリーナはわたしのクマさんパペットを摑つかみ、カリーナの隣の席に引っぱっていく。

「どれも美お味いしそうだね」

　テーブルの上にはいろいろな料理が並んでいる。どれも美味しそうだ。

「はい、お腹が空いているので早く食べたいです」

　カリーナが笑みを浮かべながらお腹を触る。可愛かわいい仕草だ。わたしが同じことをすると、大きなお腹を触っているようにしか見えない。

　そして、全員が席に着くとバーリマさんから、みんなへあらためて感謝の言葉が伝えられる。

「みなさん、今回は大変な依頼を受けてもらい、ありがとうございました。無事に捜し物を見つけられたことに深く感謝致します」

「それが仕事だから、気にしないでいい。俺たちは金さえもらえれば問題はない」

「ほとんどがユナちゃんのおかげだけどね」

　ウラガンはメルさんの言葉を聞き流して、話し続ける。

「それで、俺たちの仕事は終わりでいいんだな？」

「はい。冒険者ギルドに追加報酬と合わせて渡しておきますので、受け取ってください」

　追加報酬の話はすでに聞いているが、皆嬉しそうにする。

　水晶板のことや水の魔石のことは話せないので、ジェイドさんやウラガンたちの仕事はここまでとなる。

　なんでも、ジェイドさんたちはカルスの町までの護衛の仕事を見つけ次第、デゼルトの街を出ていくそうだ。そして、王都でウラガンと一緒にスコルピオンの防具を作るという。

　お揃そろいの防具を作るのかな？

　そう考えると少し、面白いかもしれない。

　メルさんに「一緒に行く？」と誘われたが、わたしにはこの街でやることが残っている。

　だから、今回はメルさんのお誘いは丁重にお断りした。

「それじゃ、次は王都かクリモニアで会いましょう」

　王都で会うなら、冒険者ギルドになるのかな？

　でも、王都の冒険者ギルドにはあまり顔を出したくないんだよね。クリモニアと違って、未だに好奇の視線を向けられるから。

　クリモニアなら、軽く視線を向けられることはあっても、ジッと見られることはない。

　わたしがメルさんと話しているとカリーナが寂しそうな表情をしている。カリーナはわたしが見ていることに気づくと、笑みを浮かべる。

　どうかしたのかな？

　わたしが尋ねても「なんでもないです」と答える。明日のことで不安でもあるのかな？




　食事も中盤に入る。料理は豪華なものばかりで、どれもスパイスや香辛料が多く使われている。味についてはなにも問題はなかった。ただ、ラサさんは量を見誤っていた。ジェイドさんやトウヤ、ウラガンたちが、食べる、食べる。遠慮なしに食べるから、凄い速さで料理が減っていく。作っても作っても、男どもの胃袋の中に消えていく。

　追加料理も出されたが、ウラガンたちは物足りなそうにしている。

　そんな男たちをメルさんとセニアさんは呆あきれた様子で見ている。もちろん、わたしもカリーナもだ。

　決して食事の量は少なくはなかった。男たちが食べ過ぎた。

　そこはもう少し遠慮して食べようよ。相手は領主様だよ。その領主や国王の前でも着ぐるみ姿や口調を気にしてないわたしが言う台詞せりふじゃないけど。普通に考えたらわたしは不敬罪に問われてもおかしくない。もっとも、そんな国王なら、お城なんかに行くこともないけどね。




　そして、食事も終わり、ジェイドさんたちは宿屋に帰ることになる。わたしはバーリマさんの家で部屋を借りているので、今日もこのお屋敷に泊まる。

「ユナちゃん、くまゆるちゃんとくまきゅうちゃんにもよろしくね」

「また、くまゆるとくまきゅうを抱かせてね」

　メルさんとセニアさんと別れの挨あい拶さつをする。そして、少し離れたところでは男どもが集まっている。

「それじゃ、続きは店で飲もうぜ」

「割り勘だからな」

「ランクＣのジェイド様ともあろう方がランクＤの俺たちに払わせるつもりなのか？」

「新人冒険者ならともかく、おまえたちに奢おごる金はないな」

　どうやら、ジェイドさんたちはウラガンたちと一緒に酒場で酒を飲むらしい。信じられない胃袋をしている。どこにそんな入るのかな。わたしはお腹が一杯で苦しい。大食いの人を見ているだけで、お腹が一杯になるのはなんでだろう。食事は大食いの人たちとするものじゃないね。

　でも、新人冒険者の定義って、なんだろう。たとえば冒険者になって１年以内とすれば、わたしもまだ新人冒険者だ。だけど、冒険者ランクＣの人間を新人とは言わないよね。




　わたしはみんなと別れ、借りている部屋に戻ってくる。ベッドに座ると子熊化したくまゆるとくまきゅうを召喚する。そして、寝るために白クマの服に着替える。

「くまきゅう、おいで」

　今日は約束どおりくまきゅうと一緒に寝るためにくまきゅうを呼ぶ。名前を呼ばれたくまきゅうは嬉しそうに近づいてくる。寝るときはくまきゅうとお揃いの姿になる。

「今日はかまってあげられなくてごめんね。それとカリーナを守ってくれてありがとうね」

　くまきゅうに謝罪と感謝の気持ちを伝える。そして、くまきゅうを胸に抱いたまま、布団の中に入る。くまゆるはくまきゅうと争うこともなく、わたしの横で丸くなる。

「くまゆる、お休み」

　丸くなるくまゆるに手を伸ばして撫でる。くまゆるは「くぅ～ん」と返事をしてくれる。わたしは胸に抱くくまきゅうの温もりを感じながら眠りに就く。




　翌朝、目が覚めると腕の中でくまきゅうが気持ちよさそうに寝ている姿がある。どうやら、寝ている間、ずっとわたしの腕の中にいたらしい。それとも、わたしが離さなかったのかな？

　寝ている間のことは分からないからね。放り出していたら可哀想だったからよかった。

　起きたわたしは黒クマに着替え、くまゆるとくまきゅうを一度送還する。




「それではユナさん、よろしくお願いします」

　朝食を終えたわたしはバーリマさんに魔石の交換を頼まれる。わたしとカリーナは水の魔石を交換するために再度ピラミッドに向かう。




　今日もいい天気だ。カリーナは昨日と同じように暑さをやわらげてくれるフード付きのマントを被かぶり、今日はくまゆるに乗っている。

　代わりばんこだ。

　砂漠は静かなものだ。昨日、あれだけいたサンドワームの姿は見えない。

　やっぱり、大きなサンドワームが原因だったみたいだね。でも、なんで大きなサンドワームが現れたのかな？　偶然なのか、それともピラミッドの魔石が何かしら影響していたとか？

　魔物の心が分からないわたしには、答えを出すこともできない。

　わたしたちは魔物に襲われることもなく、ピラミッドに到着する。そして、そのまま休むこともなく、ピラミッドの中に入り、迷宮の入り口までやってくる。

　上を見上げると、丸く囲むようになっている壁には無数の入り口がある。

「それでどの穴から入ればいいの？」

　無数にある入り口を見ながらカリーナに尋ねる。

　わたしが近くの入り口を覗のぞくと、まっすぐ奥まで続く道もあり、曲がっている道もある。見ただけでは、どれが正解か分からない。

「今、調べます」

　カリーナはアイテム袋から水晶板を取り出す。そして、入り口がある穴の前を歩きだす。そして、１つの入り口の前で止まる。

「ここです」

　迷うこともなく、答える。

「その水晶板って、わたしも見ることはできるの？」

「はい、わたしの魔力に反応して、地図が表示されますから、わたしが持っていれば、誰でも見ることはできます。でも、わたしが手を離すと地図が消えてしまいます。持ってみますか？」

　カリーナが水晶板を差し出してくる。

　触って確かめたい気持ちはあるけど、脳裏にエルフの里の神聖樹の結界に入ってしまったときのことが浮かぶ。

　もし、わたしが手に持って地図が表示されてしまったら、大変なことになる。

　カリーナに言い訳することもできないし、カリーナに「わたしのお姉ちゃんだったんですか？」とか言われても困る。リスティルさんの隠し子疑惑に発展するかもしれない。だから、もしものことを考えて、触るのはやめることにする。

「ううん、大丈夫。水晶板はカリーナが持っていて」

　わたしの魔力が反応するか確かめたいけど、ここは我慢する。

　あらためて見ると、入り口は大人が１人通れるぐらいの大きさだ。

「ここで、くまゆるちゃんとくまきゅうちゃんとお別れですね」

　カリーナが寂しそうにする。

　大きなくまゆるとくまきゅうが通れるほどの幅はない。

「大丈夫だよ。わたしは魔法が使えるから」

　くまゆるとくまきゅうのほうを見る。そして、呪文を唱える。

「ちいさくな～れ、ちいさくな～れ」

　別に呪文は必要はないけど。小さいときに見た魔法少女のアニメを思い出して、遊び半分でやってみる。

　くまゆるとくまきゅうはわたしの言葉どおりに小さくなって、子熊になる。

「「くぅ～ん」」

「これで一緒に行くことができるよ」

「ユ、ユナさん、すごいです。こんなこともできるんですか!?」

「みんなには内緒だよ」

　カリーナは小さくなったくまゆるとくまきゅうを抱きしめる。

「くまゆるちゃん、くまきゅうちゃん。とても可愛かわいいです。ユナさん、わたしも小さくできますか？」

「…………」

　カリーナの言葉に一瞬、思考が固まってしまった。

「小さくなって、小さなくまゆるちゃんとくまきゅうちゃんに乗れますか？」

　どうやら、カリーナは本当に魔法で小さくしたと思っているみたいだ。

　ちょっとした冗談だったのに。このまま、わたしが小さくする魔法ができると思われても困るので、慌てて訂正する。

「ごめん、わたしの魔法で小さくなったわけじゃないの。くまゆるとくまきゅうが小さくなれるだけで、他のものを小さくはできないの。この子たちが特別なの」

「そうなんですか」

　わたしの言葉に残念そうにするカリーナ。

　そんなに小さくなりたかったのかな？

　別に小さくならなくても、くまゆるとくまきゅうなら普通に乗っているよね。

「それにカリーナが小さくなったら、水晶板が持てないでしょう」

「うぅ、そうですね」

　カリーナは水晶板を見て、自分の役目を思い出したようだ。

「魔石の交換が終われば、また乗れるよ」

「はい」

　カリーナは笑顔で返事をする。
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　わたしたちは迷宮の中に入る。順番はカリーナ、わたしと続き、くまゆるとくまきゅうが後方だ。

　通路は狭く、着ぐるみ姿のわたしだと、少し狭く感じる。

「カリーナ、わたしが前を歩かなくても大丈夫？」

「はい、大丈夫です。道さえ間違えなければ危険はありませんから」

　逆に言えば道を間違えれば危険ってことだ。先頭にいるカリーナが一番危険な位置にいるってことになる。

「絶対に間違えないでね」

「はい、二度と浮かれたりして、道を間違えたりはしません」

　カリーナは水晶板をぎゅっと握り締め、何度も水晶板の地図を見ている。

　わたしは安全確認のため、探知スキルを使って魔物の確認をする。バーリマさんからは正しい道を通れば魔物はいないと聞いているが、一応この目で確認しないと安心はできない。

　階層ごとにしか探知ができないので、階層が変わるたびに確認をすることにする。

　探知スキルに魔物の反応が出るが、数は多くない。えっと、魔物の表示はゴーレムと出た。これは道を間違えるとゴーレムと戦闘になるのかな？

　通路は進むにつれ、徐々に広くなっていく。くまゆるとくまきゅうを通常の大きさに戻しても大丈夫なぐらいにはなっている。

「カリーナ。通路って、狭くなったりする？」

「毎回、道が変わるので分かりません。でも、前に来たときは、そんなことはなかったと思います」

「それじゃ、くまゆるとくまきゅうを一度元に戻すよ。もしもカリーナが道を間違ってもくまゆるに乗っていれば安心だからね」

「間違えません！」

　ぷっくりと頰ほおを膨らませる。

　どうして、人は膨らんだ頰を見ると、指で押したくなるんだろう。

　そんな押したくなる気持ちを抑えて、わたしはくまゆるとくまきゅうに向けて、呪文を唱える。

「おおきくな～れ、おおきくな～れ」

　もちろん、呪文なんて必要はない。でも、小さくするときにやったのに、大きくなるときにやらないと変だからね。

　くまゆるとくまきゅうは元の大きさに戻る。カリーナにくまゆるに乗ってもらい、わたしはくまきゅうに乗る。

「くまゆる、ちゃんとカリーナの指示に従うんだよ」

「くぅ～ん」

「ユナさん。くまゆるちゃんたちは、もっと大きくなったりできるんですか？」

「できないよ。子熊かこの大きさかが選べるだけだよ」

　ちなみに中間の大きさにすることもできない。

　あくまで通常の大人のクマの大きさから子熊サイズにできるだけだ。

「そうなんですか」

　カリーナは自分が小さくなれなかったときみたいに、また残念そうにする。

「大きくなったくまゆるちゃんが、大きなスコルピオンと戦ったのかと思ったりしました」

　もし大きくできたら、戦闘が楽になるけど、戦うシーンを思い浮かべると大怪獣の戦いになってしまう。なにより、わたしの出番がなくなるからダメだよ。くまゆるもくまきゅうもわたしが守るんだから。

　くまゆるは歩きだし、Ｔ字路に来たところで止まる。

「くまゆるちゃん、右です」

「くぅ～ん」

　くまゆるはカリーナの指示に従い右に曲がる。

「そういえば、水晶板の地図をなくしたのに、どうやって戻ってこれたの？」

　すでにＴ字路や十字路になっている通路を数回ほど通った。帰るときも地図がないと困ったはずだ。間違った道を行けば帰ることもできない。

「その、あまり進んでいなかったので」

　カリーナが言うには、バーリマさんから水晶板を受け取ったことが嬉しくて、少し進んだところで、道を間違えてしまったそうだ。だから、戻ることはできたらしい。

　道を間違えたカリーナは床に落とし穴が現れ、落ちそうになったそうだ。そこをバーリマさんがカリーナを摑つかんで、落ちずに済んだという。でも、そのときにバーリマさんは腕を痛め、水晶板はカリーナの手から落ちてしまったそうだ。

　自分のせいで、父親は怪我をし、代々引き継がれてきた水晶板を穴に落としてしまった。でも、バーリマさんは怒らなかったという。

「お父様はわたしが無事でよかったと言いましたが、あのときは、わたしでなく水晶板に手を伸ばしてくれればと思いました」

「そんなこと言っちゃダメだよ。バーリマさんは水晶板より、カリーナが大切だったんだよ。そんな気持ちを否定しちゃ、バーリマさんが可哀想だよ。確かに、カリーナは失敗したかもしれない。でも、バーリマさんのおかげで命は助かった。落ちた水晶板も見つけた。なにも問題はないとは言わないけど、カリーナは頑張って失敗を取り戻したでしょう。だから、今度は二度と同じ失敗しないようにすればいいよ」

「……はい」

　カリーナはとってもいい笑顔を見せる。これは絶対に無事に魔石を交換しないといけないね。

　元気になったカリーナは道を間違えないように、分かれ道が来ると水晶板で確認してから進む。人は失敗から学んで成長するものだ。もちろん、学ばない者もいる。でも、カリーナは間違いなく前者だ。

「カリーナ。少しだけ水晶板を見せてくれる？」

「はい、どうぞ」

　くまゆるに乗ったカリーナはくまきゅうの隣に並ぶと、手に水晶板を持ったまま、横から見えるように差し出してくれる。水晶板には現在いる場所を中央に青い点で示されている。

　地図は全体の地図を表すわけじゃないみたいだ。少し先の道までしか、地図は表示されていない。

　来た道や進む道は黄色の道が示してくれている。なるほど、こうやって進んでいくのか。これなら、戻るのも問題はない。

　ただ、問題があるとすれば地図は拡大されており、全体像が分からないってことぐらいだ。

「これって、全体は見ることはできないの？」

「はい、近くしか見ることはできません」

　わたしはクマの地図のスキルを使用する。

　うん、これはしっかり進んできた道が表示されている。でも、数日後に変化して、使い物にならなくなる。

「くまゆるちゃん、真っ直ぐです」

　十字路を真っ直ぐ進むカリーナ。

　小学生のときに一度だけ行ったことがあるけど、遊園地の迷路みたいだ。

　そして、さらに何度か分かれ道を進むと、少し開けた空間に出る。正面に階段が見えるが、左右にも同様に階段がある。

「カリーナ、どっち？」

「右です」

　カリーナは迷うこともなく、右側の階段を選ぶ。

　わたしは右側にある階段に進んで絶句する。階段が螺ら旋せん状になっている。

「これを上るの？」

「はい、この階段を上っていきます」

　くまゆるに乗ったカリーナは階段を上っていく。

　クマの装備やくまゆるやくまきゅうがなかったら、絶対に上りたくない階段だ。わたしの貧弱な体では絶対に上りきれない。

　わたしはくまきゅうに感謝して、螺旋階段を上ってもらう。そして、迷わせるために螺旋階段の途中に奥に進む通路がある。そのたびにカリーナは水晶板で確認して「違う」と言って、くまゆるに指示を出しながら、上っていく。そして、螺旋階段を上っている途中で「ここです」と言うと、横の通路に入っていく。

　これは水晶板がなければ、絶対に迷子になるね。

　誰も挑戦をしないわけだ。




　通路をさらに進むと、また分かれ道だ。でも、いままでの分かれ道とは様子が違う。

　右が明るく照らされており、左は闇のように真っ暗だ。人の心理として右の明るいほうに行きたくなる。左の暗闇には行きたくない。

　でも、カリーナの言葉は「左です」と答える。

「いま、ランプを出しますから、待ってください」

「大丈夫だよ」

　わたしはクマさんパペットに魔力を集めて、光を作り出す。目の前にクマさんの顔の形をした光が浮ぶ。

「……クマさんです」

「ほら、行くよ」

　クマの光に見とれているカリーナに声をかけて暗闇の通路のほうを進む。クマの顔をした光が暗闇の通路を照らす。カリーナはそんな宙に浮くクマの顔の光をじっと見つめている。そんなに見ていると目を悪くするから注意する。

「カリーナ、ちゃんと水晶板を見てね」

「は、はい。すみません」

　カリーナはすぐに視線を水晶板に戻す。

「あのう、どうして、普通の光じゃないんですか？」

「クマのほうが可愛いでしょう？」

「はい、そうですね」

　カリーナはわたしの言葉に納得する。もちろん、普通の光の玉も作り出せる。でも、意識しないとクマの顔の形になってしまう。なんでだろう。わたしはクマさんパペットをパクパクさせる。

　通路を曲がると、前方に光が見える。小さな部屋に出たと思ったら、また明るい道と暗い道の分かれ道がある。

「今度は明るいほうです」

　カリーナの指示どおりに明るい道を進む。次の分かれ道は下に向かう通路と上に行く通路に分かれてる。下は明るく、上が暗い。

　やっぱり、明るいほうを行きたくなるね。でも、カリーナが示した先は上の暗い道だ。

　上に上がる通路を進むと、少し広い部屋に出る。

「もしかして、着いた？」

「まだです」

　まだなのか。１時間は歩いていないと思うけど、こうも分かれ道が多いと面倒だ。




　カリーナは水晶板を見ると、無警戒に部屋の中へ進んでいく。

「ユナさん、止まってください」

　わたしはカリーナの言うとおりに止まる。

　見回してみると、思ったより部屋は広く、そして、目の前には大きな穴が開いている。そして、反対側に向けて橋が三本ある。

「右の橋です」

「もしかして、他の橋を渡ると落ちるとか？」

「分かりませんが、その可能性は高いと思います。でも、ユナさんの魔法があれば、向こうまで橋を架けられますね」

　本来は知恵と力、魔法、技術を使って突破するんだろう。でも、カリーナが持っている水晶板の地図があれば、正しい道を教えてくれる。

　わたしたちは橋を渡り、先に進む。

　迷路、罠わな、ゴーレムの反応もある。他にもわたしたちが通ってこなかった罠や複雑な迷路もあるんだろう。

　これじゃ、挑戦しようと思う冒険者なんていなくなるね。

　カリーナのご先祖様やムムルートさんは、よく砂漠にある迷宮に挑戦しようと思ったものだ。当時は近くに街も湖もなかったから、今よりも挑戦するのは大変だったはずだ。尊敬に値する。




　それからもカリーナは水晶板を見て、迷うこともなく、進む。そして、カリーナが止まる。

　到着した。

　わたしたちの前に扉がある。

「ユナさん、着きました」

　わたしはくまきゅうから降りると、扉に触れる。

　押せば開くのかな？

「ユナさん、ちょっと待ってください。今から開けますから」

　カリーナもくまゆるから降りて、扉の横に移動する。そこには凹みがある。カリーナが持っている水晶板をその凹みにはめると、ドアがゆっくりと開いていく。
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　扉が開く。

　水晶板は扉を開ける鍵にもなっていたようだ。

「ユナさん。水晶板を外すと、少ししたら扉が閉まりますので、入ってください」

　カリーナは忠告してから水晶板を外す。そして、カリーナを先頭にわたしたちは扉の中に入る。わたしたちが部屋に入って少しすると、カリーナの言うとおりに後ろの扉がゆっくりと閉まった。

　わたしは部屋を見回す。

　部屋に入って一番目を引くのは中央にある銀色の盃のような形をしたものだ。盃からはチョロチョロと水が流れ落ちている。流れ落ちた水が噴水の池のようになっており、そこに水が溜まっている。

　カリーナは部屋の中央に向けて歩きだす。

　盃の前には階段があり、階段の手前には１ｍほどの高さの台座がある。台座を見ると魔石が嵌はめ込められている。

　カリーナは真っ直ぐに階段を上り、盃の前に立つ。わたしもどうなっているか気になるのでついていく。盃の大きさは直径１ｍほどで、盃の中を覗のぞくと割れたと思われる魔石が水の底に沈んでいた。

　割れた魔石は最後の力を振り絞るように水を出しているように見える。

「この魔石を交換すればいいんだね」

　そのためにここまで来たのだ。

「はい」

「それじゃ、早く交換しちゃおうか」

「それじゃ、水を止めますので待ってください」

　カリーナは階段を下りて、階段の手前にある台座の前に立つ。そして、台座の上に嵌められている魔石の上に手を置くと、カリーナが魔力を込めると魔石が青白く光り、しばらくすると光は消える。

「これで魔石が取れます」

　振り返って盃を見るとチョロチョロと流れていた水が止まっている。

「水を止めたりできるの？」

「わたしもやったのは初めてですが、前にお母様と来たときに説明を受けました。でも、本当に水が止まってよかったです」

　カリーナは再度、階段を上り、盃の前に戻ってくる。カリーナは袖そでを捲まくり、盃の底に沈む割れた魔石を取ろうとする。わたしも手伝うことにするが、カリーナに止められる。

「わたしにやらせてください。今まで頑張ってくれたお礼を込めてわたしが拾います。それがイシュリート家に生まれたわたしの役目だと思います」

　わたしはカリーナの気持ちを汲くんで、見守ることにする。

　カリーナは水が入った盃に手を入れる。そして、割れた魔石の破片を一個ずつ大切そうに拾い上げていく。大きな破片から小さな破片。長い年月、水を供給してくれた魔石。カリーナは割れた魔石を感謝を込めて拾い、布袋にしまっていく。

　この魔石から水が出て、湖を作り出せるほどの水を生うみ出していたんだね。ファンタジーの一言で片付けるのは簡単だけど、凄すごいことだ。

　カリーナが魔石を拾い上げている間、わたしは部屋の中を探索することにする。

　床には魔法陣と言うべきなのか、図形のような溝が一面に彫られている。これが水を増幅する魔法陣なのかな？

　その魔法陣は壁にも繫つながっており、天井にも複雑な図形の魔法陣が彫られている。部屋全体が水を増幅する魔法陣になっているみたいだ。

　もし、正規ルートでなく、壁を壊して侵入でもしたら、水を増幅する魔法陣を壊すことになっていた。本当にやらなくてよかった。もし、やっていたらクラーケンの魔石があっても、湖は復活しなかった。

　それにしても、凄い魔法陣だ。流石さすがにこれを複写して、他の場所でも増幅する魔法陣が使えたら面白かったけど、できそうもない。

　周囲を確認したわたしは中心にある盃の周りを一周するように歩く。盃から落ちた水は透き通っていて綺麗だ。この水が街まで流れていくのかな。距離もあるし、どうなっているのかな？

　盃の後ろに来ると、こっちにも扉がある。入り口が２つ？

　正解は１つじゃないってこと？

　扉の横には台座が置いてある。台座には凹みがあり、水晶板が嵌まりそうな凹みがある。水晶板を嵌めると入り口同様に扉が開くのかな？

「そこは出口です」

　わたしが扉の前でウロウロしていると、上から見ていたカリーナが教えてくれる。

「出口？」

「はい、帰りはそこから帰ります」

　入り口と出口は別になっているんだ。なにか理由があるのかな？

　わたしは部屋を一周して、階段の前に戻ってくる。

　割れた魔石の破片を拾い終わったカリーナも、階段を下りてわたしのところにやってくる。

「お待たせしました」

　カリーナを見ると手や服が濡れていることに気づく。わたしはクマボックスからタオルを出して、カリーナに差し出す。

「ありがとうございます」

　カリーナはタオルで手や腕、服などを拭ふく。こういうときに乾燥魔法とかあれば便利だと思うけど。実際に使えたとしても、水を弾くクマの着ぐるみのわたしには不要な魔法になってしまう。

　でも、長い髪を乾かすときは便利かな？

「ユナさん、ありがとうございました。洗ってお返ししますね」

「いいよ。汚れていないし、すぐに乾くから」

　カリーナからタオルを受け取ると、くまゆるの背中の上に乗せる。

「くぅ～ん」

　くまゆるがなにか言いたそうにする。くまゆるの背中なら温かいからすぐに乾くと思ったんだけど、ダメだったみたいだ。まあ、乾かすのはいつでもできるので、タオルはクマボックスにしまう。

「ユナさん、魔石をいいですか？」

　真剣な目でわたしはお願いされる。緊張しているようにも見える。

　わたしはクマボックスからクラーケンの魔石を取り出し、カリーナに渡す。カリーナは落とさないように大切そうに両手で受け取る。

「この魔石に街の運命がかかっていると思うと重いです。もし、魔石を交換しても水が出なかったらと思うと、怖いです」

　魔石を持つカリーナの手が震えている。わたしは魔石を持つ、カリーナの手に触れる。

「ユナさん……」

「大丈夫だよ。ここまで頑張ったんだよ。交換すれば直るよ」

　カリーナは頷うなずくとゆっくりと階段を上がっていく。そして、盃の前に止まると、小さく息を吐き、盃の中にゆっくりとクラーケンの魔石を沈めていく。カリーナは盃の中の魔石をジッと見つめている。

「カリーナ？」

「すみません」

　わたしが声をかけるとカリーナは階段を下りてくる。

「あとは魔法陣を起動すれば大丈夫なはずです」

　カリーナは台座の前にやってくる。そして、緊張した雰囲気で台座の上にある魔石の上に手を乗せる。カリーナは息を吸って吐く。手に力がこもり、台座の上にある魔石に魔力を流す。

　すると台座の上の魔石が青白く光り、床の魔法陣も光りだす。その光は部屋全体に広がり、眩まばゆい光が部屋を包み込む。そして、光が徐々に消えていく。

　カリーナの息を飲む音がしたと思った瞬間、盃から溢あふれるように水が湧きだした。

　水は止まることもなく、どんどん湧きだす。

　成功だ。

　わたしはカリーナに声をかけようとして、カリーナを見る。

「……カリーナ」

　カリーナの目からも盃のように涙が流れていた。
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「うう、よかった」

　カリーナは溢れ出る水を見て涙を流す。涙を拭ぬぐうこともせずに、盃から溢れる水を見つめている。

「これで、街が、ユナさん、ありがとう、ございます」

　カリーナは涙目でわたしにお礼を言う。わたしはハンカチで涙を拭ふいてあげる。

「ほら、泣かないの」

「ユナさん……」

　濡れた顔を拭いてあげるが、涙は止まらない。今までの緊張の糸が切れたのだろう。水の魔石の破損、街の湖の枯渇、水晶板の地図の紛失、父親の怪我、魔物の大量発生、住民が街を出ていく。いろいろな不幸が重なった。

　カリーナがすべてを背負うべきものじゃないけど、水晶板を落としたカリーナは大きな責任を感じていた。

　でも、水晶板は見つかり、新しい水の魔石の取り付けも終わった。水も元に戻った。すべてが終わった。ついでに魔物も倒した。出ていこうとする住民もいなくなるはずだ。

　これで、カリーナの肩の荷も降りたはずだ。

　わたしは優しく抱きしめて、泣き止むまで、思う存分、泣かせてあげる。

「ユナさん、ありがとうございました。くまゆるちゃん、くまきゅうちゃんもありがとう」

　カリーナはわたしから離れる。

「もう、大丈夫？」

「はい、いきなり泣いてすみませんでした」

　赤くなった目をごしごしと擦こする。でも、その顔には満面の笑みが広がっている。

　カリーナは溢れ出る水を嬉しそうに見ている。その光景はカリーナにとっては最高の光景に映っているようだ。

　しばらくの間、カリーナは水を見つめている。

「大丈夫だよ。止まったりしないよ」

　実際はそんな未来のことは分からないけど、カリーナを安心させるために声をかける。

「はい」

「それじゃ、バーリマさんに報告しに帰ろうか」

　いつまでもここにいるわけにはいかない。バーリマさんも心配していると思う。

　わたしたちは盃の後ろにあった扉のところにやってくる。ここから帰るんだよね。

　カリーナは扉の側にある魔石に触れる。すると扉が開き、さらに扉の先のほうでも同様に何かが開く音が聞こえてくる。それは１つや２つではない。

「ユナさん。行きますよ」

　扉の先は階段になっており、わたしたちは下りていく。

　しばらくすると後ろで扉が閉まる音がする。やっぱり、自動で閉まるみたいだ。少し階段を下りて、少し通路を進む。また階段を少し下りる。また少し通路を進む。

　通路を出ると、そこは一番初めの迷宮の入り口だった。

「戻ってこられました」

「帰りはこんなに簡単なの？」

「はい」

「おかしくない？　行くときもこの道を使えばいいんじゃない？」

「それは、わたしも初めて通ったときに思いました。でも、行きは、この通路は使えないみたいなんです」

　わたしたちが通路の外に出ると、後ろの通路で壁が動く音がする。

「たぶん、道が塞ふさがれているんだと思います」

　この道を使わせないためか。

　でも、これは納得がいかないよ。








[image: ]347　クマさん、デゼルトの街に戻ってくる






　魔石を交換したわたしたちは、街に戻ってくる。

「カリーナ様！」

　街の門番が、カリーナに声をかけてくる。

「どうしたのですか？」

「もしかして、カリーナ様が何かをしたのですか？」

「何があったのですか？　説明をしてくださらないと分かりません」

「申し訳ありません。先ほど、湖に水柱が上がったんです。その水が街に降り注ぎました」

「それは本当ですか!?」

「はい。それで街の中は、騒ぎになっています」

「安心してください。湖の水は元に戻ります。詳しいことはお父様から、お話があると思います」

「そうですか。湖の水が日々、減っていくのを心配していたんです。でも、よかった」

　男性はカリーナの言葉に安あん堵どの表情を浮かべる。




　わたしたちは街の中に入る。

　門番の人が言っていたとおり、噴き上がった水によって、地面が濡れている。

　そして、街の雰囲気がいつもと違う。みんな、嬉しそうにしている。

　わたしたちが湖の様子を見に行くと、湖の周辺には人だかりができていた。みんな、湖を見ている。

「もしかして、水柱を見に来たのかな？」

「そうかもしれません。とりあえず、急いでお父様のところに戻りましょう」

　わたしたちは湖を見ている人たちの後ろを抜け、家に向かう。

　屋敷に戻ると、人だかりができていた。

　たぶん、ここにいる人たちは湖に上がったという水柱のことをバーリマさんに聞きに集まったのだろう。

「これでは中に入ることができません」

　わたしたちがどうしようかと思っていると、聞いたことがある声がお屋敷のほうから聞こえてくる。

「バーリマさんより、のちほどお話がありますので、もうしばらくお待ちください」

「あれはメルさん？」

　メルさんだけではない。ジェイドさんやセニアさん、トウヤもいる。

　ジェイドさんたちは集まってきた住民を落ち着かせようと声をかけている。

　大きなトラブルにはなっていないけど、カリーナが見つかれば、騒ぎになるかもしれない。

「ユナさん、どうしましょうか？」

　普通に行けば、囲まれる可能性がある。

「これはしかたないね」

「ユナさん？」

　わたしはカリーナの後ろに回り込むとお姫様抱っこする。

「ユナさん、なにを!?」

「しっかり、摑つかまっていてね」

　わたしはカリーナをお姫様抱っこしたまま走りだす。そして、助走をつけて跳ぶ。

「わああああああああああああ」

　カリーナが叫ぶ。

　その声で住民たちが上を向く。

「あれはなんだ？」

「トリ？」

「鳥だ」

「いや、クマだ」

「くまさんよ」

「空飛ぶ熊だ！」

　住民が叫ぶ中、わたしは住民を跳び越え、さらに塀まで跳び越えて、お屋敷の塀の中に着地する。

　着地は綺麗に成功して、頭に「10・00」が並ぶイメージが浮かぶ。クマさん装備があればオリンピックで金メダルも夢じゃないね。まあ、どう見ても反則だけど。

　塀の向こう側では「クマが飛んだ」「クマは飛ばないぞ」「絶対にクマだった」「だから、クマは飛ばないって」などと、わたしを見た人たちと見なかった人たちが言い争っている。あと、角度によっては分からない人もいるかもしれない。そもそも、あの一瞬でよくわたしの格好がクマだと分かったことに感心する。

　わたしはカリーナを降ろす。

「ユナさん、跳ぶなら跳ぶと言ってください。怖かったです」

　地面に立ったカリーナは足が震えていた。

「漏らした？」

「漏らしてません！」

　カリーナはポカポカとわたしを叩たたく。大丈夫そうだ。

「ユナ、戻ったのか」

「どうして、ここにジェイドさんたちが？」

「俺たちのことは、どうでもいい。早くバーリマさんに報告に行ってくれ。バーリマさんがユナとカリーナを待っている」

　そうだ。早く報告に行かないといけない。

「ユナさん、お父様のところに報告に行きましょう」

　わたしとカリーナはお屋敷の中に入る。お屋敷に入ると、ラサさんが待っており、すぐにバーリマさんのところに連れていかれる。

「カリーナ！　それにユナさんも」

　バーリマさんにリスティルさん、息子のノーリスまでいる。

「お父様、お母様、ただいま戻りました。それで、お聞きしたいのですが、水柱が立ったとお聞きしたのですが、本当ですか？」

「ああ、その説明をする前に報告を聞かせてほしい」

「分かりました」

　カリーナは水の魔石を無事に交換したこと。水がちゃんと湧きだして、元に戻ったことを話した。

「そうか、カリーナ。今回はいろいろと苦労をかけたな」

「いえ、元はわたしが水晶板を落としたのが原因です」

「ユナさんもありがとうございました。ユナさんがいなかったら、この街は終わっていたかもしれません」

　バーリマさんは深々と頭を下げる。

「それで、お父様。水柱が立ったってどういうことですか？」

　わたしにはなんのことか分からないけど、カリーナには分かっていたようだった。

「カリーナも知っていると思うが年に一度、お祭りがあるだろう」

「はい。湖が噴水のように噴き上げ、街全体に水が雨のように降る」

「そうだ。その現象が少し前に起きて、街が騒ぎになっている」

「ですが、お祭りは……」

「あれは起きる理由があるんだ」

　バーリマさんが言うには、この街には１年に一度のお祭りがあるらしい。そのときには決まって間欠泉のように水が噴き上がり、街全体に湖の水が雨のように降るらしい。

　昔は感謝の気持ちを込めて盃を清掃するのが目的だった。盃を清掃するには一度魔法陣を止める。そして、再度、魔法陣を起動すると間欠泉のように水が噴き上がる現象が起きるという。

　それが、のちに街のお祭りとなっていき、それと同時に領主イシュリート家としての力を誇示するためのものになっていったらしい。

　そして、今回は魔石を交換するために魔法陣を止め、再起動したことで水が噴出して、それを見た住人が湖に集まり、理由を聞くためにバーリマさんの家に人が集まったみたいだ。

　その中にはジェイドさんもいて、わたしたちが来るまで、騒ぎにならないようにお願いしたそうだ。

　そしてバーリマさんたちはわたしたちの報告を聞くために待っていたらしい。

「それじゃ、ジェイドさんたち困っていたから、早く住民に話しに行ってあげて」

「そうですね」

　バーリマさんは今回のことを住民に説明しに行くために席を立つ。それと同時に母親のリスティルさんも立ち上がる。

「わたしも一緒に行きますわ」

「だが、お腹が……」

「大丈夫よ。それにあなたも怪我をしているでしょう。今回はよい報告をしに行くのですから、危険はありませんよ」

「それなら、わたしも行きます」

「僕も……」

「カリーナ、ノーリス……、分かった。皆で行こう」

　全員でお屋敷の外に出て、湖が元に戻ったことを説明する。バーリマさんは不安にさせたことを謝罪し、安心してほしいと伝えた。

　バーリマさんの言葉は街中に広がり、街は活気づく。湖の前には屋台が並び、あらゆる場所でお祭り騒ぎになった。




　わたしとカリーナが活気づいた街を歩いていると、以前訪れたスパイスのお店の近くを通る。

「カリーナ様」

　お店からおじさんが出てくる。

「本当に、湖が戻ったのですか？」

「本当です。もう、大丈夫です。だから、街から出ていかないでほしいです」

「はい、それはもちろんです。家内とも相談して、残るつもりです」

　その言葉にカリーナは本当に嬉しそうな表情をする。苦労が報われた瞬間だ。




　その日の夜、精神的に疲れたわたしは寝る準備をする。体はそれほど疲れていないけど、カリーナに連れまわされた。クマの格好は目立つし、ジェイドさんたちからはいろいろと聞かれるし、本当に疲れた。

　白クマに着替えて、子熊化したくまゆるとくまきゅうを召喚する。相変わらずもふもふ具合が心地いい。くまゆるとくまきゅうを抱いているだけで、疲れが癒えていく感じだ。

　くまゆるとくまきゅうからエネルギーをもらったわたしが布団に入ろうとすると、ドアがノックされた。

「ユナさん、起きてますか？」

「カリーナ？　起きてるよ」

　ドアに向けて声をかけるとカリーナが枕を持って入ってくる。

「どうしたの？」

「その……一緒に寝てもいいですか？」

「別にいいけど」

　枕まで持参しているのに断れるわけがない。カリーナは嬉しそうにベッドにやってくる。

「ユナさん、白いです」

　カリーナに白クマバージョンを見られる。

「寝るときはね」

　普通のときも着るけど。疲れを取ってくれる白クマがパジャマ代わりになっている。

「白クマの格好も可愛かわいいです」

「カリーナの格好も可愛いよ」

　カリーナも白色の可愛らしい寝間着を着ている。

　わたしより、ずっと可愛い。

「ユナさん、帰ってしまうんですよね。そうなると、くまゆるちゃんとくまきゅうちゃんともお別れなんですね」

　カリーナは子熊化したくまゆるとくまきゅうを撫なでる。

　そこにはわたしは入っていないの？

　クマさん泣くよ。

「ユナさんと会えなくなると思うと寂しいです」

　ちゃんとわたしも入っているみたいでよかった。

「また来るよ」

「本当ですか？」

「うん、スパイスも買いに来たいし、なにより、カリーナにまた会いたいからね」

　クマの転移門を設置すれば一瞬で来ることができる。それには設置場所を考えないといけない。

「本当ですよ。約束ですよ。わたし待ってますからね」

「約束するよ」

　わたしの言葉に先ほどまで、暗い表情をしていたカリーナが花が咲いたような笑顔になる。

「くまゆるちゃん、くまきゅうちゃん。また会おうね」

「「くぅ～ん」」

「うぅ、でも、やっぱりお別れは寂しいです」

　くまゆるとくまきゅうを抱きしめるカリーナ。

「それじゃ、いいものをあげるよ」

「いいものですか？」

　わたしはクマボックスから、くまゆるとくまきゅうのぬいぐるみを取り出す。それを見たカリーナは目を大きくして、ぬいぐるみを凝視する。

「くまゆるとくまきゅうのぬいぐるみだよ。これがあれば、寂しくないでしょう？」

　カリーナはくまゆるぬいぐるみを持ち上げる。

「わたしにくれるんですか？」

「大切にしてね」

「ありがとうございます」

　カリーナはくまゆるぬいぐるみとくまきゅうぬいぐるみを抱きしめる。その横では放り出されたくまゆるとくまきゅうがいる。ぬいぐるみに負けて悲しそうにしている。

「でも、どうしましょう。ぬいぐるみを抱いたら、くまゆるちゃんとくまきゅうちゃんが抱けません」

「それなら、今日は本物のくまゆるとくまきゅうを抱いたらいいんじゃない？」

「はい、そうします」

　カリーナはベッドから降りて、ぬいぐるみをテーブルの上に置いてくる。そして、戻ってくると、くまゆるとくまきゅうを抱いてベッドに倒れる。

「ユナさん、お話を聞かせてください」

「お話？」

「はい、ユナさんが暮らしている街とか、どんな場所に行ったとか、どんな魔物と戦ったとか、いろんなお話を聞かせてください」

「う～ん、それじゃあね。…………」

　わたしはちょっとしたお話を始める。

　そして、しばらく話していると、隣から静かな寝息が聞こえてくる。どうやら眠ってしまったみたいだ。そして、カリーナが無意識に抱きついているのはくまゆるだった。わたしは寂しそうにしているくまきゅうを呼び寄せると、抱きかかえる。

「おやすみ」

　わたしも今日の疲れを取るために眠りに就く。
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　朝、起きるとカリーナはわたしに抱きついて寝ていた。寝る前に抱きついていたくまゆるはカリーナの横で丸くなって寝ている。解放されて嬉しいのか、寂しいのかはくまゆるにしか分からないけど、気持ちよさそうに寝ている。

　ちなみにわたしの腕の中でくまきゅうは気持ちよさそうに寝ていた。とりあえず、気持ちよく寝ている全員を起こす。




　そして、朝食を食べ終わると、バーリマさんに執務室に来るように言われた。なんでも、今回の件でいろいろと話したいことがあるそうだ。

「ユナさん、あらためて、ありがとうございました。感謝の言葉もありません。カリーナも笑顔を見せるようになりました。これもすべてユナさんのおかげです。この数日間、カリーナは自分を責めていました。わたしたちがいくら声をかけても自分が悪いと、部屋で泣いている姿もありました。親として自分の娘一人、慰めることも、心を救うこともできませんでした。でも、そんなカリーナをユナさんが救ってくれました。本当にありがとうございました」

　初めて会ったときのカリーナは、切羽詰まったような感じだった。でも、カリーナは頑張ろうとしていた。そして、カリーナは小さな体で本当によく頑張ったと思う。

　魔物を前にしても逃げ出さなかったし、泣き言も言わなかった。子供なら、怖がって行きたくないと言ったかもしれない。自分勝手な行動をしたかもしれない。でも、カリーナはそんなことはなかった。ちゃんと自分の役目を分かっていて、わたしたちの邪魔もしなかった。

　そのことをバーリマさんに話すと、とても嬉しそうだった。

「それで、ユナさん。ギルドカードをお借りしてもよろしいですか？　今回の件をギルドカードに記入させてください」

　依頼主は国王扱いになるはずだけど。ジェイドさんたちと行った依頼のことなのかな？

　わたしはバーリマさんにギルドカードを差し出す。受け取ったバーリマさんはギルドカードを水晶板の上に載せて、水晶板を操作する。操作はすぐに終わり、ギルドカードはわたしのクマさんパペットの口に戻ってくる。

「ユナさんはスコルピオンの件は知られたくないようでしたので、クラーケンと同じように処理をさせてもらいました」

「つまり、ギルドマスターとか偉い人にしか分からないってこと？」

「はい。もし、討伐記録の証明を問われる場合がありましたら、わたし及びフォルオート様がなさってくれると思います。この手紙をフォルオート様にお渡しください。今回のことが書かれています。もしかすると、スコルピオンを見たいとおっしゃられるかもしれませんが」

　つまり、手紙にはスコルピオンのことが書かれていることになる。バーリマさんに噓うその報告を書いてもらうわけにもいかないし、今回はしかたない。

　でも、あの国王のことだ。絶対に見せろって言うよね。国王は言いふらすようなことはしないはずだから、そのあたりは安心できると思う。今のところ王都でわたしが一万の魔物を討伐した話もクラーケンを討伐した話も広まっていない。ただ、エレローラさんには間違いなく知られることになるよね。そうなると連鎖的にクリフにも知られることを意味する。

　また、クリフに何か言われるかな？

「それで、ユナさんにはフォルオート様とは別にお礼をしたいのですが」

「お礼なら国王陛下からもらうから大丈夫だよ」

　国王からはお金をもらう予定になっている。それにはクラーケンの魔石の代金も含まれている。どうせ、国から出るお金だ。国王自身は痛くも痒かゆくもないはずだ。

「いえ、今回の依頼の内容は、魔石を運んでくることだったはずです。水晶板を捜すことや魔石の交換は別件です。さらにユナさんは大きなスコルピオンを倒しています。このまま、お礼もせずに帰すわけにはいきません」

「別に気にしないでいいよ。スコルピオンがいたのはバーリマさんも知らなかったことだし。素材を売ればお金になるし、魔石の交換はカリーナについていっただけだし」

　魔石の交換のときは、ほぼ何もしていない。くまゆるとくまきゅうの上に乗って、カリーナの指示に従ってついていっただけだ。

「ユナさんは自分が凄いことをしたという自覚を持ったほうがいいですよ」

　言っていることは分かるけど、恩着せがましくするのは好きじゃない。でも、わたしがいくら断っても、バーリマさんは話を聞いてくれない。お礼がしたいと言う。

　そこで、一つ頼みたいことを思いついた。

　今日は商業ギルドに行って、クマの転移門を設置する家を購入するつもりでいた。

　クマの転移門の設置場所を考えた結果、街の中に家を購入することにした。ピラミッドの中とか、砂漠の中とかも考えたりしたけど、魔物や人の目を考えると作れない。そうなると、街の中に小さな家を購入して、その中にクマの転移門を設置したほうがいいと思った。

　そこでわたしはバーリマさんにお願いをする。

「それじゃ、商業ギルドに紹介状を書いてくれませんか？」

「商業ギルドに紹介状ですか？」

「ちょっと、この街に家を購入しようと思って。ほら、わたしって、その、こんな格好でしょう」

　わたしは自分の格好をあらためてバーリマさんに見せる。

「クマさんですね」

「だから、宿屋に泊まるときも、変な目で見られるから、街に来たときに泊まれる家でも買おうと思って」

「えっと、普通の格好をすることは」

　普通はそう考えるよね。でも、わたしはその質問に即答する。

「しませんよ」

　したいけど、宿屋に普通の格好で泊まる勇気はない。クマ服を脱げば、普通の女の子より弱い存在だ。自宅ならまだしも、宿屋で普通の格好なんて怖くてできない。それに宿屋じゃ、クマの転移門が置けないしね。

「それに家が欲しいと言っても、この格好だし、年齢的に信用してもらえるかも分からないし、変な場所や変な家を売り付けられても困るし」

　転移門を設置するため、言い訳をしてみる。

　それに今までもクリモニア以外、他の人の力を借りて家を購入している。王都ではグランさんやエレローラさん。ミリーラの町ではアトラさん。ラルーズの街ではレトベールさんに家をもらった。エルフの里ではムムルートさんの許可をもらった。だからこそ問題なく、クマハウスを建てたり、家を購入することができた。

　だから、この街ならバーリマさんの紹介状があれば、トラブルもなく家を購入できるはずだ。

「住むわけでもないのに、それだけのために家を購入するのですか？」

「小さい家ですよ。カリーナにもまた会いに来ると約束しましたし」

「それなら、街に来たときは、わたしの家に泊まってくださっても構いませんが。それなら娘も喜びます」

　それだと、宿屋と同様にクマの転移門の設置ができない。

「街に到着する時間も分からないし、迷惑にもなるかもしれないし……」

　えっと、他に言い訳を……。

「迷惑なんてことは。……そうですね。分かりました。しつこく誘うのも申し訳ないですので、商業ギルドへの紹介状を用意します。それがユナさんへのお礼となるなら喜んで書きますよ」

　バーリマさんはそう言うと、商業ギルド宛に紹介状を書いてくれる。

「ありがとうございます」

「いえ、多少でも、お礼ができてよかったです」

　バーリマさんは腕を伸ばすと痛そうにする。わたしはここでの最後の仕事をすることにする。

「バーリマさん、痛めている腕を少し見せてもらっていいですか？」

「腕ですか？」

　バーリマさんは服を捲まくって、腕を見せてくれる。赤く、腫はれている。たぶん、カリーナが落とし穴に落ちそうになったのを摑つかんだときに、痛めたのだろう。

「このことは秘密にしておいてくださいね」

　わたしはクマさんパペットを腫れている腕に近づけると、治療魔法を使う。治るイメージと、腫れが引くイメージをする。すると、赤くなっていた腕が、普通の色に戻っていく。

「これで大丈夫だと思いますよ」

　バーリマさんは腕を回す。

「痛くありません」

「無理をすれば、また痛みが出るかもしれないけど。普通にしていれば、大丈夫だと思います」

「ユナさん、あなたは何者なんですか？」

「ただの冒険者だよ。今回のことは誰にも内緒ですよ」

　わたしはクマさんパペットを口に当てる。

「分かりました。誰にも言いません。ありがとうございました」

　バーリマさんが、痛みで顔を歪めるたびに、カリーナが悲しそうにしていた。これで、カリーナの心配ごともなくなった。

「あとで、カリーナを抱きしめてあげて」

「感謝の言葉もありません」

　バーリマさんに何度目かのお礼を言われる。




　そして、わたしはバーリマさんに商業ギルドの場所を聞いて部屋を出る。さっそく商業ギルドに向かうことにすると、カリーナが廊下に立っていた。

「ユナさん、これから、どこかに行くんですか？」

「うん、ちょっと、買うものがあってね」

「何を買うんですか？」

「ちょっと、家を買おうと思ってね」

「家を買うんですか!?」

「今度、来たときに泊まるためにね。宿屋に泊まると、こんな格好だから、いろいろと面倒だからね」

　バーリマさんにした同様の言い訳をカリーナにもする。カリーナにも街に来たときは家に泊まるように言われたが、迷惑になる理由をつけて断った。




　そして、わたしはカリーナと一緒に商業ギルドにやってくる。

「ここが商業ギルドです」

　カリーナの案内でやってきた商業ギルドは、冒険者ギルドから意外と近い距離にある。

「いい家を紹介してくれればいいんだけど」

　なにぶん、クマの格好をした女の子が家を購入しようというんだ。適当にあしらわれる可能性だってある。元の世界じゃ、わたしの年齢で不動産屋に一人で行っても家を購入することはできない。

　だから、バーリマさんに紹介状を書いてもらった。流石さすがにこの街の領主であるバーリマさんの紹介状があれば、ちゃんと対応をしてくれるはずだ。

「もしものときは、わたしが口添えをします」

「カリーナは口を出さないでいいよ」

「ど、どうして、ですか!?」

　カリーナは少し怒った感じで抗議をしてくる。わたしはその理由を説明する。

「カリーナには、親の権力を利用するような子供になってほしくないからだよ」

　力は使うのは難しい。自分勝手に使えば、周りが不幸になる。

「バーリマさんは領主だけど、カリーナが同じような振る舞いをすれば、快く思わない人も出てくるよ」

　カリーナにしろ、ノアにしろ、親の権力は使わずに育ってほしいものだ。大人になれば親の力と同じものを手に入れる。そのときまで、人に命令したり自分の言いなりにさせることは、あまり覚えないほうがいい。大人になったとき、他人を思いやる気持ちがなくなってしまう。

「カリーナは領主の娘の立場だけど、自分が父親と同じ力があるとは思わないでほしい。それにカリーナには、ただ上から命令するような大人じゃなく。ちゃんと考えて、人々のためになる指示を出せる大人になってほしいから」

　でも、今のカリーナを見れば大丈夫だと思う。

　このまま、真っ直すぐに育ってほしいものだ。

　カリーナはわたしの言葉を受け止めて、「はい」と返事をしてくれた。
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　わたしとカリーナは商業ギルドの中に入る。タイミングよく、受付が空いている。

「ユナさん、空いていますよ」

　カリーナはわたしのクマさんパペットを握って一緒に受付へ向かう。20歳前後の受付嬢はわたしが来たことも気づかずに下を向いて仕事をしている。

「あのう……」

「あっ、はい。すみません。……クマさん!?　それとカリーナ様？」

　受付嬢は急に声をかけられたことに驚き、さらにわたしの姿を見て驚き、隣にいるカリーナを見てさらに驚く。見事な３段驚きょう愕がくだ。

　受付嬢はわたしの顔とカリーナを交互に見る。受付嬢の頭の上には大量の「？」マークが浮かんでいるように見える。

　まあ、言いたいことは分かる。でも、わたしに答える義理はないので、商業ギルドに来た目的を果たすことにする。

「聞きたいことがあるんだけど、いいかな？」

「えっと、はい。なんでしょうか？」

　受付嬢は混乱しながら頷うなずく。

　わたしは小さな空き家が欲しいことを話し、バーリマさんに書いてもらった紹介状を渡す。受付嬢は渡された紹介状を見て、わたしと手紙とカリーナをループするように何度も見比べる。

「カリーナ様、これは……」

「すみません。わたしは付き添いで来ただけで、お父様の手紙の内容は知りません」

　カリーナは領主の娘らしく丁寧に返答する。

「えっと、ユナさんでよろしいですか？」

　受付嬢はわたしの名を口にする。手紙に名前でも書いてあったのかな？

「うん、それで、小さくていいから、空き家が欲しいんだけど、あるかな？　多少なら高くても買えると思うんだけど」

　クマの転移門を置くだけだから、小さくても問題はない。でも、受付嬢から返ってきた返事は予想外のものだった。

「いえ、お支払いは必要ありません」

「…………？」

　今度はわたしの頭に「？」マークが浮かぶ。意味が分からない。でも、受付嬢はすぐにわたしの疑問に答えてくれる。

「手紙にはクマの格好をした女の子が家を購入するので斡あっ旋せんしてほしいと。それから、支払いはイシュリート家が行うと書かれています」

　なにそれ？　バーリマさんから、そんな話は聞いていない。

　でも、バーリマさんの顔や言動を思い出すと、ありえるかもしれない。初めは家に泊まるように言っていたのに、考え込む仕草をしたかと思ったら、家を買うことで納得して、紹介状も書いてくれた。

　もしかして、わたしが今回のお礼を断ったから、こんな暴挙に出た？　だから、家に泊まればいいと言っていたのに、引き下がったのかもしれない。

「えっと、カリーナ様に確認ですが、こちらのクマ……、ユナさんはイシュリート家の関係者でよろしいのでしょうか？」

「ユナさんはイシュリート家の大切なお客様です。わたしが保証します」

　やっぱり紹介状があっても、わたしだけじゃ、信用できないのかな？　クマだし。

「分かりました。それではご希望の家の条件を教えていただけますか？」

　受付嬢はわたしの格好について尋ねたいのを我慢して、仕事としての対応をする。さっきから目がわたしのあちこちを見ている。周りからも「クマだ」「クマさん」「可愛かわいい」などの言葉が商人やギルド職員から聞こえてくる。それをカリーナが視線を向けて黙らせている。

　権力を使わないように言ったけど、こういうときはカリーナの存在に感謝しないといけないね。

　わたしは受付嬢に、小さい家で、近くにスパイスが売っているお店があると助かることを説明する。お店が近ければ、ちょっと買い物に来たいときは便利だ。

　わたしがそう伝えるとカリーナが横から口を挟んでくる。

「ユナさんの家はわたしの家の近くにお願いします」

「えっと、なんで？」

「近いほうがいいです」

　カリーナが力強く言う。わたしはカリーナに押されるように「そ、そうだね」と答えていた。

　それを見た受付嬢は笑っている。

「それでは少しお待ちください。お調べしますので」

　受付嬢は資料を調べると「カリーナ様の家はここで」「お店はここ」「そうなると、このあたりが」「あとこっちもかな？」「これは大きいから」「…………」と口から言葉が洩もれている。

「お待たせしました」

　受付嬢は街の地図を広げ、カリーナの家とお店が並ぶ通りの場所を教えてくれる。この通りにはスパイスを購入したお店もあったはず。街に残ってくれると言っていたし、いいかもしれない。それから、候補の家の場所を教えてくれる。それはどれもお店の通りとカリーナの家の間にある場所だった。わたしは数軒のうち、お店の通りに近い家をクマさんパペットでさす。

「ここがいいかな？」

「それじゃ、こっちです」

　カリーナはわたしとは反対に自分の家に近い家をさす。カリーナと見事に意見が分かれた。

「なんで、そっちなんですか？」

「お店が近いから？」

「それなら、こっちの家もそんなに離れてませんから、問題はないですよね」

「でも、買い物するなら、こっちのほうが便利だし」

　わたしとカリーナはお互いの目を見つめ合う。どちらも引かない。

　引いてもいいんだけど。なんとなく、張り合ってしまう。

「あのう。それなら、こちらでどうでしょうか？」

　お互いに引かないわたしたちを見て、受付嬢が新しい提案をしてくる。受付嬢が示した場所はわたしとカリーナがさした場所のちょうど真ん中の位置にある家だった。

「こちらの家は比較的新しく、カリーナ様の家に近く、お店が並ぶ通りにも近いです。お２人の意見に合うと思います」

　わたしとカリーナは再度、お互いの顔を見る。お互いに「しかたないね」的な顔をして小さく頷く。わたしとカリーナは受付嬢の提案を呑のむ。それを見て、受付嬢は安堵の表情を浮かべる。でも、流石さすが商業ギルドの職員なのか、仲裁が上手いね。

　まあ、あとは家の現物を見て、購入するか決めるだけだ。もしダメなら、またカリーナと勝負だ。




　受付嬢と一緒に購入する家にやってくる。位置は地図どおり、カリーナの家とお店が並ぶ通りの中間にある。わたしは家を見る。

「うん、いいね」

　小さい家だけど、２階建てだ。

「小さくないですか？」

「ちょっと泊まるだけだから、十分だよ」

　大人数で来る予定はない。一緒に来るとしたらクマの転移門のことを知っているフィナぐらいだ。それだって、泊まらずに帰ってもいい。だから、大きい家は必要ない。

「中も確認しますか？」

「お願いします」

　家は比較的新しいので中も綺麗だ。でも、少し埃ほこりを被かぶっているから掃除は必要になりそうだ。

　１階はキッチンと食堂、風呂、トイレがあり、小さいけど倉庫もある。２階は２部屋ある。どうやら、新婚夫婦が住む家みたいだ。

「うん、ここに決めるよ」

「あ、ありがとうございます。それでは一度ギルドに戻って、契約のほうをお願いします」

　わたしたちは商業ギルドに戻ってくる。

「それでは、ギルドカードをよろしいですか？」





　名前：ユナ

　年齢：15歳

　職業：クマ

　冒険者ランクＣ

　商業ランクＥ






　と書かれているギルドカードを出す。

「職業クマ？」

　だから、なんでみんなそこを見るかな？

「それで、家のお金のことなんだけど、半分、わたしが払いたいんだけど」

　家の購入代金の話を聞いたときから、バーリマさんにすべて払ってもらうつもりはなかった。でも、わたしがすべて払うとバーリマさんの厚意を無駄にすることになる。だから間を取って、代金の半分はわたしが出すことに決めていた。

「それは……」

　受付嬢はわたしの言葉に困った表情を浮かべる。

「ユナさん。お父様からのお礼なんですよね。それなら受け取っても」

「流石に全部は受け取れないよ。でも、バーリマさんの気持ちを蔑ないがしろにはできないから、半分だよ。ここはカリーナやバーリマさんの言葉でも譲れないよ」

「ですが……」

「バーリマさんにはわたしから言っておくから」

「……分かりました」

　カリーナは口を閉じる。

　わたしは改めて、受付嬢に家の購入代金を尋ねる。

　受付嬢はカリーナを確認するように見る。カリーナは小さく頷くと、受付嬢は家の購入代金を教えてくれる。

　わたしは半額を支払って家を購入した。

　いくらなんでも、お礼で家はもらえないからね。

　えっ、前は絵本とぬいぐるみで家をもらったって？

　まあ、後からもらってよかったのかなと思い、今回は半分とした。




　無事に家を購入したわたしとカリーナは、家を掃除するために、もう一度家にやってくる。管理されているとはいえ、多少は汚れている。

　家の中に入ると、わたしは掃除の手伝いとして、子熊化したくまゆるとくまきゅうを召喚する。掃除には猫の手も借りたいので、クマの手を借りることにする。掃除を手伝うといっても、遊ぶ感じで手伝ってくれるくらいだ。

　まあ、本当のところはカリーナと一緒にいられる時間も残り少ないので、少しでもくまゆるとくまきゅうと一緒に過ごしてもらおうと思ったためだ。

「ほら、カリーナも掃除を手伝ってくれるんでしょう？」

「はい。もちろんです。くまゆるちゃんやくまきゅうちゃんには負けません」

　家の掃除をするから、カリーナと別れようとしたが、カリーナが掃除を手伝うと言ってくれた。カリーナが暮らしているのはメイドさんがいる環境だ。そんなお嬢様に掃除ができるか不安になるけど、いくらお嬢様でも掃除ぐらい、したことはあるよね。

「…………」

　わたしの希望は打ち砕かれる。

「カリーナ、下にくまゆるが！」

　カリーナはくまゆるを踏みつけそうになる。

「カリーナ、危ない！」

　カリーナは開いているドアに頭をぶつける。
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「カリーナ、足元！」

　カリーナはくまゆるとくまきゅうの掃除姿に気を取られ、床にあった雑巾を踏んでしまう。

「カリーナ、バケツが」

　今度は水が入ったバケツをひっくり返してしまい、勢いよく飛び出した水が近くにいたくまきゅうに直撃してしまったのだ。

「うう、くまきゅうちゃん、ごめんなさい……」

　雑巾を洗ったバケツの水をかぶったくまきゅうは見事に汚れてしまった。白いくまきゅうが少し黒ずんでしまった。

　くまきゅうは悲しそうに「くぅ～ん」と鳴く。カリーナは慌てて、手に持っていた汚れた雑巾でくまきゅうを拭ふこうとするので、こっちも慌てて止める。

「くまきゅうは大丈夫だから。カリーナは床を拭いて」

　わたしはくまきゅうを送還して、もう一度召喚する。綺麗なくまきゅうが現れる。

「くまきゅうちゃんが綺麗になりました」

「カリーナはくまゆるとくまきゅうと一緒に掃除をするのは禁止！」

「ううぅ、そんな～」

　ショボーンと落ち込むカリーナ。

　ここは心を鬼にして言わないと、被害が拡大する。

　掃除が終わったとき、ドッと疲れたのは言うまでもない。
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　掃除を終えて、戻ってきたわたしは、バーリマさんにお礼を言いつつ、半分は自分が払ったことを伝えた。バーリマさんは少し残念そうにしていたが、「分かりました」と言ってくれた。

　そして、わたしは２日後に帰ることを伝える。

　明日でもよかったけど、クマの転移門のことを考えると、時間調整は必要だ。手紙やギルドカードに日付が書かれている可能性もある。流石さすがに国王も出発した日は分からないはずだから、誤魔化せるはず。




　翌日、わたしとカリーナは大きな卵を手に入れるため、鳥がいる場所に向かっている。

　昨日、卵が産まれたとラサさんのところに連絡があった。わたしが欲しいと言っておいたので、お願いをしてくれていたらしい。頼めば卵はお屋敷まで届けてくれるそうだけど、わたしは鳥を見たかったので、自分で取りに行くことにした。

　鳥が管理されているのはバーリマさんのお屋敷から湖の反対側にある農業地帯だそうだ。そこに向かうため、湖を眺めながら歩く。湖の周辺には、いまだに多くの屋台が並んでいる。

「みんな、楽しそうだね」

「これもユナさんのおかげです」

　水の件で不安になっていた住民が多かったそうだ。それがバーリマさんの宣言によって、街には活気が戻りつつあるという。これで、また水の魔石から水が出なくなったら、暴動が起きるかもしれないね。

　大丈夫だよね？

　少し、心配になるが、大丈夫だと信じよう。やれることはやった。

　街の風景を眺めながら歩いていると、農業地帯が見えてくる。

「ユナさん、あそこです」

　カリーナが指をさす先には小屋が建っており、小屋の側にある湖には大きな鳥が泳いでいる光景が広がってる。もしかして、大きな鳥ってあれ？

　わたしは大きな卵と聞いて勝手にダチョウかと思っていたけど、違った。目の前の湖で泳いでいたのはカルガモだった。

　でも、わたしが知っているカルガモの大きさじゃなかった。大きさはダチョウぐらいあり、子供が背中に乗ることができそうだ。流石さすが異世界、鳥もファンタジーだ。

「あれぐらい大きいと、カリーナなら乗れそうだね」

「はい。乗ったことはありますよ」

「そうなの？」

「飼育している方に頼むと背中に乗せてもらえるんですよ」

　今度、フィナを連れてきてあげるのもいいかもしれない。

「でも、泳げるのが条件です。湖に落ちることもありますから、自分で泳いで戻ってこられない子は乗せてもらえません」

　それはそうか。カルガモから落ちたら、泳げないと溺おぼれることになる。それじゃ、泳いだことがないフィナは乗ることはできないかな。でも、海で泳ぐ練習をすれば大丈夫かな？

　わたしは残念ながら、大人だから乗ることはできない。

　あ～、大人だから残念だな。

「今度、ユナさんも乗ってみますか？」

　えっと、それはどういう意味かな。きっと、聞き間違いだよね。

「ユナさんなら、乗れますよ」

「ソウダネ」

　わたしはそう言って、心の中で悲しんだ。わたしは大人じゃないかもしれないけど、子供でもないもん。

　カルガモのお世話をしている小屋にやってくると、数人の男性が仕事をしている。わたしたちに気づくと、まずわたしの格好に驚かれる。

「クマ？　……カリーナ様？」

　初めの視線は絶対にわたしに向けられるよね。クマだからしかたないけど。

　そんな、不思議そうにしている男性にカリーナが話しかける。

「卵があると聞いて、受け取りに来たんですけど、ありますか？」

　カリーナがここに来た理由を説明してくれる。わたしよりカリーナのほうが話が進むので、任せることにする。

「はい。ございます」

　男性が畏かしこまったようにカリーナに言う。

　やっぱり、領主の娘ってことで、みんな丁重に扱うんだね。

　男性はわたしたちを小屋の中に連れていき、卵がある場所に案内してくれる。

「昨日、産まれた卵です」

　部屋の奥に行くと、テレビなどで見たことがあるダチョウの卵ぐらいの大きさのものが２つあった。

　普通の卵の何個分になるかな？　味はどうなのかな？

　ちょっと、楽しみだ。

「本当に２つともわたしが持ってっちゃってもいいの？」

「はい、受け取ってください」

「ありがとう」

　わたしは卵の代金を男性に払ってカルガモ大の卵を手に入れる。

　カリーナには「お父様が代金を支払うと言ってましたから大丈夫ですよ」と言われたが、ここは自分で払っておく。お土産なら、自分のお金で買わないとね。

　これで孤児院の子供やフィナたちにいいお土産ができた。みんなの驚く顔が楽しみだ。

　巨大な目玉焼きかな？　それともプリン？　なんの料理に使ったら美お味いしいかな？

　わたしは男性にお礼を言って小屋を出る。

　でも、大きなカルガモか。さっきはわたしは大人だから乗れないとか思ったけど、近くで見ると乗ってみたくなるね。

　卵を手に入れたわたしたちがお屋敷に戻ると、バーリマさんは仕事に追われていた。怪我が治ったとはいえ、いきなりそんな働いていると心配だ。

　本当は体を休めるのが一番だけど、ラサさんに神聖樹のお茶を渡して、一日１杯飲ませてあげるようにお願いする。

　神聖樹のお茶の効果はクリフで実証済みだ。無理はしないでほしいものだ。わたしの周りにいる人たちは仕事が好きな人が多い。

　元引きこもりのわたしには理解できないことだ。




　そして、夜は昨日と同じようにカリーナと一緒に寝る。もちろん、くまゆるとくまきゅうも召喚する。明日には王都に帰るので、カリーナともしばらくは会えなくなる。

　クマの転移門があるといっても、何度も会いに来ると変に思われるので、来るとしても、少し先になると思う。

「ユナさん、明日には帰ってしまうんですね」

「また、来るよ」

「約束ですよ」

「せっかく家を買ったんだから、必ず来るよ」

「くまゆるちゃん、くまきゅうちゃんも元気にしていてくださいね」

「「くぅ～ん」」

　カリーナは子熊化したくまゆるとくまきゅうを抱きしめる。

「今日は一緒に寝てあげて」

「いいんですか？」

「だから、泣いちゃダメだよ」

「泣きません！」

　寂しそうにしてた表情から、怒ったように頰ほおを膨らます。寂しい顔より、こっちのほうが可愛らしくていい。

　わたしたちはベッドに入る。大きなベッドにわたしとカリーナが少し間を空けて入り、くまゆるとくまきゅうはカリーナの左右に入る。

　部屋は静けさに包まれる。そんな中、カリーナが話しかけてくる。

「ユナさん、本当にありがとうございました。ユナさんがいなかったら、わたしは今でも泣いていたかもしれません」

「……」

「それ以前に、自分が犯した失敗に潰つぶされていたかと思います。お父様やお母様は優しいですが、わたしのせいで街がなくなってしまうかと思うと、胸が苦しく、夜も眠れませんでした」

「……」

「ほ、ほんとうに、ありがとうございました」

　すすり泣く声が聞こえてくる。

　わたしはカリーナを優しく抱きしめる。そして、しばらくすると、泣き疲れたのか、安心したのか、静かに寝息を立てていた。

　本当にカリーナは頑張ったと思う。

　カリーナを救えて、本当によかった。




　翌朝、食事を済ませると別れの挨あい拶さつをする。

「ユナさん、また来てくださいね」

「絶対に来るよ」

　カリーナの頭を撫なでる。

「ユナちゃん、本当にありがとう。ユナちゃんのおかげで、街は救われたわ。このお腹の子の未来を救ってくれて、ありがとうね」

　リスティルさんは自分のお腹を擦さする。

「無事に産んでくださいね」

「３人目だから、大丈夫よ」

　産まれたら、お祝いになにか持ってきてあげないといけないね。

「くまさん、いっちゃうの？」

「お母さんとお姉ちゃんと仲良くするんだよ」

「うん！」

　リスティルさんの手を握っているノーリスが元気に返事をする。

　お母さんのリスティルさんが大好きみたいだけど、弟か妹が生まれたら大丈夫かな？

　下の子が生まれると母親はその子に注意がいくから、上の子は蔑ないがしろにされがちだって聞く。まあ、きょうだいなら誰しもが通る道だ。大丈夫だと信じよう。

　最後にバーリマさんがやってくる。

「今回はお世話になりました。お茶も、ありがとうございました。おかげさまで体調がよくなりました」

　バーリマさんの顔色がいい。怪我が治ったとはいえ、精神的にも疲れていただろうし、仕事も溜まっていたはずだ。神聖樹のお茶が効いたみたいでよかった。

「赤ちゃんも生まれてくるんですから、仕事もほどほどにしたほうがいいですよ」

「はい。わたしが倒れるわけにはいきませんからね。それから、フォルオート様によろしくお伝えください」

　わたしは約束する。

　最後に一番端にいるラサさんを見る。

「ユナさん。また、新しいレシピを教えてくださいね。わたしも、もっと料理の勉強をしますから」

「うん、美味しい料理を持ってくるし、ラサさんからも教わりたいな」

　わたしはみんなに見送られ、お屋敷を出る。

　カリーナが街の門まで見送ろうとしたが、クマの転移門が使えなくなるので、丁重に断った。

「ユナさん！　ありがとうございました！」

　最後に、カリーナが振り絞るように大きな声をあげる。

　わたしは手を振って、購入した家に向かう。

　そして、あたりを注意しながら家の中に入り、一番の奥の部屋にクマの転移門を設置すると、わたしは扉を開けて王都に戻った。
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　わたしが住んでいる街は砂に囲まれた砂漠にある街です。最初はこの地には誰も住んでいませんでしたが、湖に人が集まり、やがて街ができました。この街を作ったのはわたしのご先祖様です。

　そして、わたしの一族に代々引き継がれている役目があります。それが湖の管理です。

　一年に何度か、近くにあるピラミッドに行きます。その奥には湖の水を生み出している魔道具があります。大きな水の魔石を増幅させ、たくさんの水を出してくれています。

　最近、湖の水が減り始めたことを知ったお父様はお母様とともに、ピラミッドに水の確認に行きました。そして、確認に行ったお父様とお母様が戻ってきましたが、その表情は暗いものでした。

　なんでも、水の魔石が割れていたそうです。今はまだ、割れた魔石から水が出ているそうですが、止まるのも時間の問題だと言っていました。

　お父様は２つの隣国に手紙を出し、代わりになる水の魔石をお願いしました。でも、大きい魔石は簡単に手に入るものではないとお父様は言っていました。大きな魔石。しかも、水の魔石となると余計に難しいそうです。

　お父様は小さい水の魔石を集め、持っていくことにしました。もちろん、それではダメな可能性もあります。

「代わりにならなくても、少しでも水の量が増えてくれればいいんだが」

　試してみないと分かりませんので、お父様とお母様が、もう一度ピラミッドに行くことになりました。でも、お母様は大きなお腹を押さえます。お母様のお腹の中には赤ちゃんがいます。無理をさせるわけにはいきません。

　ですが、ピラミッドの奥に行くにはお母様が必要になります。水の魔石がある場所に行くにはピラミッドの迷宮を通らないといけません。道は複雑に入り組んでおり、危険な罠わなもあります。でも、その迷宮を危険なく進む方法があります。それが家に代々引き継がれている水晶板の地図です。その水晶板の地図があれば、迷宮も迷わずに進むことができます。

　だけど、その水晶板の地図は誰にでも使えるわけではありません。水晶板の地図は、この街を作ったご先祖様の血を引く者にしか扱えません。

　現状で扱えるのはお母様とわたし、それから弟のノーリス。お腹に赤ちゃんがいるお母様に無理をさせるわけにはいきません。そして、ノーリスはわたしよりも幼いです。お母様の代わりができるのはわたしだけです。

「わたしがお母様の代わりに行きます」

　わたしの言葉にお父様とお母様が驚きます。

　わたしは何度か、ピラミッドに連れていってもらったことがあります。地図も何度か持たせてもらったことがありますので、使い方は分かります。

「お母様の代わりに地図を持って道案内することぐらいできます。それに、お母様に無理をさせるわけにはいきません」

　街の中は湖のおかげで涼しいです。ですが、街の外は暑く、お腹に赤ちゃんがいるお母様が何度も街の外に出るのはよくありません。

　前回、ピラミッドから戻ってきたときも疲れた顔をしていました。

　お父様はお母様のお腹を見て、優しく微ほほ笑えむと、「それじゃ、カリーナに頼むことにしよう」と言ってくれました。

　その言葉にわたしは嬉しくなりました。一人前と認めてくれたと思ったからです。




　翌日、わたしとお父様はラガルートに乗って、ピラミッドに向かいます。

　そしてピラミッドの中に入り、迷宮の入り口まで着きます。無数の入り口があり、間違えると大変なことになります。

　言い伝えや挑戦した冒険者の話では無数の罠があるそうです。でも、わたしが持っている水晶板の地図があれば、罠がない道を進むことができるので、安心です。

「カリーナ、どの入り口だ？」

　わたしが水晶板に軽く魔力を流すと、進むべき道を教えてくれます。

「こっちです」

　無数の入り口から１つを選び、中に入ります。そのあとをお父様がついてきます。

　そして、わたしは水晶板を見ながら右に進み、左に進み、迷わずに進んでいきます。

「カリーナがいてくれてよかったよ」

　お父様が微笑みます。お父様が頼ってくれるのがすごく嬉しかったです。

「お父様、こっちです」

「カリーナ、ちゃんと前を見ないと危ないよ」

　わたしは任されたことが嬉しく、ぐるぐる回ったりして、十字路があったことに気づかず、直進してしまいました。その瞬間、右足が踏む地面がありませんでした。地面には穴が空いていたのです。

　穴に落ちていく。そう思った瞬間、右腕に衝撃が走ります。

「カリーナ！」

　お父様がわたしの腕を摑つかんでいました。

「カリーナ、大丈夫か」

「お父様、水晶板が落ちそうです」

　胸に抱えていた水晶板が落ちそうです。この水晶板は大切なものです。

「すまない。おまえを摑んでいるので精一杯だ」

　お父様が苦しそうにわたしの右腕を摑んでいます。

「わたしを離して、水晶板を」

　どうにか、左腕で抱えている水晶板を少しでもお父様が取れるようにします。

「バカなことを言うな」

　お父様がわたしを引き上げようとすると、胸から水晶板が落ちそうになります。

「お父様、お願いです。わたしでなく、水晶板を」

「どこに娘の手を離す親がいる」

　お父様が思いっきり、わたしを引き上げた瞬間、わたしの胸に抱えていた水晶板が穴の奥に落ちていきました。

「カリーナ、大丈夫か？」

「大丈夫です。でも、水晶板が」

　水晶板が落ちていった穴を見ます。深くて底が見えません。

「今はいい」

「ですが」

　お父様は腕を痛そうにしています。穴に落ちそうになったわたしを摑んだときに、痛めたみたいです。

「お父様、大丈夫ですか？」

「大丈夫だ。とりあえず、来た道を忘れないうちに戻ろう」

「……はい」

　水晶板の地図がないので先に進むことはできません。無理に進めば戻ることもできなくなります。でも、今なら記憶を辿たどって戻ることができます。

　わたしとお父様は無言で来た通路を戻ります。

　あまり進んでいなかったこともあって、無事に迷宮を出ることができました。

「……お父様、ごめんなさい」

「おまえが無事でよかった」

　お父様が、優しくわたしを抱きしめます。ですが、それが辛いです。

　わたしは叱しかってほしかった。




　家に戻ったお父様は険しい顔で悩んでいました。湖の水を作り出している水の魔石は割れ、補強・交換するにも、地図がないので、行くことができません。日がたつにつれて湖の水が減っていきます。住民が騒ぎ始めてしまい、お父様はその対応に追われています。

　お父様はピラミッドの穴に落ちた水晶板の地図を取りに行くため、冒険者ギルドに依頼をしました。

　初めは数人の冒険者が引き受けて、捜しに行ってくれましたが、広いピラミッドの中では見つけることができませんでした。

　なら、わたしも一緒に行けばと思いつきます。

　わたしは水晶板のある程度の場所ならわかります。水晶板に登録をしたことで、水晶板とわたしの魔力が繫つながり、どっちの方角にあるか感じることができます。

　わたしは冒険者ギルドに行き、お父様に内緒で、わたしも一緒に連れて行ってもらえるように依頼内容を変更をしました。

　今回のことはわたしの責任だから。




　ですが、それを拒むようにピラミッドの周辺に魔物が集まり始めました。大きな魔物の目撃情報も出始め、ピラミッドの周辺は完全に魔物に囲まれてしまったのです。

　そんな状態で、わたしを連れてピラミッドに行ってくれる冒険者はいませんでした。

　それでも、わたしは諦めるわけにはいきません。

「お願いします」

　今日も冒険者ギルドに行き、お願いをします。

　誰でもいいから、助けて……。
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　この短い期間にいろいろありました。湖の水を作り出していた水の魔石が割れ、代々引き継がれてきた水晶板の地図をピラミッドでなくしてしまい、それが原因でお父様は怪我をし、どうにかしないといけないと冒険者ギルドに頼み……でも、魔物が現れたことで、ピラミッドへ行ってくれる者は誰もいませんでした。

　わたしは魔物一匹倒すこともできない無力な子供です。頭を下げて、お願いすることしかできません。そんな無力なわたしを助けてくれたのがユナさんでした。ユナさんはすべてを解決してくれました。




　湖の水は徐々に増え、元に戻っていくのがよく分かります。湖で遊ぶことは禁止されていましたが解除され、子供たちが楽しそうに湖で遊ぶ姿があります。この子供たちの笑顔もユナさんが守ってくれたと思うと、ユナさんがしてくれたことの大きさを感じます。

　街を歩いていても、不安そうにしていた住民は皆笑顔になりました。

　この笑顔を取り戻したのがクマの格好をした女性とは誰も思わないと思います。

　ユナさんはクマの格好をした不思議な女性でした。見た目からでは想像もできない強さを持ち、その力を誇示することもしない、優しい人でした。

　初めて会ったときのことを思い出すと、かなり失礼なことを言ってしまったのを後悔します。

　だって、クマの格好をして、ふざけている人だと思ったんです。ユナさんのことを初めて見て、優秀な冒険者だと思う人はいないと思います。

　でも、そんな態度をしたわたしのことを怒らないで、優しくしてくれました。




　わたしはユナさんからもらったクマのぬいぐるみを抱きしめます。黒いクマのぬいぐるみがくまゆるちゃん、白いクマがくまきゅうちゃんです。

　くまゆるちゃんとくまきゅうちゃんに守られたことを思い出します。特に、くまきゅうちゃんはわたしと一緒にいて、安心させてくれました。

　クマについては本に書かれている知識しかありませんでした。本には凶暴と書かれていましたが、間違いなのかもしれません。ユナさんのクマさんはとっても可愛かわいいクマさんでした。背中に乗せてくれたり、一緒に寝たりしました。とても、凶暴な生き物には見えませんでした。




　部屋でユナさんのことを考えていると、ドアがノックされ、お父様が部屋に入ってきます。

「大丈夫かい」

「えっと、大丈夫とは？　お父様と違って怪我とかもしてませんが」

　お父様は穴に落ちるわたしを助けるために腕に怪我をしています。

「ラサから、ユナさんが帰って寂しそうにしていると聞いてね」

　ラサには心配をさせたみたいです。

「確かに少しだけ寂しいですが、お父様が心配するほどではありません」

　それに、ユナさんは街に家を購入して、会いに来てくれると言いました。簡単に来ることはできないと思いますが、きっとユナさんは来てくれます。

「そうだね。今度来たらユナさんが救ってくれた街を案内してあげるといい」

　わたしはユナさんからたくさんの恩を受けました。でも、わたしはユナさんにはなにも返していません。

　今度、ユナさんが来たら、綺麗な街を案内してあげたいです。

「カリーナ、こっちにおいで」

「なんですか？」

　呼ばれたので、お父様のところに行きます。お父様は近づいたわたしをいきなり抱きかかえて、持ち上げます。

「お、お父様！　腕の怪我は!?」

　わたしを持ち上げるお父様の顔は笑顔で、痛そうにはしてません。

「怪我は大丈夫だよ」

「どうしてですか!?　あれだけ、痛そうにしていたのに」

　お父様は穴に落ちるわたしを助けるために、腕を痛めてしまいました。

「詳しいことは話せないけど、これもユナさんのおかげだよ」

　そう言って、さらに高く持ち上げる。

「ユナさんの？」

「だから、わたしの怪我のことは気にしないで大丈夫だよ。水晶板もある。湖の水も戻った。カリーナはもう何も気にしないでいい。おまえを苦しませるものは何もない」

「お父様……」

「今まで苦しい思いをさせて、すまなかった」

　お父様はわたしを降ろすと、謝ります。

「お父様が謝ることはありません。わたしが浮かれていないで、ちゃんとしていれば水晶板を落とすことも、お父様が怪我をすることもありませんでした。わたしが悪いんです」

「そうだな。これからはリスティルの代わりに頑張ってもらうから、気をつけるんだよ」

「はい」

　ユナさんはお父様の怪我も治してくれたのですね。

　本当にユナさんには驚かされるばかりです。




　今日はピラミッドに行き、水の確認です。今のところ水が止まる気配はありませんが、魔石を交換したばかりなので、まだ不安があります。それで、しばらくは定期的に確認することになりました。もし、問題があればすぐに対応するためです。お父様は、今後のことも考えて予備の魔石の購入も考えているようです。

　ただ、今回はユナさんのおかげで手に入りましたが、本来はこんなに簡単に手に入るようなものではないと言っていました。ユナさんがクラーケンを倒していなければ、手に入らなかったかもしれません。

　それだけ、大きな水の魔石は貴重なものなのです。国王陛下のお願いだったとはいえ、譲ってくれたユナさんには感謝のしようがありません。




　ピラミッドに行くことになりましたが、お母様のお腹には赤ちゃんがいますので、わたしがお母様の代わりにお父様と一緒にピラミッドに行くことになりました。

　わたしはお父様とラガルートに乗ってピラミッドに向かいます。

　今まで気にしたことはありませんでしたが、ラガルートはくまゆるちゃんとくまきゅうに比べると触り心地が悪いです。小さいときからラガルートに乗っていますから、別にラガルートが嫌いということはありません。でも、くまゆるちゃんとくまきゅうちゃんの乗り心地を経験すると、どうしても比べてしまいます。くまゆるちゃんとくまきゅうちゃんは、ふわふわで、とっても気持ちよかったです。

　また、くまゆるちゃんとくまきゅうちゃんに乗りたいです。




　ラガルートはピラミッドに向かって走ります。魔物は一匹もいません。

　お父様の話によると、街とピラミッドの間の地下には水の魔石から流れた水が流れているそうです。それが、魔物除よけになっていたということでした。ですが、水の魔石から水が出なくなったことで、魔物が集まってきたのではと言っていました。

　なにぶん、古い本に書かれていたことなので、実際の理由は分かりません。ですが、それまでは魔物がいなかったのに、水の魔石が割れ、しばらくしたら魔物が集まりだしました。だから、お父様が言っていることは正しいと思います。

　それにサンドワームをユナさんが倒してくれたおかげだと思います。




　わたしとお父様はピラミッドの中に入ります。そして、迷宮の入り口にやってきます。

「カリーナ、気をつけるんだよ」

「はい、分かっています。同じ間違いは起こしません」

　ユナさんが取り戻してくれた水晶板の地図をしっかり握り、落とさないようにする。そして、曲がり角ではちゃんと確認する。

「こっちです」

　二度と同じ間違いはしてはいけない。

「ふふ」

　真面目に地図を見ているわたしに、お父様が笑いだします。

「どうして笑うんですか？」

「娘の成長が嬉しいんだよ。人は間違いから学ぶ。間違いから学ばないのはよくないことだ。だから、自分の行いが間違いだと知り、ちゃんと正しい行動を起こしている娘の姿が嬉しいんだよ」

「これは、ユナさんが命を懸けて取り戻してくれたものです。同じ間違いをするわけにはいきません」

　わたしの言葉にお父様が嬉しそうにわたしの頭の上に手を置きます。

「それじゃ、しっかりと道案内をお願いするよ」

「はい！」

　わたしは水晶板を握り、お父様を案内します。

　二度と同じ過ちはくり返しません。








　あとがき









　くまなのです。『くま　クマ　熊　ベアー』13巻を手に取っていただき、ありがとうございます。

　早いもので『クマ』もコミカライズも含むと17冊目となりました。




　今巻では、ユナは砂漠の街、デゼルトに到着し、そこで自分のミスで落ち込む少女、カリーナと出会います。

　カリーナは自分の不注意で大切な物を失くし、今にも心が押し潰されそうでした。そんなカリーナの心を救うため、ユナはクマの手を貸すことにします。

　久しぶりに会うジェイドさんのパーティーや、ユナの行く先々でブラッディベアーの恐怖から逃げる冒険者との再会も。

　書き下ろしではユナが来る前と、帰ったあとのカリーナの話を書かせていただきました。




　そして、次回の14巻では、ユナはフィナやノア、それから孤児院の子供たちと海に行くことになります。新しいユナの物語を楽しみにお待ちいただければ思います。




　最後に本を出すことに尽力をいただいた皆様にお礼を。

　０２９先生には、いつも素敵なイラストを描いていただき、ありがとうございます。

　編集様にはいつもご迷惑をおかけします。そして『くま　クマ　熊　ベアー』13巻を出版するのに携わった多くの皆様、ありがとうございます。

　ここまで本を読んでいただいた読者様には感謝の気持ちを。

　では、14巻でお会いできることを心待ちしています。





二〇一九年八月吉日　くまなの










[image: ]電子版特別付録　ジェイド、ウラガンと酒を飲む






　俺たちはデゼルトの街でユナと再会し、この街の領主のバーリマさんの依頼を受けた。内容は街の近くにあるピラミッドで落とし物を探すことだった。

　その落とし物は見たこともない大きなスコルピオンの体の中にあった。俺たちは一度、街に戻ることを提案するが、一緒にいたユナが一人で戦うと言い出した。ユナは可愛らしいクマの格好をしている少女だが、見た目からは信じられないほどに強い冒険者だ。俺たちはユナの言葉を尊重して、任せることにした。

　ユナなら、何かあっても逃げてこられると思ったからだ。しかし、ユナは信じられないことに、本当に巨大なスコルピオンを一人で倒してしまった。

　あのクマの格好と年齢からしたら、誰も信じることはできないだろう。俺だって、クリモニアでユナのしたことを知らないければ、信じはしなかっただろう。

　ユナのおかげで無事に探し物を見つけた俺たちは、お礼も兼ねて、バーリマさんのところで食事をいただいた。どの料理も美味しかったが、少し物足りない。

　それは一緒に依頼を受けたウラガンたちも同様のようで、彼らと酒を飲みに行くことになった。

「ジェイド様の奢おごりだ」

「奢らないぞ」

　勝手なことを言うな。

「ランクＣ様がせこいな。それにあんな美人を二人も連れ回しているんだから、酒ぐらい奢れ！」

「そうだ。そうだ」

「メルさんもセニアさんも綺麗だよな」

　周りからも声があがる。

「二人は関係ないだろう」

　まあ、二人とも、女性冒険者の中では綺麗なほうだろう。それを本人たちの前で言うと、調子に乗るから口にはしない。

「とりあえず、一杯は奢ってやるから、それでいいだろう」

「まあ、今日のところは一杯で許してやろう」

　今日のところって、おまえたちと何度も酒を飲むつもりはない。

　とりあえず、酒と適当に食べ物を注文する。

「ジェイド。あんたは、あのクマについて詳しいのか？」

　運ばれてきた酒を飲みながらウラガンが尋ねてくる。

「彼女の拠点としている街に行ったこともあるし、一緒に仕事をしたこともあるから、多少は知っている」

「たしか、クリモニアだったか」

「ああ、知っていたか」

「うちの一人がクリモニアから来ているから、少しだけ話を聞いた。始めはどれもバカバカしい話だと思ったが、今回のことで、嘘じゃないことを理解した」

　話だけを聞けば、疑いたくなる話ばかりだ。俺だって、話を聞いただけだったら、信じなかったと思う。

「サンドワームを砂の中から、的確に掘り起こせる魔法の技術。大きなサンドワームに、見たこともない大きなスコルピオンの討伐。この目で見ても、未だに信じられん」

　実際にこの目で見ても信じられないことだから、仕方ない。でも、事実だから、受け入れるしかない。

「一つ、忠告しておくが、あの嬢ちゃんをバカにしたり、あの格好についても尋ねないほうがいいぞ。あの嬢ちゃんのことを何も知らずに絡んだ冒険者がボコられて、酷い目にあったらしいぞ」

　トウヤが酒が入ったコップを持ち、笑いながら忠告する。

「そのうちの一人が俺のパーティーにいるぞ」

　ウラガンは一人の男を見て、笑いだす。その男は苦笑いを浮かべる。

「それはご愁傷様だったな。俺たちは、その日は冒険者ギルドにいなかったら、見ることができなかった。残念だぜ」

「いや、トウヤ。おまえがその場にいたら、絶対にユナに絡んでいたと思うから、やられた冒険者たちと同じ運命を辿っていたと思うぞ」

「確かに、それは否定できないな」

　トウヤの実力ではユナには勝てない。ユナの戦いを見たわけではないが、ブラックバイパー、黒虎ブラックタイガー、ゴーレム、それから、今回の巨大なサンドワームにスコルピオン。簡単に倒せない魔物ばかりだ。それをたった一人（クマを入れれば３人？）で倒している。ユナの実力は測り知れない。

　ただ言えることは、俺たちパーティーメンバーが全員で戦っても勝てるかは微妙なところだ。

　それだけ、ユナが強いってことだ。

「それにしても、あのクマはあれほどの大きなスコルピオンを、どうやって倒したんだ？」

「分からない。サンドワームのときは火の魔法を口の中に入れていた。スコルピオンにはその形跡がなかった」

　そもそも、体内破壊は簡単にできることじゃない。普通は口の中で魔法は打ち消される。体内を破壊できるってことは、ユナの魔法が、それだけ強力ってことだ。

「尻尾は切れていたよな」

「だからと言って、あれが致命傷にはならないだろう」

「そもそも、あの尻尾をどうやって切ったんだ？　あんなの簡単に切れたもんじゃないぞ」

　甲殻に触ってみたが、かなりの硬さがあった。

「ユナはミスリルのナイフを持っていたから、ミスリルの武器で斬ったと思う」

「いや、ナイフじゃ短いだろう」

「アイテム袋に剣が仕舞ってあるのかもしれない。しかも鍛冶職人ガザルの銘入りの」

「ガザルって、あの王都の鍛冶職人のガザルか？」

　俺の言葉にウラガンは驚いた表情する。

「ああ、ナイフを見せてもらったから、間違いない」

　ウラガンは俺の言葉に信じられない表情をする。

「あのクマはなんなんだ。甲殻も簡単に譲るし、今回のことは黙っててほしいと言うし、冒険者なら、自慢をするもんだろう」

「ユナは金も名声も興味がないらしい。本人は目立つのは嫌いとか言っている」

「ふふ、笑わせるな。あんな格好をしていて、目立ちたくないとか」

　分かっている。でも、それを本人が望んでいる。

　ゴーレムを討伐したときも、口止めされたし、一緒にいたバーボルドたちが自分たちがゴーレムを倒したように言っていたと教えても、怒った様子はなかった。普通なら、自分の功績を他人に取られれば怒るものだ。それに自分の功績を広めるのが冒険者だ。それによって、知名度や信頼度も上がり、入ってくるお金も変わってくる。

　あんな格好しているのに、本当にユナは目立ちたくないんだろう。

「まあ、口止め料として、スコルピオンの素材を譲ってもらったからには、誰にも言うつもりはない。おまえたちも絶対に言うなよ」

　ウラガンが仲間に念を押す。

「トウヤもだぞ」

「分かってるって。俺だって、まだ死にたくないからな」

　酒を飲んで、本当に理解をしているのか不安になる。トウヤは口を滑らせることがあるから、危ない。

「それにしても、あれで防具を作るのが楽しみだ。早く王都に戻って、作りたいぜ」

　ウラガンは嬉しそうに酒を飲む。

　あの巨大はスコルピオンの甲殻は軽いのに硬い。防具としては最高級の素材だろう。俺は小手を作るつもりでいる。剣を振るうとき、重い小手だと腕にかかる負担が大きくなる。

　その点、ユナから譲ってもらったスコルピオンの甲殻は軽く、強度もあるので、小手には最適な素材だ。

　それは小手だけに言えることでなく、足でも、胴体でも軽く強度が高ければ、動きやすくなる。動きやすくなれば魔物を倒しやすくなる。冒険者なら、喉から手が出るほど欲しい素材だ。

　そんな素材をユナは簡単に譲ってくれた。

　ユナにとっては、価値はそれほどないんだろう。本当に不思議な女の子だ。
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